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環境リモートセンシング研究センター
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はじめに

千葉大学環境リモートセンシング研究センター（CEReS）は，平成７年４月にそ

れまでの「映像隔測研究センター」が廃止・転換され，新たに10年時限の全国共同

利用研究施設として設立されたものである。本センターは，年報にその研究活動が示

されているように，センサ／大気放射研究部門，地球環境情報解析研究部門，データ

ベース研究部門の３研究部門と，CEReSで受信・アーカイブを行っている衛星デー

タのデータベースに関する業務と研究を担当するデータベース開発運用部からなる。

本年報は，平成11年度のCEReSの研究，教育，共同利用等に関する諸活動を，自己

点検の一環としてまとめたものである。

平成11年度はCEReS設立５年目にあたり，１０年時限のセンターとして節目の年を

迎えた。前回の自己点検・外部評価から３年を経過し，折り返し点を迎えたことで点

検・評価を行うにふさわしい時機となり，２回目の点検を実施した。前回は設立２年

目であり，評価を行うにはやや時期尚早の感があったが，CEReSとして，新たに走

り出した各部門の研究の方向性を改めて外部に表明するとともに，その妥当性を検討

するものであった。しかし今回は実質４年を経過し，センタープロジェクトである

｢リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニタリング」の研究や，共同

利用の状況などの具体的な評価が砿点である。プロジェクト研究の中でも核になる戦

略基礎研究「衛星観測による植物生産鼠推定手法の開発（平成９年10月から15年３

月まで：代表本多助教授)」の研究状況とこれまでの成果も，あわせて評価が行わ

れた。その結果，CEReSのこれまでの研究方向が適切であるとして，個々の研究活

動とあわせて高い評価を受けることができ，センターとしてさらに一層の精進を図る

決意である。一方，センター全体としての研究の総合化には今一歩の印象を与えてお

り，今後CEReSとしての研究活動が見える方向で努力していく所存である。これら

は，「自己点検・評価報告書（外部評価資料)」及び「外部評価報告書」としてまとめ

られており，こちらを参照頂きたい。なお本年報も一部重複する内容を含んでいるが，

ご容赦いただきたい。

「地球環境」を取り巻く研究環境はますます重要性を増しており，文部省では平成

13年度設立を目指した，あらたな総合地球環境学研究所（仮称）の創設活動を本格

化させている。文理融合を目指す地球環境に関わる新たな研究所の設立は，これまで

の研究の枠を越えるものであり，大いに期待がもたれる。地球環境問題は，その分野

の広がり，複合性，社会的要因を含む複雑性から，容易に解決できない多くの問題を

はらんでいることは，京都議定書（COＰ３）の実行がはかばかしくないことにも反映

されている。さらに環境問題は，炭酸ガス削減だけで解決できるほど容易なiHlMnでは



なく，人間活動の根幹に関わる問題を含んでおり，これまでの科学万能的世界観を変

えるものを内包している。持続的で快適な生存環境を如何に確保するか，新しい哲学

が求められている時代でもある。

このような状況で，グローバルな視点を必要とする地球環境研究において，衛星リ

モートセンシングの必要性はますます高くなっている。1999年には，ＮＡＳＡはＭＯＤＩＳ

(TERRA）を打ち上げ，2001年度中には宇宙開発事業団がADEOSⅡの打ち上げを

予定している。これらの衛星は，従来に比して格段の多チャンネル化が図られており，

大気・陸域・海洋などの広い範囲に亘って，新しい科学情報を得ることが目論まれて

いる。CEReSでは，このような動きの中で，職極的にこれらの活動に関わり，新た

な視点を持つべく地球環境研究を推進中である。

一方，大学を取り巻く環境は，研究の効率化と社会への明確な寄与・還元を軸と

して，従来の枠組みの変容を迫られている。また少子化による大学の淘汰・選別の時

代は目前に迫り，特徴ある教育研究機関として，研究のユニークネスと国際性が強く

問われる時代でもある。平成11年度には，新たにインドネシア国技術評価応用庁

(BPPT）天然資源インベントリー技術研究所と部局間交流協定の締結を目指して活

動した。既にCEReSは諸外国のリモートセンシングに関わる５研究機関との部局間

交流協定を結んでおり，さらに研究ネットワークの国際化を図るものである。

またCEReSは，全国共同利用機関として平成11年度において，大学・研究機関と

プロジェクト研究４件（部門対応)，一般研究45件の，計49件の共同研究を行った。

前年度より減少したが，これは決して衰退の兆しではなく，共同研究の方向が絞られ

てきたからである。衛星データベース利用においては，検索・配布体制がほぼ整い，

学内と学外回線の高速化を待つ状態である。農水省農林水産研究計算センターとの衛

星データの相互交換も実施され，データベースの充実が図られつつある。

このように，CEReSは各部門における個別研究はもちろん，全国共同利用機関と

して幅広く門戸を広げると同時に，研究のネットワークを推進してリモートセンシン

グに関わる基盤センターとしての役割を果たすべく迩進しているところである。

後期６年目に入るにあたり，本年報に示された成果をさらに発展させ，－厨の学術

的寄与と研究コミュニティへの貢献，社会への還元を果たすよう努力する所存である。

関係各位には，なお－Iiiiiのご支援とご協力をお願いするものである。

平成12年９月

千葉大学環境リモートセンシング研究センター長

高村民雄
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[１］研究活動

■１．１センサ/大気放射研究部門

この研究部門では，現在の衛星データの精度を制限している最大の要因である「大気補正」

を理論・観測に基づいて研究している。センサ研究分野（竹内・久世）では，観測目的に適し

た物理量を有効に導出できる高精度地球観測センサの基礎および応用研究を行っている。また，

大気放射研究分野（高村）では，放射理論と，雲や大気状態の観測データに基づく衛星データ

の大気補正手法の開発と，放射伝達の観点からの地球環境問題を扱っている。

1.1.1多チャンネル解析アルゴリズムを用いた大気エアロゾルの衛星リモートセンシング

（竹内延夫，久世宏明，汝剣飛，美濃村満生，朝隈康司）

衛星の多チャンネルデータからエアロゾルの光学的性質を導出するにあたって，対象となる

エアロゾルの特徴を取り入れたモデルを利用するアルゴリズムを開発し，インドネシアの森林

火災および黄砂の衛星データに適用した。エアロゾルモデルとしては田園型，森林火災型，海

洋型，および砂漠型の４種を採用し，複素屈折率の波長依存性や粒径の湿度依存性も考慮した。

粒径分布を直径0.2～２幽ｍの大粒子モードと，それより大きな巨大粒子モードの２つの対数正

規分布の和で表し，衛星の複数のバンドでの観測輝度値と放射伝達計算による輝度値が一致す

る条件から，エアロゾルのモデル・光学的厚さ・有効粒径などの情報を抽lllした。この手法を

1997年のインドネシア森林火災におけるＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲの２チャンネルデータと，1998年

の主として日本海｣二空の黄砂飛来時のSeaWiFS4チャンネルデータにそれぞれ適用し，地｣二

ｉＭ器による測定値と比較して良好な結果を得た。人工衛星データを用いた大気のリモートセン

シングにおいて，エアロゾルに関して分類を行うことは通常，困難であると言われている。し

かし，これらの場合のように濃度の高いエアロゾルについては，複数チャンネルの画像から定

職評価が可能であることが明らかになった。

図インドネシアの森林火災の術lH1画像（97年９月２「１，ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲチャンネル２）

－１－



1.1.2多波長ライダーによる大気エアロゾルの精密計測と，ライダーデータを利用した

大気補正の研究

（久世宏明，竹内延夫，美濃村満生，金城秀樹，佐藤愛樹）

大気補正データ取得ライダー装置（ＡDCL）は，1064,,,756,,,532,ｍ，および355,ｍ

の４波長で対流圏のエアロゾルの鉛直分布を計測することができる。衛星飛来時に同期した計

iIlIを行うことにより，高い精度での大気補正手法の研究が行える装置である。ライダーの信号

から波長別にエアロゾル消散係数の高度分布を導出するにあたっては，エアロゾルのＳ，パラ

メータ（消散係数と後方散乱係数の比）を各波長ごとに設定する必要があり，このための補助

的データを地k設置のサンフォトメータ，積分型ネフェロメータおよび小型ライダーなどによ

り導出する手法の研究を進めている。得られた散乱特性の波長依存性をミー散乱による理論計

算と比較することにより，従来の方法では把握が困難であったエアロゾルの特性が明らかにな

りつつある。

ライダー等の観測により得られた多波長のエアロゾル・プロファイルはまた，衛星データの

大気補正において，隣接するピクセルからの周辺効果を評価する際の基礎データを提供する。

複数のエアロゾル層からの単散乱を直接計算するアルゴリズムを開発し，MODＴＲＡＮまたは

6ｓコードを利用した放射伝達の計算と併せて，周辺効果補正について検討を進めている。

1.1.3ライダーおよび地上サンプリングによるアジア地域の大気エアロゾル光学特性の研究

（竹内延夫，久世宏明，矢吹正教，武田明知）

前年度に引き続き，アジア地域において地上レベルでのエアロゾルの特性を調べる研究の一

環として，粒径により分級・捕集するアンダーセン・サンプラーによるエアロゾルの解析を千

葉，タイ，シンガポール，モンゴルなどのデータをもとにして行った。測定された化学組成か

ら，エアロゾルによる光の吸収を表す単散乱アルベド，散乱の角度依存性を表す位相関数，ラ

イダーデータの解析で必要となるＳｌパラメータ（消散係数と後方散乱係数の比）を導出し，

地域的・季節的特性について比較を行った。この解析に際し，湿度にともなうエアロゾル粒子

の成長理論・混合核の形成にともなう散乱特性の変化を考慮し，また，粒径分布としては各成

分ごとに２峰性の対数正規分布関数型を仮定した。このような手順で得られたエアロゾルの光

学特性を多波長ライダーデータの解析および衛星データの大気補正に応用するアルゴリズムに

ついて，さらに検討を進めている。

1.1.4マイクロパルスライダー・可搬型ライダーによる大気の連続観測

（竹内延夫，久世宏明，陳衛標，尾松孝茂奪，曽根明弘…，菅博文｡｡）

・千葉大工学部，…浜松ホトニクス中研

昨年度に引き続き，無人連続運転が可能なマイクロパルスライダー（MPL）を筑波・タイ

に設置し，エアロゾルや雲底高度など雲の幾何学的パラメータの観測を継続して実施した。こ

の研究は，アジア地域におけるエアロゾルのライダーネットワーク観測の一環である。千葉大

工学部・浜松ホトニクスと共同で開発を進めている可搬型自動ライダー（PortableAutomated

Lidar，PAL）については，試作機を完成し，市原市の千葉県環境研究所で大気連続観測を開

始した。ＰＡＬの送光系は半導体レーザー励起（808nｍ，ｃｗ，１Ｗ出力）のＮｄＹＡＧレーザー

(1064,ｍ）で，共振器内にＱスイッチのための光音響素子と２倍高調波発生のためのＫＤＰ結

－２－



品を入れ，532,ｍの出力としてl0LlJ/pulseを得ている（繰り返しは1.4kHz)。２０cmのシュミッ

トカセグレン望遠鏡でエアロゾルからの後方散乱光を受光し，光子計数モードで動作する光電

子増倍管を用いて検出を行っている。観測可能な距離は夜間で約５km，昼間で約３kmである。

今後，レーザー発振器部分に受動Ｑスイッチ素子を導入するなど，さらに改良を進める予定

である。

1.1.5太陽を光源とする大気中のＮＯ２の観測と，大気中の光伝搬の理論および実験的研究

（久世宏明，竹内延夫，高村民雄，蕪雁群，ワヒュウ・ウィダダ，前田和仁）

前年度に開発した太陽光追尾装置，光ファイバー，分光器，1次元ＣＣＤから成る分光装置

を利用し，波長430-450,ｍにおいて大気ＮＯ２のコラム量の絶対値を継続して測定した。同じ

追尾装置上にあるサンフォトメータのデータとの同時解析を行った結果，とくに冬季において

大気中のＮＯ２コラム量とエアロゾルコラム量の間に高い相関が見出された。

He-Neレーザーの長光路伝搬を利用した消散係数の測定においては，自動ビーム位置調整機

構付きのレトロリフレクター系による観測，350ｍ先に設置したＣＣＤカメラによるレーザー

ビーム位置変化の直接観測，および熱電対による近距離（10cm）での温度相関測定が行える

よう，装置を改良した。これら３方式により，それぞれ大気屈折率構造定数を測定した。ＣＣＤ

観測については，シミュレーションとの比較により前方散乱における多壷散乱の評価も行った。

今後，３方式による大気屈折率構造定数の同時観測が可能になるよう，装置改良を行っていく。

1.1.6半導体レーザーとファイバー・リングレーザーを用いた微量気体の高感度検出法の研究

（久世宏明，竹内延夫，水野一庸，由井四海）

近赤外半導体レーザーを光源に用いて，アセチレンおよびハロゲン化水素の高感度検出実験

を継続して行っている。Ｌ５ａｍの通信用帯域の外部共振器型半導体レーザーを光源とし，長

さ２５cmのファブリー・ペロー光共振器を用いて実効吸収長を長くする実験では，すでにアセ

チレンを用いて吸収長の44倍の増加を確認し，引き続いて変調分光法との併用の検討を進め

ている。エルピウム・ドープのファイバー増幅器（EDFA）を用い，リングレーザー配置とす

る実験では，リング中に偏光を制御する素子を導入することにより，気体吸収の増加にともな

うモードホップを低減して一層の高感度化を達成した（約100倍)。この状況下において，理

論的予想との一致の確認を進める。

1.1.7気象衛星「ひまわり」（ＧＭＳ)から得られる可視，赤外画像データを用いた雲量の経時

変化と放射収支の推定（継続）

（高村民雄，岡田格.，竹村英幸，高薮縁｡､，井上豊志郎…）

※科学技術振興事業団，北国立環境研究所，…気象研究所

本研究では，ＧＭＳ－５から得られる可視，赤外画像データを用いて，最終的に地表面の放射

収支を求めることが目標である。1999年度は，気象研究所，国立環境研究所と協力して地上

での下向きフラックスの推定アルゴリズムの開発をほぼ終了し，1996年，1997年の解析を行っ

た。また1998年は１，４，７，１０の各月について終了している。これらの解析結果に対して，

モンゴル，中国，タイにある観測ネットワークのデータを利用して，その検証を推進している。

これまでの比較結果に依れば，従来他の研究で為された結果と較べて，地域と時期によって良
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いところもあるが，全体としては必ずしも良い精度を得ているとは言えない。観測値と推定値

に系統的な違いが見られることが分かっている。これらの原因については，基本的な雲の検出

アルゴリズムの評価，衛星データから得られないエアロソルの仮定の問題などについて検討を

行っている。また，点での観測と面的広がりを持つ衛星データからの推定値との間では，基本

的に完全に一致させることは難しい。比較・検証結果の詳細検討を通して，更に推定の高精度

化に向けた研究を継続中である。

1.1.8大気補正，大気環境変動把握のためのエアロソル・放射地上観測ネットワーク（SKYNET）

の構築

（高村民雄，金田真一，秋山将，楠本憲太郎）

衛星データの大女(補正と，センタープロジェクトである「東アジアの環境変動地域のモニタ

リング」のために，主としてエアロソルの地域及び季節変動をモデル化する目的で，ｓｋｙradio‐

meterを中心とする地上観測ネットワークの観測を推進中である。1999年度は，これまでの４

カ所（モンゴル・マンダルゴピ，中国・銀川および敦煤，タイ・シサムロン）の観jllllが継続さ

れており，８月に中国・寿県のサイトが近くの合肥に移され，稼働が開始された。得られたデー

タは，定期的に計算機メディアの形でセンターに送られ，センターで物理品に変換されて蓄積

されている。これらのデータは，関連研究者の要求に応じて配布できるよう，研究室が運営す

るホームページに検索できる形で載せてある。

この観測は，表記にあるセンター独自の研究に加えて，ＧＡＭＥプロジェクト，宇宙開発事

業団，日中科学協力事業等の支援を受けて行っている。また，宇宙開発事業団が2001年末に

打ち上げが延期されたADEOS搭救GLIセンサーのアルゴリズム評価の基礎資料ともなる。

1.1.9水蒸気，雲水をリモートセンシング手法によって高精度に求めるためのアルゴリズム

の開発（継続）

（高村民雄，吉[11大鋪，山本尉太，金田真一，秋111将）

本年度は，水蒸気・雲水の推定に関する研究を，従来の地上観測から，船舶観iMIと航空機観

測の同時観測の実施へ拡大し，衛星データの解析への応用を試みた。これは，東シナ海を中心

として行われたX-BAIU-99での共同研究の一環として行われたものである。とくに航空機を

利用した解析では，同時に計測されたドロップゾンデのデータによる比較検証が可能となり，

地上および航空機からの計測データの解析アルゴリズムの開発・検討に大きな役割を果たした。

一方，ＴＲＭＭ（熱帯降雨衛星）搭載のＴＭＩデータから水蒸気量・雲水戯を出すアルゴリズ

ムを開発中である。これまで海上での推定法はかなり確立されているが，陸域ではその射出率

の不確定性の為にほとんど出来ていなかった。マイクロ波域の多波長を川いて，陸域での水蒸

気量・雲水iiiを推定する統合的なアルゴリズムを開発するのが本研究のネライである。その観

点から，海上においても，陸域と同様に使えるアルゴリズムを基本に開発ｌＩｊであり，多波長に

おける射出率の性衝を利){Ｉする。今ｲl：度は，海上における水蒸気獄の導llIを'ｲ｣心に研究を推進

中である。

また，直達日射を利11Ｉした水蒸気推定法として，940,ｍの水蒸気吸収帯を利)Ｕした方法を，

分光器型サンフォトメータの開発と並行して進めており，マイクロ波利用との比較でその精度

の比較や検証を進めた。直達光のある場合に限られるが，分光型サンフォトメータのスペクト

ルデータにより，水蒸気の推定が出来ることが確認された。
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■１．２地球環境情報解析研究部門

1.2.1波浪の発連および海表面境界過程の研究

（杉森康宏，鈴木直弥，諏訪純，藤田武）

地球温暖化に影瀞を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解明するために，海洋の炭酸ガス収

支に直接関係すると考えられる海洋波浪，波浪の発達過程，特に砕波過程，海上風と海面粗度

の関係など海面境界過程の解析研究を行うことは頭要な課題である。本研究では柑模湾におけ

る海上観測塔（防災科学技術研究所・平塚観測塔）とこれに係留したウェープライダブイによ

る波浪，アナログ風向風速ｉｉｌによる海上風の連続観測を実施し，現場計測データの解析を通し

て波浪の発達過程，海上風と海面粗度の関係などの問題の解明を試みた。

1.2.2衛星マイクロ波センサー（SSMLSCAT）データの解析

（杉森康宏，鈴木面弥，大沢高浩，諏訪純）

海面での炭酸ガス収支の見積を行うためのデータとして，海上風の推定は不可欠である。そ

こで人工衛星マイクロ波散乱;|による観測データ（EERS-1/SCAT）および，衛星マイクロ波

放射計データ（DMSP/SSMI）から得られる海上風速場と気象庁プイロポットによる海ｋ風速，

風向値との比較を行い，術腿観ｉＭデータの実用性，観測精度について検討を行った。

1.2.3北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森康宏，大沢iFlWlli，ＡＭ岩大悟）

グローバルな頗域における炭酸ガス収支の見穣のために，ＤＭＳＰ/SSMLEERS/SCAT，

ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲ等の衛鳳観測データから求めた風速，海表lhi水温の値を用い，既存の炭酸ガ

ス収支モデル（Liss，S1ate症1974）から推定を行った。この結果を基に，海１ｍのバプリング，

白波の面積比を考慮した炭鹸ガス収支モデルについて検討を行った。特に砕波を考側iしたモデ

ルから推定した結果は，放射性C14の結果と最も一致している事が分かった。

1.2.4内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森康宏，浅沼市男，諏訪純）

地球環境問題に加えて沿岸海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊のＩH1係が注'三１されている。

特に東京湾や大阪湾などのような半閉鎖的性内湾での窩栄養化に伴う水質汚染は，現在緊急に

解決しなければならない探題の－つである。そこで，本研究は，大きく２探題に分かれ，（１）

人工衛星ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲの水温分布と，ＳＥＡSTAR/SeaWifsの海色リモートセンシングによ

る海洋表層の植物プランクトン分布を内湾について解析する。（２）流体一生態系モデルを用

いて博多湾における又期の水質予測計算を行い，上記人工衛星資料と１０ｲＩｉｌ１ｌｌの現場凋杏デー

タをもとにモデルのil1lMilIiおよびモデル結果から推測される問題点について比較考察を行う，の

2課題になる。今ｲＩｉは，来京湾のＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲの水温分ｲiiの各月平均のｌｲIillll分とSeaWifs

の同時期の一部のデータの解析を行った。
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1.2.5海色リモートセンシングによる植物プランクトン分布の解析

（杉森康宏，浅沼市男，諏訪純，大沢高浩）

海色リモートセンシングは，海洋表層のクロロフィル量（植物プランクトン量）を測定する。

現在，解析可能な海色リモートセンシング資料は，ADEOS-1/OCTS，ＳＥＡSTAR/SeaWifSの

２種類の資料である。この資料は，基本的に海洋の水産資源の基となる基礎生産量の把握のみ

ならず，地球規模の海洋におけるＣＯ２ガスの消費の要因となり，かつ内湾・内海の富栄養化に

よる沿岸汚染の指標になる。今年度は，SeaWifsのレヴェルー３の資料を解析し，日本近海の

基礎牛産量の抽出（３０シーン）を行った。

1.2.6次の4項目について学外共同研究を実施した。

（センター担当者：杉森康宏，田中佐，浅沼市男）

ｌ）研究題目：北太平洋亜寒帯循環と気象変動に関する国際共同研究

（亜寒帯域における大気・海洋炭酸ガス収支の観測）

学外機関：秋山正寿・東海大学海洋学部（科学技術庁委託）

2）研究題目：３次元的水産資源量推定手法の開発

学外機関：高山和夫・社団法人漁船協会（水産庁委託）

３）研究題目：ＡＶHRRデータによるアジア域における地表面被覆分布図の作成

学外機関：高木幹夫・東京理科人（科学技術振興事業団委託）

４）研究題目：人工衛星MODISのアルゴリズム開発研究

学外機関：田中佐・宇宙開発事業団

1.2.7ロポットアームを利用した３Ｄレーザースキャナ多点観測による植生バイオマス推定

（本多嘉明，梶原康司）

３Ｄスキャナという新しい観測機材を導入した。３Ｄスキャナを用いれば植物の３次元昨年，３Ｄスキャナという新しい慢

構造を非破壊で得ることが可能にな

る。また，植物の３次元構造データ

を用いて，バイオマス推定を行うこ

とも可能となる。

1999年８月に行われたモンゴル

現地観測において，実際に３Ｄスキャ

ナを用いて植物の観測を行った。本

研究では，３Ｄスキャナを用いた観

測手法の開発を行うとともに，デー

タの解析を行い，植物の３次元構造

データを用いたバイオマスを推定し

た。これにより非破壊でバイオマス

推定を行うことが可能になった。

プの画像と３Ｄ画像図１ マングロ
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1.2.8ＲＣヘリによる二方向性反射特性観測手法の開発

（本多嘉明，梶原康司）

衛星データを解析して械物ﾉ1ｔ巌賦推定などを行うには現地観測を行い，対象となるhMiの様々

な条件における反射特性や放射特性を測定し，対応関係を調べる必要がある。特に為方向性反

射特性（BRDF）には械物の形状情報が含まれていると考えられ，植物JLlI巌肚惟定を行う上で

重要なファクターとなる。

現地観測においてＢRDFを11ﾐ確に測定することは非常に困難である．ｉｌｌｌ定を理想的に行う

には，対象物から等距離にある半球面_上から同一時刻に観測を行う必要がある。この観il1ll方法

は非常に困難であり，半球lililZから観測できていても対象までの距離（半傑）が１Ｍい小Iiリシス

テムで，対象物が小さいときのみ有効であったり，砿機を使った大がかりなシステムであるが

ために同一時刻に槻ilI1できないといった問題を抱えている観iIlリシステムがほとんどである。こ

のように，観測プラットフォームにより有効となる鯉iM対象が異なり，観測効率<も変わってく

る。多くの時間と人手，f1lll1を要する現地観測においては効率的な現地観illIIプラットフォーム

の開発は非常に覗要である。

ＧＰＳによるオペレーション支援機能を搭載し，熟練オペレータでなくても操縦I邨能なＧＰＳ

ホバーリング機能搭戚の産業Ｉ１１ＲＣヘリコプターを観測プラットフォームとして採川し，理想

的なＢＲＤＦ観測を行える現地観iiiリシステムの開発を行った。

1.2.9ＲＣヘリコプターによる３次元計測手法の開発

（本多嘉IﾘI，梶原康可）

本研究で開発を行った観ｉＩ(||システムでは，これまでのNadir方向の観､ＩにⅢⅡえ，水平方向±

180゜・垂偵方向±60゜の範囲で雲台部分を制御し，様々な角度へillII器を向けての観測を行うこ

とが可能となった。この機榊を|【リーの雲台にて実現している。さらに，地衣lhmilii像取得にも高

梢度ディジタルスチルカメラを採用し，高解像度の画像取得が可能となった。また，カメラの

レンズを交換することで視野角を変化させることができ，観測の種類に応じて地上解像度を変

えることが容易にできる。

1999年８月にモンゴルのマンダルゴビ付近の草原において現地観測を行った。ベースキャン

プ付近にＧＰＳｊＡ地局を役iufし各種フライトを行った。フライトは，観ｉＭセンサをNadirに向か

せて同一高度で平行移動するものと，観測センサを回極させて各角度のデータを，ｌｉｌ－高度で

ピンポイントに定点ホバーリングを行うものに分かれる。いずれも高度はｌｉに30ｍで行われた。

１．２．１０ＧＣＰ自動抽出アルゴリズム開発に関する研究

（本多嘉明，梶原康可）

対象とする衛星Illli像データは，未補正のＡＶＨＲＲ画像ＬＡＣ及びそれを'''1；|き処f1MしたＧＡＣ

データであり，デジタル形式のillI地データにはラスター形式のＤＣＷとＤＥＭを利川した。ＧＣＰ

とは，半島の先端，lhIlI，入り'１，局などその地形パターンが周辺地域数ピクセルの傾城と比較

して特徴ある地形を有するlmi像であり，相関係数法などのマッチングを取ったときにその位置

がある悶値以上を持つと判断された場合において一意に特定できるような地理的特徴を含むこ

とである。まずは緯度経度が既知の画像に対してピラミッド構造化法によりデータの多重解像

度化を行う。残差逐次検定法とはテンプレートマッチング手法の一つであり，テンプレート画
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像を人力画像内の探索範朋上で順次走査し，重複画素の残差を加算していく。残差が探索領域

内において最小になるテンプレート画像の位置を求め，その位置を画像の重ね合わせが達成さ

れた点とみなす。このマッチング法とＧＣＰフィルタを多砺解像度画像のそれぞれに適用する

ことにより，まずは大局的な柵造を抽出し，幾何学的対応に基づいてＧＣＰを認減し，多重解

像度での位置に対応した探索領域に対して詳細な解析を行うことによって，解析の効率や精度

を向上させ，ＧＣＰとしての条件を満たすものを認識し自動生成のアルゴリズムを開発した。

１．２．１１人エ衛星データを用いた草原バイオマスの高精度推定に関する研究

（本多嘉明，梶原康副）

陸上植生の定Hf的リアルタイムモニタリングの必要性が年々増してきており，衛星によるリ

モートセンシングは現在肢も注目されてきているモニタリング技術といえる。特に低空間解像

度・高時間分解能の特徴をもつ人工衛星データは全球レベルで陸上植物生産Ｈを把握する唯一

の情報源として近年注目されている。

モンゴル草原を対象とした衛展データ（ＮＯＡＡＡＶＨＲＲＬＡＣデータ）と現地観測データを

利用した広域バイオマスマッピングのための手法開発を大きな研究目的としている。このため

に，①モンゴル現地観測による植生指数一植生被覆率一バイオマスモデルの榊築，②衛星デー

タへのモデルの適用，広域バイオマスマップの作成，③モンゴル国内の気象観i1111所の現地観測

データを用いた検証，以上３点の研究を実施した。

1.2.12グローバル衛星データの精密幾何補正法の開発

（橋本俊昭）

全球観測を行っている低～中分解能光学センサ画像の精密幾何補正法の開発を進めている。

本成果が全球の雲なしコンポジット画像作成に利用される。これまでに，ＮＯＡＡ/ＡＶHRR，

ADEOS/OCTSおよびADEOS-II/GLIに関して開発済みである。ＡＶＨＲＲは本センターのＧＡＣ

の全球コンポジット画像作成に利用されており，ＯＣＴＳおよびGLIはＮＡＳＤＡで利用されて

いる。

１．２．１３樹木葉の分光データと葉中水含量の相関関係の検討

（三輪卓司）

落葉樹６種，常緑樹６１Wiの定位置の葉を定期的に採取し，葉中の水含風を表す２穂の量（含

水率，含水比）とiWi々の反射，透過率関連量との相関関係を系統的に調べ，含水賦推定に適す

る関係を系統的に調査した。また，葉等の活性度とスペクトルデータの関係について，スペク

トルデータと莱中含水Hlから推察し得る範囲と樹諏判別，代謝活性等の推定に必要な生理物理

風の特定に等に閲して昨ｆ１皇皮から引き続き検討した。

１．２．１４施肥丘を変えて育成し，水ストレスを与えたトウモロコシ，ダイズ葉の反射率と種々

の生理物理丘の関係

（三輪卓司〆ＴｉＮｔ瑞）

昨年に引き続き，樹木２１Wi，トウモロコシ１種，ダイズ２種の採取葉に強制的に吸水させた
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後，約１時IMIに１回，含水最と反射スペクトルを測定したデータに対して，種々な含水風を表

す1Ktと種々な波長の反射率!と反射率比の相関関係を解析し，含水量を表す量として申位面穣当

たりの含水比が最も良く，樹種等に依存しない相関関係式を提示した。更に，施肥鼠を変えて

育成したポット試料に，６段階の水ストレスを与え，反射率と穂々な生理物理鼠を測定し，

１）先に得た含水量に関する相関関係式を適用して推定される水含量と実測値を比較検討して，

相関関係の適用範囲と誤差の原因を調べた。また，２）生理物理量と反射率の相関関係につい

て検討し，施肥量と水ストレスによる反射スペクトルの変動を調べた。

１．２．１５草本植物：トウモロコシ，ダイズの葉の拡散透過スペクトルを着枝状態で測定する

ユニットの作製

（三輪卓司，池田卓）

ポット中でＮｉ々な施肥鍬で育成したトウモロコシ，ダイズにi剛定１週間前から潅水量を調節

して調整した水ストレス状態試料の葉の拡散透過スペクトル測定ユニットを，従来使用してき

た符枝葉の反射スペクトル測定ユニットに，試料葉の背後約0.5mmにリモートコサインレセプ

ターを取り付け，また，反射スペクトル用のタングステン・ハロゲンランプ２灯を取り外し，

測定葉に対して鉛直方向にタングステン・ハロゲンランプl灯を取り付けて作製した。反射ス

ペクトルは，波長域：350-2500nｍで測定可能であるが，拡散透過スペクトルは，使用した

リモートコサインレセプターの使用可能域で制限され，400-2000,ｍで取得可能である。試

作ユニットで取得されたスペクトルは，積分球を取り付けた分光光度計で取得されたスペクト

ルと比絞検討することにより，良好なスペクトルが取得される邪を確認した。また，反射スペ

クトルiNI定川ユニットから拡散透過ユニットへの切り換えは簡単に出来ることを目標とし，実

作機で確認した。

１．２．１６採取個葉の種々な照射角，観測角における反射スペクトル測定装置の試作

（三輪卓司，池田卓）

ゴニオ装悩，分光放射計等を組み合わせて，採取個葉の郁々な照射角，観測角における反射

スペクトル測定装置を試作した。来年度試作予定の採取個葉の穂々な照射角，観測角における

透過スペクトルijll定装置に容易に切り換えられる装置である211を念頭に置いて試作した。反射

111装慨では，主要な３部品，照射光源，試料葉，検出器の中，２部品間の角度を固定した３穂

のIiUIiUfが可能であるが，照射光方向：Ｌと検出器方向：、'''1の角度を固定したＬＤＣ配置装置，

試料葉方向：Ｓと検出器方向：Dlliの角度を固定したＳＤＣ配撒装置の２穂な配置装憧とし，

容易に切り換えられる装置とした。照射光方向をＺ軸，試料葉回極方向をＸ軸方向とし，Ｘ

軸値０～70.の任意の角度に固定して，スペクトルを測定した。どの角度においても試料築上

の照射域，観測域の中心は同じになる様に調整し，測定域の約４倍の傾城を照明した。検出器

の光ファイバー先端と試料葉の距離は約20mmで，分光放射汁の視野角は，標準で25.,観測域

はＸ樹llli/(0.で約13mmの１１]形域，Ｘ軸値の増加に伴い，短軸方向：約13mmと長袖の比が埆加す

る梢|ﾘ形域となる。付属レンズの装着により５．でも測定可能な装慨とした。ゴニオ装悩は，

パソコン制御のパルスモータ駆動の装置とし，１.単位で任意の角度に設定可能とした。取得

されたスペクトルは，Ｘ軸値0゜の場合のデータを，積分球を付けた分光光度計のデータと比

較検討するIliにより，良好なデータであることを確認した。
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１．２．１７ポット中で種々な施肥丘で育成後，水ストレスを与えたトウモロコシ，ダイズ葉の

透過率，反射率と生理物理丘の関係と透過スペクトルの特徴

（三輪卓司，子貨瑞）

ポット中で種々な施肥鰍で育成後，測定の約1週間前から潅水量調節して６段階の水ストレ

スを与えたトウモロコシとダイズの試料を調整した。従来，着枝葉の反射スペクトルと並行し

て種々な生理物理量を測定し，反射率と生理物理蛾の関係を詳細に調べて来た。今回は，着枝

葉の拡散透過スペクトルに着目し，透過スペクトルと種々な生理物理量の並行測定，反射スペ

クトルと生理物理量の並行測定を実施した。拡散透過スペクトルの測定は，１．２．１５で記述し

た着枝葉の拡散透過スペクトル測定ユニットで実施した。透過率と生理物理量の関係は，反射

率と生理物理量では見られない特徴的な挙動を期待して試験的な解析を実施したが，詳細な解

析は来年度引き続き実施する事にした。

１．２．１８樹木葉のスペクトルの照射角または観測角による変化

（三輪卓司，池田卓）

これまでに樹木葉に対して１）葉の採取後の経時変化，２）葉の着枝位置，枝の方向，葉の

成熟度，３）測定法，樹木葉の配置法による変化，４）反射・透過率と含水量の関係，５）反

射・透過率と水以外の鼠との関係等の観点から実験的に検討してきた。今回は，反射スペクト

ルの照射角，観測角による変化を調べる事に着手した。測定は，１．２．１６で記述した試作機で

実施した。今年度は，試作機の性能，取得されたスペクトルの精度等の検討に重点を置いて，

反射スペクトルの照射角，観測角による変化を試験的に調べた。最も顕著な特徴として，１）

葉の表面における鏡面反射が重要な寄与をすること，２）葉の表面の形状，細かい凹凸，蝋質

の厚さ，葉脈の模様や葉面から飛び出している度合等が確認された。

１．２．１９Ｌ・ａ.ｂ・色空間におけるカラースライドフィルムの色再現特性評価

（三森満.，大沼一彦.，三輪卓司，池田卓）・大学院自然科学研究科

写真において肌色の再現は股も重要なものと考えられるので，カラースライドフィルムにお

ける肌色の再現特性を詳細に把握するため，色空間での評価と実際に撮影した人物の顔写真の

心理評価を比較し，対応を調べた。Ｌ､ａ.ｂ・色空間による解析と実際の写真との比較により，

普段の撮影等で感じられる色相や彩度の変化について，数量的な評価との関連を細かく知る事

が出来た。更に，肌色の再現において最も影響の大きな因子がほぼ推定された。今後は，今回

の手法によりプリントについても評価する予定である。

1.2.2oアジアの砂漠化数値地図作成に関する研究

（建石陸太郎，石山陸，黄少博，ニコライ・ハーリン，ハラーシェ・フセイン）

全アジアの公称縮尺１：10,000,000の砂漠化地図を完成した（次頁参照)。アジア全域の乾燥

地における土地劣化を要因毎にその度合いを３段階に分けて地図化する研究を行った結果であ

る。用いた情報は既存の地域的な土地被覆図，砂漠化図およびＡＶＨＲＲデータと過去の現地

調査による経験的な情報である。この研究は，文部省科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）「リモー

トセンシングによる全アジアの砂漠化調査とその数値地図化」の助成を受けて行った。

－１０－
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１．２．２１土地被覆変化抽出のための時系列ＡＶHRRデータの補正に関する研究

（建石陸太郎，朴錘懇）

グローバルな土地被覆変化を1982年から1993年までの12年間の時系列ＡＶＨＲＲデータから

検出する研究を行った。まず，時系列ＡＶＨＲＲデータの前処理の研究を行った。時系列ＡＶＨＲＲ

データは，地表面変化以外に太陽天頂角，走査角，太陽センサ方位角，サンプリング，大気状

態，センサの感度などの要因により変化する。これらの要因による影響は，要の彫轡のように

時間に対して高周波的に起こるものと，太陽天頂角の影縛のように低周波的に起こるものとに

分けられる。そのおのおのに対して，影響を考慮したデータ処理方法を開発した。次に，前処

理後のＡＶＨＲＲデータから12年間の変化を抽出した地域の内，異常気象，地形，火111などの

彩轡を受けている部分を除き，ニヒ地被覆変化の部分をhlllllした。この研究は，文部省科学研究

費補助金基盤研究Ｂ「全アジアの環境変動地域の抽出のための時系列衛星データによる土地

被覆変化の検出」の助成を受けて行った。

１．２．２２ＡＶHRRデータによる積雪域の抽出に関する研究

（建石峰太郎，市橋晋）

ＮＯＡＡ/NASAPathfinderAVHRRLandDataｓｅｔのｄａｉＩｙＡＶＨＲＲデータとNational

SnowandlceDataCcnterの日別積雪深データとを利川し，アジア全域の械彗域を時系列的

に求め，積雪域データセットを作成することを目的とした研究を行った。アラル海と含む地域

およびバイカル湖を含む地域，極東などの５カ所において枇雪域，無雪域，要の３種類を分類

し，dailyの時系列データから雲域の下が積雪域であるか無雪域であるかの推定を行う方法を

開発した。本年度は３煎類の判別のための閾値の地理的・時間的変動を調査し，この幽値変動

に基づいてアジア全域のdaiIyの積雪分布図を作成した。前年度からの継続である。

１．２．２３ＳＡＲデータによる森林パラメータ推定に関する研究

（建石陸太郎，ヨサファット）

インドネシアなどの東南アジアは雲が多く，可視近赤外域では十分な地表モニタリングが困

難である。このため，JERS-1のＳＡＲデータを用いて，森林の樹径，樹間などのパラメータを

推定する研究を行った。木材のサンプルにマイクロ波を照射し，散乱強度を測定することによ

りＳＡＲデータと森林パラメータとの関係を求めた。

１．２．２４時系列衛星データの融合による農地マッピングの研究

（建石陸太郎，朱林）

本研究は，多時Ⅳ1のランドサットＴＭ画像およびＳＡＲ画像を川いた股業地域のマッピング

において，新しい|Iｹﾞｌ１Ｉ１的な融合手法を提案した研究である。本研究では推移lIW1lｷ<という新しい

概念を導入した多lIf期データの融合による分類を提案し，その分類精度の向｣1を確認した。こ

こで推移確率は，多時期ランドサットＴＭデータにおける正規化植生指標ＮDVIの変化パター

ンから求めている。LandsatTMとＳＡＲの二つのセンサデータを融合することにより，多時

期多センサの融合による分類糀度の向上を実証し，分類に要する時間が半減することも確認し

た。すなわち，本研究は推移確率の導入による独創的な多時期多センサ術）'1データの分頚手法

－１２－



を開発した。

１．２．２５全アジア土地被覆モニタリングに関する研究

（処石降太郎，温成剛，江幡光彦，島崎康信）

全球，大陸規模での｣=地被覆モニタリングを行うときの本質的に解決すべき|H1題を調査して

いる。trainingsampleデータあるいはvalidationデータの国際的な脇ﾉﾉのもとでの整備が重

要であるが，それを達成するための機構，フレームワークを模索中である。本研究は前年度の

全アジアの30秒グリッドニヒ地被覆データセット作成研究の継続である。また，土地被覆モニ

タリングの部分研究として，全ロシアの森林および中央アジアの草地のphenology分析を行っ

ている。

■１．３データベース研究部門

1.3.1可視・近赤外衛星画像の時系列データと地上における水文・植生状態丑，フラックス

との関係（継続）

（樋口篤志.，IHiH1顕郎..，飯田真一…，新村典子….，近藤ＩＩＢ彦）

・名古屋大学大気水圏科学研究所，・･筑波大学農林工学系，…筑波大学地球科学研究科，

…･筑波人学陸域環境研究センター

可視・近赤外の術jl1IIl1i像の時系ダリデータと，地上における槻il1Im(の|H1の００係について検討し

た。1999年度はフラックス，植生状態量，土壌水分量等の地上観測に砿点を慨き，地上設置

の可視・赤外センサーと()卜１１】することにより，衛星で計測可能な複数の物理Iilに関する検討を

行った。成果は下iidの論文に取りまとめた。

樋口輔志，西H1顕郎，飯Ill真一，新村典子，近藤昭彦(2000）：PGLIERC（PreliminaryGlobal

lmagerexperimentatEnvironmentaIResearchCenter）：その概要について．Ｈ本水文科学

会誌，３０(2)，81-91．

樋口篤志，西１１１顕郎，飯111典一，近藤昭彦(2000）：様々な手法による草地のフェノロジーモ

ニタリング：（PGLIERCの成果から)．第２回水文過程のリモートセンシングとその応用に関

するワークショップ論文災，93-102．

西[11顕郎，樋口篤志，飯111奥－，近藤昭彦(2000）：VI-Ts法とＢＲＤＦによる地衣面状態推定

手法の検iij-PGLIERCの成果からＣ・第２回水文過程のリモートセンシングとその応用に関

するワークショップ総文集，103-110

1.3.2環境研究のための地理情報データベースの構築（継続）

（近藤昭彦，中111大地.，興野功磨，アグンプディハルト，エレオノラルンツヌウ）

・京邪大学防災研究所

様々な環境研究，リモートセンシング，モデルの検証データとして川いることのできる地理

怖報データベースの柵築を行った。一般のユーザーに利用してjri〈ために，データをサーバー

上に微き，ユーザーがインターネットを通じてプラウザから検索できるシステムの作成・維持

を継続している。これまでに，(1)全球流域水収支データベース，（２）環境'１１位体データベー
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ス，(3)ＧＰＳ可降水風データベース，を”http://aqua､cr・chiba-uac・jp/gdes/index・ｈｔｍｌ,,で公

開した。

また，衛星データ画像，地図情報のブラウズ画像情報もホームページを通じて公開しており，

様々な分野の複合的研究を意図したデータベースシステムを長期にわたって維持していく予定

である。1999年度は成果の一部をUNESCO/IＨＰのＡＰFRIENDプロジェクトのシンポジウム

において発表した。

Kondoh,Ａ,Nakayama，、，Agung,Ｂ､Ｄ・andEIeonora，Ｌ、（1999）：GeographicDatabase

toDescribeRegionalCharacteristics・ProcoflnternationalSymposiumonFloodsand

Droughts’391-395.

1.3.３アジア・太平洋地域における比較水文学的研究（継続）

（近藤昭彦，アグンプディハルト，エレオノラルンツヌウ）

地理情報データベースの応用研究として，比較水文学を指向したアジア・太平洋地域の水文

データベースを作成した。1999年度は既存のラスター梢報を収集し，主題図化すると共に，

気象情報，河川情報を収集し，水文学的特性を表す二次データを作成した。成果はホームペー

ジ（ＵＲＬhttp://aqua､cr・chiba-u・acjp/）において順次公開しつつある。また，成果の一部を

UNESCO/IＨＰ主催のワークショップ（南京，１０月）において発表した。

Kondoh,Ａ,,Nakayama,、,Agung,ＢＤ・andEleonora，Ｌ、（1999）：GeographicDatabase

toDescribeRegionalCharacteristics・ProcoflnternationalSymposiumonFloodsand

Droughts，391-395.

1.3.4中国華北平原の水循環に関する日中共同研究（継続）

（近藤昭彦，新藤静夫.，唐常源｡.，佐倉保夫..，田中

未献方..…・芝野博文……）

・中国科学院名誉教授，千葉大学名誉教授，・･千葉大学，

…｡霞農水省農業環境技術研究所，……東京大学

正…，嶋田純.…，

…筑波大学，.…熊本大学，

中国の華北平原，特に黄河の北側の河北省における水問題は周知の事実であるが，この問題

解決のためには，的確な現状認識に基づいた水管理方式の考案が不可欠である。1998年６月に

河北省大行山地山地生態腿業研究所でキックオフミーティングとしてミニシンポジウムを行い，

華北平原の水循環に関わる総合的な研究がスタートした。

研究は華北平原の水循環に関する総合的研究として進めているが，CEReSは衛星による植

生・水文モニタリング，地表面フラックスを担当している。1999年度は楽城生態農業試験所

の嗣場におけるフラックス観測の強化を行った。また，昨年度までに手法は確立したＲＳによ

る広域乾湿分布推定についてはオペレーショナルな週１１１を目指して，CEReS受信データの処

ｐＨを行っている。2000ｲ|:皮から外部資金の導入により観測の強化を行う予定であり，2002年

を目標に衛星データ，地BMI1j報を融合した総合的水術環研究を進める予定である。なお，これ

までの成果の一部を下記にまとめた。

Kondoh,AandOyamada,Ｙ・（2000）：Monitoringsurfacemoistureandvegetationsｔａｔｕｓ

ｂｙＮＯＡＡａｎｄＧＭＳｏｖｅｒＮｏｒｔｈＣｈｉｎaPlainAdvancesinSpaceResearch,２６(7)，1055‐

1058.
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1.3.5中国，乾燥地域における水文循環に関する研究

（李新.，新藤静夫.．，府常源…，近藤昭彦）

・千葉大学ＣＯＥ外11i１人研究員，。｡千葉大学名誉教授，…千葉大学,二,然科学研究科

データベース研究部I1ijの砿点研究課題として乾燥・半乾燥地域における水術環をLlj心とした

環境問題の研究を継続している。1999年度は中国新ilFIウルムチ河の流域管理，トルファン盆

地の水利用，ウルムチ近郊の阜康河流域における流域研究に関する現地調査を行った。

トルファン盆地における調査では，伝統的な利水システムであるカレーズが衰退し，井戸か

らの揚水による添概が墹えているが，これが地下水位の低下を引き起こしていることが明らか

となった。このような地下水に関わる変化は華北平原をはじめとして，世界の溢概鰹災地域で

起こっている現象と同じであり，持続的な農業にとっては脅威である。今回の凋査でもＲＳ画

像は水文地質機造や腿災地域の分布の把握に非常に役に立ったが,目に見えない地下で進行し

ている現象の実態把握と同時に使用することによってのみ，具体的な問題解決に向けたＲＳの

利用が可能になるはずである。

1.3.6千葉県の環境変化に関するデータベースの構築と応用

（近藤昭彦，中）|:Ｉｌ２－.，飯村晃．｡，唐常源...，佐倉保夫.…）

、千葉大学工学部，．･千葉県水質保全研究所，…千葉大学自然科学研究科，….千葉大

学理学部

Ｔ葉県の土地利川・被楓の現状および変化をＧＩＳおよびリモートセンシングで地似Ｉ化する

とともに，様々な環境柵成要素をデータベース化して地図にリンクする作業を継続して行って

いる。特に千葉u1Lの,li地図のデータベース化を進めるとともに（－部をホームページに掲救)，

岐新の数値地図，衛展idli像の桜備を行った。リンクする地理情報としては地盤lI1iIiM（中井)，

河川水質情報（飯村)，および地下水・湧水情報（佐倉，唐）の整備を進めている。リモート

センシング，地､(Ｍ報によって明らかにすることができる土地被覆/利川変化が，身近な環境

にどのような具体的な影縛を及ぼしているか，について視的に表現できるシステムを作成する

ことが今後の課題である。成果はCEReSのホームページを通じてⅡ'１１次公|)Mしている。

1.3.7分散型大量衛星データ処理システムの開発

（梶原康可，本多AMIﾘ1）

長期にわたる地球環境モニタリングの手法として，人工衛星による地球観測データの時系ダリ

解析は必要不可欠であるが，そのためには高精度に幾何盃を補正したデータセットの耀備を行

必要がある。岡粘度幾何盃補ｌＥを膨大な衛星データに対して行うためには，これまでの技術で

は人きな計算機｝?filljiを必典としてきた。本研究では，ＰＣを処EMプロセッサとする分散処理シ

ステムを考え，低コストの11.{j迷・Ｆ１動処理システムを開発した。さらに，災なる術)'１データ処

fWlの混在を許し，かつ，ネットワーク及び各ＰＣの負荷を考慮した岐適なトランザクション役

人を[１能とするスケジューラの開発を行った。
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1.3.8NOAA/ＡＶＨＲＲＧＡＣデータの夜間画像作成に関する研究

（梶原康司，橋本俊昭，本多嘉明）

ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲＧＡＣデータには，２０年にわたって余球観測のデータが保存されている。

そのため，長期の環境変動解析に利用できる唯一の術li1データである。これまで，このデータ

を使った時系ダリコンポジッ卜lIIli像データが，おもに米国を中心として作成されてきたが，それ

らは地球の昼側のデータを対象としたコンポジット画像データである。本研究ではこれまで作

られることの無かった夜'''1の熱lMii像の時系列データセットを作成するための研究を行った。夜

'111の熱画像における，海洋・陸域判別，雲判別アルゴリズムを開発するとともに，夜側のデー

タから地上基準点を［|勅hlllIＩする手法も開発した。この地上雄準点抽l}}は，＆ＫＩＩﾘのコンポジッ

トデータ作成のための幾何懇hlij[に対しても，補ｌＥ粘度向上に寄与する。

1.3.9植生被覆率および地表面反射スペクトルからのバイオマス推定に関する研究

（梶原康可，本多胤明）

モンゴル草原における現地観測によって，植生被覆:ｷ《，地衣illi反射スペクトル，バイオマス

のサンプルを収災した。この’;liIII結果から，植生被覆率・地表面反射スペクトルからバイオマ

スの推定が可能となった，これはすなわち，衛星から;|川可能な地表面反射スペクトルのデー

タを11]いて，バイオマス批定が可能であることを実;lIiするものである。1999ｲ|{度において，

モンゴルの槻ijl'１対象域はiiiIIi度に比べて非常に乾燥しており，当然ながらバイオマスも減少し

ていたが，このような粉合においても，上記の推定モデルは構築可能であることがわかった。

１．３．１０デジタル画像からの植生被覆率推定に関する研究

（梶原康司，本多脇Ⅲ1）

地衣面反射スペクトルから'1Ｍ:被覆率を推定するモデルは，現地調査において取得するスペ

クトル計測データとデジタルカメラによる垂面写真から櫛築することが可能である。そのため

には，充分な数のサンプルを収集する必要があるが，広範DIIのサンプルをhUi時'''1に収集するた

めに，ＲＣヘリコプターを11Iいた地上数十メートルからの：ｌｉＭが有効であることがこれまでの

研究で明らかとなっている。しかしながら，そのような両度から取得した地衣面の画像は，値

ﾉｋと上壌がl1dli索に腿ｲｌｉする，いわゆるミクセルの状態になるため，従来の１１ﾊﾉ|：被劉率自動算

出アルゴリズムでは，推定輔度が人幅に低下することがある。本研究では，ミクセルであって

も充分な精度で被楓率<を、〔||Ｉするアルゴリズムを開発した。その結果，従来法では搬影高度に

よって推定値に変動がﾉﾋじたのに対して，本手法では安定した推定が可能となった。また，実

際に現地で取得したデータで検31[したところ，充分な糀度で植皮率の推定が`１能であることが

分かった。

１．３．１１植物プランクトン基藤津塵カモデルの研究

（浅沼[Ijyj，TfIbK弘，杉森康宏，安田嘉純）

ＯＣＴＳ，SeaWiFSの梅色センサーによるクロロフィル磯度分布から，械物プランクトンの基

礎生産力を推定するためのモデルの研究を行った。ｊ座礎ﾉ１１床ﾉﾉは械物プランクトンの光合成に

よる無機炭素を有機炭求へ変える能力を示す。地球余体の炭素循環問題は，地球のiAA暖化現象
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と絡み，爾妥な問題であるが，炭酸ガスの移動量は正確に分かっていない。本研究では，海洋

表層の械物プランクトンの鉛臘分布，光合成有効照度の鉛臓分布を，衣lWiのクロロフィル濃度

から推定するモデルを櫛築し，水温に依存する炭素同化係数をモデル化し，基礎生産力を求め

るモデルとした。海色センサーによるクロロフィル濃度分布にDIIえ，ＡＶＨＲＲによる梅表面温

度分布をﾉﾊﾞ礎データとした。光合成有効照度は，放射伝達モデルによるiiljm〔『(とＡＶＨＲＲに

よる裳１１１現関数とを組み合わせ求めた。全球レベルの海洋の炭素同定能ﾉﾉを評価する。

■１．４データベース開発運用部

データベース|)M発迎111部は，センター計算機及びデータベース委しl会と協ﾉﾉして，センター

計算機システム，データ受信・処理システム，データアーカイブシステム，ネットワークシス

テムなどに|Ｈ１する研究・開発，および，管理・運用を行っている。

平成l1f1i度には，、P収９年度より継続して，「ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ」データおよび「GMS-SVISR」

データの受偏と，データベース化を定常的に行うとともに，Ｌ|』国の１W》I|:術111「ＦＹ－２」の受信

も試験的に行った。また，衛星データの検索ソフトウェアの開発・縦備も行っており，とくに，

平成11年度には「衛星データ検索・ダウンロードシステム」の整lIIiを完「し，共同利用研究

などの利用に供されるようになっている。

データベース述用部に所属する教官は，センター計算機システムの管理述川，データベース

システムの開発ＩＭＩ，ネットワークシステムの管理連用を分机するとともに，lAi々のＷ[門分野

に側する研究を行っている。

1.4.1CEReS衛星データベースの開発と運用（継続）

（女|{1胤純，本多猟Iリハ梶原泰司，黄少博，池}ＨＢＩ〔）

センタ－兆mの研究課題として取り組んでいるセンタープロジェクト「リモートセンシング

によるアジアの環境変動地域のモニタリング」の推進，また，共Imj研究を推進するため必要と

なる術A1データベースの構築をすすめている。

1.4.2衛星データ検索システムの開発と運用（継続）

（亥Ⅱ1胤純，，1.6村民雄，建石陸太郎，近藤昭彦，本多認Iﾘ１，梶１１;i泰司，黄少博）

平成９年度よりI)H充をすすめてきているCEReS衛星データ検索・ダウンロードシステムの

実装と試験を行い，」し１両I利用研究者などの利用ができるようにした。すなわち，CEReSで受

信され，郁々のレベルに処理・蓄積されている大容風衛星データアーカイブシステム内の衛尾

データについて，それらの利用形態を考え，データ検索への要求機能を検討し，実川的な衛星

データ検索・ダウンロードシステムの構築を行った。また，システムの利用税lﾘIi僻を作成し，

共同利111研究者に配ｲijした。

1.4.3環境ストレスによる植生の蛍光および反射スペクトル変化の測定とデータベース化(継続）

（安川胤純，磯11111((弘.，高橋邦夫..）

・千葉大学剛笈学部，・･木更津高等専門学校

乾燥化，温暖化，人文(汚染などの環境ストレスによる楠物のﾉliEM機能の変化の検ｌｌＩ，指標化
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を目的として，植物の反射スペクトルおよびクロロフィル蛍光の測定，およびそれらのデータ

ベース化を行っている。昨年に引き続き，大豆，落花生，綿などを対象として，オゾン暴露，

紫外線照射，乾燥や過湿，温度などの環境ストレスによる植物の蒸散速度，光合成速度，気孔

開度，葉温，バイオマス量，ＬＡIなどの変化と反射スペクトルの変化，クロロフィル蛍光の変

化などとの関係を詳しく調べ，スペクトル解析によるストレスの検知方法，検知能力などにつ

いて検討した。

1.4.4大気のチェンパーを用いた，ゆらいだ光の空間コヒーレンスの測定

（岡山浴）

大気のゆらぎの計測として，実験室内でチェンバーを作り，その内を通った光の空間コヒー

レンスの測定から，温度変化，エアロゾル，水蒸気等のゆらぎにより，コヒーレンスの減少を

確認した。この研究は人工衛星データの大気のゆらぎの補正に対して，一つの提案となるであ

ろう。今後，これらの研究をさらに発展させて行く。

1.4.5リモートセンシングシミュレータを用いた植生の二方向性反射特性の研究

（岡山浩）

これは人工衛星の植生に関するデータの基礎的な研究となっている。植生からの反射は一般

の場合と異なり，層状構造からの反射を考慮しなければならない。そこで，この反射過程を考

慮した二方向性反射特性の解析を行うことを目的とする。

1.4.6衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング（継続）

（石山陸）

植生と電磁波との相互作用は複雑で，衛星データから植生のバイオマスを定量的かつ効果的

に評価することは簡単ではない。植物の特徴的な反射特性を利用して,植生モニタリングのた

めのアルゴリズム（植生指数）が提案されている。代表的な植生指数としてＮDVI（正規化植

生指数）があり，この手法を用いて地域

や地球規模の植生分布図が作られている。

しかしNDVIでは乾燥地などの植生の疎

らな領域では背景の土壌からの放射量の

影響が強いため，見かけの植生指数が大

きくなる。本研究では過去に提案された

いくつかの植生指数を検討し，それらの

植生指数の欠点を補間するアルゴリズム

を開発した。提案されたアルゴリズムや

他の植生指数を検証するために，米国ア

リゾナ州Phoenix付近においてLandsat

TMと同期観測を実施した。

現地検証調査においては植生被覆率を

実測し，その植生被覆率と画像データか

ら得られた植生指数との関係を評価した。

膳
」Ｕ」ｕロ

－１８－



1.4.7植生被覆率による分光反射率の変動（継続）

（石山隆）

植物の特徴的な反射特性を利用して植生モニタリングのためのアルゴリズム（植生指数）が

捉案されている。代衣的な植生指数としてＮDVI（正規化IＭ１指数）がある。これは可視部の

赤バンドと近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド３と４，ＮＯＡＡ／

ＡＶＨＲＲではバンド１と２などを用い，両者の正規化された差によって定義される。この手法

をﾊ}いて地球規模や地域の植生指数図が作られている。しかしそれらのlWiLIi指数と植物の物理

餓（例えばバイオマス）や植生被覆率との関係は明確にされていないのが現状である。本研究

では鰹林水産省草地拭験場において，分光放射計によって実ilⅢされた戦地の反射スペクトルと

その被覆率，バイオマス（LAI，クロロフィル量）とのH11X1を解析L|｣である。

1.4.8野外型方向性反射観測装置による地表の反射（継続）

（石山隆）

分光放射計によって得られる反射係数は，太陽，対象物，分光放射iil･の位悩ljQ係など，観測

時の幾何的条件によって異なる。近年，衛星データから１１Ｍﾐ，ｔ域，岩石瀞の地表面の反射率

を解析するとき，衛星の観測角や太陽高度，太陽方位などの幾何的位価を巷噸して解析される

ことが多い。衛星データの放射量の補正等のための基礎研究として，分光放射計による地上で

のＢＲＦ（Bidirectionalreflectancefactor）観測の実験が行われている。本研究では著者が開

発した野外型方向性反射観測装置により，いくつかの地衣状態の観測角の述いによる反射の変

動について研究する。

1.4.9リモートセンシングによる植物栄餐診断に関する研究（継続）

（本郷千春）

生態系が環境変化の影響を受けると，キャノピーの代謝や養分吸収などの生化学的性質の中

に変化があらわれる。この生化学的変化をリモートセンシングによって検出できれば，炭素や

養分のソースとシンクの空間的な広がりと変動を知ることができる。本研究では，リモートセ

ンシングを利用して植生のケミカルコンポーネントを把握し，各成分のスペクトルと生理・生

態学的特性との結びつきをもとにした構成成分の簡易検１１１を目的としている。また，栽培品顧

の植物に対しては，ケミカルコンポーネントの検出結果をもとにした生育の矯正手法について

も検討を行う。

１．４．１０植物生理・生化学の非破壊計測に関する研究（継続）

（本郷千春）

本研究では，リモートセンシングによる植物のストレスの早期検Ⅱ}およびモニタリングを目

指して，ストレスを付与した植物の分光反射特性の測定を行った。さらに，ストレスに対する

械物の反応を生理生態学的な側面から比較・検討するために光合成速度および気孔コンダクタ

ンスの測定を行い，分光反射特性との関係を調べた。
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１．４．１１高解像度衛星データを利用したIT農業一精密農法による環境保全型農業システムの

開発（継続）

（本郷千春）

高品質作物の栽培や環境への負荷低減化実現のために，精密農法が注目されている。特に，

圃場面積が小さく複数の作物がランダムに作付けられて栽培されているような，我が国の農業

分野への利用に期待が高まっている。ここでは，圃場単位での可変管理を行うための新しい技

術の開発を目指している。本年度は４，解像度のIKONOSデータを利用した場合の精密農業

の可能性について検討を行った。本研究は，千葉大学，農林水産省，三菱商事との共同研究の

一環として行われている。

１．４．１２観測データと表現モデルの融合による超長期にわたる土地利用変化のダイナミック．

シミュレーションの研究（継続）

（黄少博）

人間活動に起因する土地利用の変化は，農耕文明の発祥以来，地球環境変動の主な原因の一

つであり，今後，人口増加に伴う農業開発の進行などにより，その変化はますます加速するこ

とが予想されている。しかしながら，こうした変化を予測することはいうに及ばず，農耕文明

発祥から現在に至る長期にわたって，どのような変化が生じてきたかを推測することは非常に

困難である。本研究は歴史的な地点データから，土地利用変化の法則，人口変化といった周辺

情報を総合化し，現在の知識の範囲でもっとも「確からしい」土地利用変化を推定することを

試みる。具体的には，観測データや定性的・断片的な知識に矛盾しない土地利用の変化を推定

する問題を最適化問題として定式化し，それを遺伝的アルゴリズムを用いて解く。この手法に

よれば，新しい知見を今後発見されるたびに取り込むことにより，推定結果の信頼性を段階的

に改善することができる。また，さまざまな知識を総合化することができるため，各分野の研

究者の知見をコンピュータにより横断的に総合化し，土地利用変化アニメーションとしてまと

めることで，データの相対的に不足している地域，年代などを明らかにし，各分野における研

究を推進すること試みる。
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[２］共同利用研究（平成１１年度）

■２．１プロジェクト研究

当センターの各部'１１において行っている中心的研究課題で，共同研究により研究の推進をは

かるもの，あるいは当センターが推進する研究課題「リモートセンシングによるアジアの環境

変動地域のモニタリング」に関わる共同研究。１年から３年程度の期IHIで成果をI{}すことを目

標とし，、「成11年度は次の４件を採択した。

課題（Pll-1）：ADEOS/POLDER及びNOAA/AVＨＲＲデータによる春季の日本近海域におけ

る大気エアロゾルの光学パラメータ分布の推定とその相互比較に関する研究（継続）

川111剛と（金沢l:業大学環境情報総合研究所)，山崎明宏（女(象研究所）

概要：本年度の研究は以下の様にまとめることができる。１）Ｈ本海及び西部太平洋上空のエ

アロゾルの３つの光学パラメータ，即ち，複素屈折率，オングストローム係数，光学的厚さの

分布図の作成を行った。２）本研究において，ADEOS/POLDERの観測角依存反射及び偏光

データから人員(エアロゾルの光学パラメータ抽出アルゴリズムを腿案した。３）千葉大チーム

もＮＯＡＡ/ＡＶＩｌＲＲデータから同様に大気エアロゾル光学パラメータhlllllを行った。４）金沢

工大チームと千葉大チームで独立に求めた大気エアロゾル光学パラメータ推定結果の比絞検討

は，次年度の課題である。

課題（Ｐｌｌ－３１）：アジア地域の地球地図データ整備手法に関する研究（新規）

宇根寛，h1il;&芳和，小原昇，佐藤浩，根本光一，ｉ葡橋広典，ｉi;く１１１鵬と（建設省国１２地理

院地理調査部）

概要：地球地図の縦備は，1992年に建設省によって提唱されたプロジェクトである。地球地

図は，ＧＩＳで扱いが容易な数値情報からなり，その内容は，従来の百万分の１の地lXIに相当し

ている。地球地図は，ベクターデータ（交通網，境界，河川・湖沼・人口架中地区）とラスター

データ（槻岡・械生・土地被覆・士地利用）からなる。既存の紙地図と数価データセットから

地球地図を作成するが，岐新の地理情報を含む衛星画像もまた作成に利用される。千葉大学環

境リモートセンシング研究センターが有している衛星データ処理の知識（適正な幾何補正，教

師付分類，Ｗｉ度評価）を活１１]し，アジア地域の効率的な地球地図データ粧術手法を共同研究し

た。その結果，アジア地域の地球地図の素図を整備することができた。

課題（P11-37）：衛星データと地理情報システムおよび現地観測データを利用した中国華北平

原の水文環境の実態に関する研究（新規）

田中Ｉｌｉ（筑波大学)，岨[Ｈ純（熊本大学・教授)，劉昌Iﾘ１．楊永繩（中ＩＨＩ科学院農業現

代化研究所）

概要：年降水Iilが500mm程度の半乾燥地域である中国華北平原の北緯38度練に洲}った三ケ所の

実験施投においてフラックス観測を継続した（1998年度投悩)。その結果，ほぼ１年分の観測

データが１１)られた。一方，千葉大学において受信しているＮＯＡＡとＧＭＳのデータについて

平原のローカルデータセットを作成し，植生・水文モニタリングを行った。データは解析中で

あるが，潜熱フラックスの季節変化を実測データとして把握し，同時に搬影された衛星データ

から地衣IlIiの蛇iM状況を求め（1998年度に手法を開発)，｜ｉＭｉ指標ldli像と共に欝賦を行った。
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今後，土地利用等の地理情報に関するデジタルデータとともにＧＩＳ上で重ね合わせ処理を行

う予定であるが，３ケ所のフラックス実測値を用いて衛星データから広域のフラックス推定図

を作成する予定である。

課題（Pll-47）：農林水産リモートセンシングデータベース作成及び大容量データ転送技術

に関する研究（新規）

斎藤元也（農業環境技術研究所)，粟屋善雄・沢田治雄・澤田義人（森林総合研究所)，稲掛伝

三（遠洋水産研究所)，水島明・児玉正文・宋献方・江口尚（農林水産研究計算センター）

概要：農林水産関試験研究機関では農業，林業，水産の各分野で環境，資源の解析，災害の防

止などにリモートセンシングを利用している。利用可能な衛星受信データは，受信機関に保存

され提供されているが，必要データの検索，申請，入手に多大な労力と費用を要する場合が多

い。また，入手したデータ補正についても研究者の多くの労力を必要とする場合が多い。そこ

で，研究者に対とって利用しやすいデータセットの作成と，オンラインによる簡便な検索，提

供のシステムの構築を行った。ＮＯＡＡ，ＤＭＳＰ，ＧＭＳ等のデータは，登録者に簡単に提供さ

れるシステムである。今後，データ伝送試験とデータベースの拡充を行う。

■２．２一般研究

リモートセンシング・地理情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究。あるい

はリモートセンシングの有効利用を推進するための野外観測やデータベースおよびセンサの開

発等に関する研究。

□課題（11-2）：Terra/ASTERの大気補正および雲除去アルゴリズムの検証およびアルゴリズムの改良（継続）

森山雅雄（長崎大学工学部）

概要：Terra/ASTERのＶＮＩＲ帯の大気補正アルゴリズムの検証のため餅エアロゾル種/量を

地上計測し，放射伝達コードを用いて衛星観測データから地表面反射率の推定を行ない，ASTER

標準アルゴリズムにより推定した地表面反射率と比較する。Terraは1999年12月に打ち上げ

られ，ASTERは現在Initialcheckout期間であるため，実データとの比較は次年度以降にな

るが，今年度は，以下の項目を実施した。

(1)エアロゾルの分光光学的厚さとASTERエアロゾルパラメータの関連付け：ライダー/直

達日射計で測定したエアロゾルの分光光学的厚さと，ASTERエアロゾルパラメータである550

,ｍでの光学的厚さとJunge指数との関連を数値シミュレーションで確認した。エアロゾルの

光学的厚さが波長の指数則で表されるというJungeモデルの適切さを，Stratosphericおよび

Troposphericエアロゾルが成層圏および対流圏上部に一定量で存在し，対流圏下部（高度２

km以下）のエアロゾルが，Rural，Maritime，Desert，Urbanの４種のエアロゾルで，その量

が地上視程で５kmから50kmであるように変化したとき，指数則が成立し，その指数がどのよ

うになるかを計算した。大気分子の吸収が少ない波長で計測した分光光学的厚さは，ほぼ波長

の指数則で表され，その指数はエアロゾル量に依存することが示された。

(2)巻雲透過率の数値シミュレーションと検出限界ASTER大気補正では，雲除去も行なう。

この際，最も検出が困難なものは薄い巻雲であり，VNIR/SWIR/ＴＩＲの３種の波長帯を用い

ても検出が困難である。ここではＶＮＩＲ帯における巻雲透過率の変動と衛星観測輝度の変動の

関連を数値シミュレーションによって明確化した。

－２２－



□課題（11-3）：多変丘解析手法を用いたライダー信号の雑音低減手法の高精度化（継続）

奥村浩（佐賀大学理工学部）

概要：小規模低出力レーザレーダで大気観測データを得る際に問題となるＳＮ比を改善する目

的で，現地で得られたデータのみから受信データの雑音低減を行う方法を提案し，既存の直線

位相ＦＩＲフィルタ，適応フィルタとの比較を行った。その結果，事前に糀槽に設計された直

線位相ＦＩＲフィルタや適応フィルタでは，提案手法よりよい雑音低減が行えるが，観測時の

諸条件が既知の場合に限られるため，通常の測定では提案手法がおおむねよい結果を与えるこ

とがわかった。

□課題（11-4）：西部熱帯太平洋海域における太陽放射エネルギーとエアロゾル観測（継続）

香西克俊・石田廣史（神戸商船大学）

概要：本研究は国際共同観測プロジェクトＮＡＵＲＵ９９の一環として，西部熱帯太平洋海域に

おいて海洋科学技術センター研究船みらい船上において海色衛星SeaWiFS及びＮＯＡＡＡＶＨＲＲ

と同期したエアロゾル観測を行った。現場観測により得られたエアロゾルの光学的厚さは

SeaWiFSより得られた海面からの上向き放射輝度に対する透過成分を計算するために用いた。

現場及び衛星から得られた海面分光放射輝度の比較の結果，エアロゾルの光学的厚さ及び分光

放射輝度に占める割合は，長波長のバンドほどレーリー散乱やオゾンの占める割合に比較して

大きくなることが明らかになった。

□課題（11-6）：地上リモートセンシングによるエアロゾルに関する衛星データの検証（継続）

村山利幸（東京商船大学商船学部）

概要：1997年から黄砂を対象としたライダー，スカイラジオメーター（サンフォトメーター)，

光学式パーティクルカンター（OPC）による地上観測ネットワークを国立環境研究所，名古屋

大学などと共同で調稚した。集中観測は３月１日から５月末に行った。1999年は，いくつか

の明らかな黄砂現象が見られた。３月２日の黄砂では，偏光ライダーとＯＰＣの同時観測によ

り，黄砂屑の降下過程の詳細を観測できた。この観測から，混合屑の発達が大気境界層と自由

対流圏の交換過程に重要な役割を果たしていることがわかった。３月２３日の観測では薄い偏

光解消度の高い層（黄砂層と思われる）が巻雲に変化する様子を捉えた。このことは，高い高

度にある黄砂厨が巻雲の生成に寄与している証拠と考えられる。５月１日には，黄砂屑を偏光

及びラマンライダーで観測した。この測定から，黄砂層とその下の対流圏エアロゾルも消散後

方散乱比を求めた。その結果，両方の平均値とも約40srであった。これらのデータは今後の

衛星データを含めた解析に役立つと考えられる。1998年４月の大規模な黄砂について，ネッ

トワーク観測，衛星観測とモデル計算を含めた輸送機構に関する論文をまとめた。

□課題（11-8）：紫外レーザーを用いた大気減衰率のリアルタイムモニター解析（新規）

佐々木真人（東京大学宇宙線研究所）

概要：東京大学宇宙線研究所が進めるテレスコープアレイ計画では，超高エネルギーの宇宙線

粒子シャワーを紫外発光を捉えることにより検出する。そのためには発光の生じる高高度から

地上に至る光学的哩さの精密計測が不可欠で，この目的のために大気減衰率ｉｌ１Ｉ定用紫外レーザヒー

システムの柵築をめざしている。本年はその準備の一環として，1999年８月から2000年３月

において，ユタ州ソルトレイク近辺における浮遊粒子状物質（エアロゾル）の光学的厚さ，お

よび散乱係数を調査した。光学的厚さはサンフォトメーター（PREDOPSF-200)，散乱係数

は積分型ネフェロメーター（RadianceReseachM903）を使用して行った。サンフォトメー
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ターは，大気上端の大気上端で観測される波長の太陽光の放射照度と，地上で観ｉＭされる放射

照度を比較から，大気の光学的厚さを計測する装置である。ネフェロメーターは，アパーチャー

により決定される散乱領域中の粒子による散乱光を検出し，任意の気体に対する散乱係数を検

出することができる。

光学的厚さは多波長（368,500,675,778,ｍ）で計測された。観測期間中，多くのケー

スで各波長の光学的厚さは0.1以下という結果が得られた。これは，千葉地域で計測されてい

る値と比較して20％～50％程度であり，観測サイトでの大気状態はきわめて清浄であること

が示された。また，368,ｍでの値が500,ｍでの値と同程度または，それ以下になるという点

が傾向として確認された。これは，比較的粒径の大きい土壊粒子が滞空している現地サイトの

特徴であると思われる。各波長において，全光学的厚さに対するエアロゾルの寄与は，５％

(368,ｍ)，３０％（500,ｍ)，２０％（675,ｍ)，３０％（778,ｍ）程度であり，紫外域ではレイリー

散乱が支配的であるといえる。地上付近で計測された散乱係数の平均値は約ＬＯｘ１０－５ｍ－ｌで

あり，千葉地域と比較して10％程度であった。

□課題（11-9）：都市域における放射・熱収支のリモートセンシング（継続）

菅原広史（防衛大学校地球科学科）

概要：都市域（札幌市）において地表面温度の航空機リモートセンシングを行い，地中伝導熱

の推定に必要なパラメータである地面の熱物性値ｃｒｌ（cr：地面の熱容量，ｌ：熱伝導率）を推

定した。複雑な形状を持つ都市域の地表面において代表的な表面温度を計測するため，ドーム

型の長波放射計をセンサとして使用した。crlの推定には夜間の放射冷却時のデータを使用し

た。推定の結果，crlは都市域を構成する物質の物性値よりも２倍から４倍の値となった。建

築物の幾何学的な形状を考慮したモデルにより観測値を検討したところ，観測値のcrlと現実

の建物の形状から導かれるcrlが一致することが確認された。これらのことから本研究では，

都市域では建築物によって表面積が増大し，それに伴い熱収支のパラメータcrlも平地の場合

や物性値よりも大きくなることが明らかになった。

□課題（11-10）：ＦＹ－Ⅱを用いた南アジア域における対流活動の日変化及び水蒸気変動の解析（継続）

山崎信雄・高橋清利・植田宏昭・青梨和正・中澤哲夫（気象研究所）

概要：ＦＹ－Ⅱは不調のため，ＧＭＳのデータを用いてインド洋付近の日変化の解析を行った。

TBBの日変化を見ると１日周期だけではなく，特に海上において半日周期が広範に見られる。

この半日周期の特性を1987-1998年の期間の雲頂温度別の雲量データを１Nいて調べた。次頁の

図１は７月について，西太平洋域（l35oE-140oE）で270.Ｋ以下の襲最（０－１）でクラス

分けしたとき，240.Ｋ以下の雲量の１日のピークの個数を緯度帯別に示したものである。どの

緯度帯においても雲最0.6-1では1個のピークをもつ１日周期が2個のピークをもつ半日周期よ

り多いが，雲斌が減少して0.2位になると相対的に２個のピークをもつ半日周期が多くなるこ

とがわかる。これは雲獄が減少するに従って，海洋上への日射が強まり，早朝の雲量のピーク

に加えて夕方の謹量のピークがあらわれていると解釈される。図１で斐厳01-0.2のクラスは

日射の影縛が強く，しかも，どの緯度帯でも多くの例数をもっている。そこで，この雲量01-

02のクラスについて，半日周期／１日周期の比を季節毎（６－９月と１－４)j）に分けて緯度

分布を調べた。北半球の夏の６－９月では半日周期の比は15.-20.Ｎ付近にピークがあり，

逆に北半球の冬の１－４月では15.Ｎ以北で，比は小さくなっている。北半球の夏では太陽は

20.Ｎ以北まで北上し，冬には南半球側に位置することを考慮すると，この季節の差異からも

２個のピークをもつ半日周期の原因は太陽の日射によると解釈される。
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□課題（11-11）：ＧＭＳ赤外・水蒸気画像によるチベット高原東方の上厨雲丘変動の研究

(継続）

児玉安正（弘前大学理工学部）

概要：上層雲には温室効果があるといわれ，気候変動への影響が注目されている。我々は，チ

ベット高原の東方で上胸雲日変化の位相が規則的に東進する現象（ＡｓａｉｅｔａＬ１９９８）につい

て調べてきた。平成１０年度の共同研究で，この現象が盛夏期を除いて１年中みられることが

わかった。これは，この現象が暖候期に限ってみられる北米のロッキー111脈の東方とは異なる

特徴である。昨年度は，早春季について位相の東進のメカニズムを議論したが，月平均場を用

いたため十分な調査が１１l来なかった。そこで，本年度は３時間毎のＧＭＳ画像や６時間毎の客

観解析データを用いて，早春期の位相東進のメカニズムを検討した。まず，1997年３月の３

時間毎のＧＭＳ赤外画像（11.5～12.5匹、）を用いて，上層雲の時空間変動を調べた。その結

果，上層雲域がチベット高原の東方から日本付近を通って中部太平洋まで位相速度～25ｍ/ｓ

で東進する現象がみられ，これが１日周期で頻繁に起こることが，月平均場で見出された上層

雲最日変化の位相の東進の原因であることがわかった。～25ｍ/sという東進速度は，総観規模

の傾圧波動の一般的な位相速度である～10ｍ/ｓに比べて明らかに早い。このような上層雲域

の速い東進に関係する可能性のある現象として，近年京都大学の贋田らのグループによって発

見された中間規模東進波が考えられる。この東進波は，対流圏界面付近でジェット気流のやや

極側に振幅の股火を持つ，周期１～２日，波長1000～3000km，東進速度～20ｍ/ｓの大気波動

であるとされる。そこで，上層霊域の東進現象と中間規模東進波の関係を1997年３月の６時

間毎のNCEP/ＮＣＡＲ再解析データを用いて調べた。その結果，上層霊域の東進が特に顕著で

あった期間には，対流圏界面に近い300hPa面の高度場に日周期変動が見られ，霊域の東進と

平行して高度場のアノマリも東進する現象が見られた。この高度場のアノマリの東進は，位相

速度や波長，振幅の鉛直分布が上述の中間規模東進波と良く似ており，ジェット気流の軸に近

いところに出来ていたため，中間規模東進波と考えて良いと思われる。今回見出された上層雲

域の東進現象は，長いものでは３日間程度持続した。このような長時間の上1画霊域の維持には，

水蒸気と上昇流の存在が必要と思われる。中間規模東進波と上昇流の関係，及び対流圏上部で

のチベット高原からの水蒸気輸送に着目して，上層雲域の東進現象のメカニズムについて調べ

ていく必要がある。

□課題（１１－１２）：マイクロ波放射計とＧＰＳデータを用いた局地循環に伴う水蒸気輸送の研

究（継続）

岩崎博之（群馬大学教育学部)，木村富士男（筑波大学地球科学)，中川清隆（上越教育大学自

然系)，渡辺明（福島大学教育学部）

概要：国土地理院ＧＰＳ観測網，特別ＧＰＳ観測地点と気象ゾンデから求めた水蒸気変動から，

関東地方の水蒸気輸送について解析を行った。前橋周辺では顕著な可降水鼠の日変化が観測さ

れる。２０時頃（JST）に可降水量は極大に達して，０８－１１時頃に極少になる。日変化の振幅

は８－１０mmにも達する。得られた水蒸気データから，可降水量の増加には二つの機榊が存在し

ていたことが分かった。一つは，熱的局地循環に伴う南東風の山岳域での収束であり，もう一

つは，熱的局地循環によって山岳域に運ばれた水蒸気の一般風による移流であると考えられた。

また，可降水髄が減少する原因は，局地循環よりも，太平洋高気圧に伴う大規模な沈降流が原

因と考えられた。

－２６－



□課題（11-13）：OCTS/POLDER複合データによるエアロソル情報の推定に関する研究（新

規）

福島甫（東海大学開発工学部)，見冨恭（財団法人リモート・センシング技術センター）

概要：人工衛星による梅色リモートセンシングは，衛星高度での光学観測データから大気によ

る散乱・吸収の光学的効果を取り除くことにより，海中から射出される光のスペクトル情報を

抽出する技術である。その中でも時空間的な変動の大きい大気エアロソルの影響を衛星データ

から如何に精度良〈見職もるかが，海色情報抽出の精度を高めるための大きな課題の一つであ

る。海色観測用のセンサであるＯＣＴＳ（OceanColorandTemperatureScanner）と共にADEOS

に搭栽されていたPOLDER（POLarizationandDirectionalityoftheEarthRenectances）

は，ＯＣＴＳに比べて空間分解能は劣るものの，同一海表面に対する多視角および多偏光の観測

情報を有しており，これらのデータの複合的な利用によりＯＣＴＳ単独では得られなかった高

い精度のエアロソル111i報を得られることが期待される。そこで本研究では，OCTSPOLDER

データの有効的な複合利用技術を確立することを目的とし，POLDERデータの持つ多視角の

観測情報を用いた大気エアロソルパラメータの推定アルゴリズムの検討を行った。この結果，

エアロソルの光学的厚さに関し，単一波長の多視角観測POLDERデータによる推定アルゴリ

ズムからＯＣＴＳ２波長アルゴリズムと同様な推定値を得ることが可能であることが示され，ま

た，ＯＣＴＳデータでセンサゴースト的なノイズの影響が見られる沿岸緬域についても有効な結

果が得られることが示された。

□課題（11-14）：海洋地球観測船「みらい」による海洋上大気エアロゾルの観測（新規）

太田幸雄・村尾直人・'１１形定・上田厚志（北海道大学大学院）

概要：平成11年２～３月，および７～８月に，海洋科学技術センターの海洋地球観測船「み

らい」により，西太平洋海域の大気エアロゾルの光学特性観測および化学組成分析を行った。

その結果，冬季の航海では，沖縄および台湾東方の東経145度付近の南北3000kmにわたる海域

において，非常に高濃度で，かつ単一散乱アルベドが0.8程度のエアロゾルが測定された。こ

の濃度および吸収性は，札幌において測定されている値とほぼ同程度である。また夏季にも日

本の東方1000kmの海上において，単一散乱アルベドが0.8～0.9というエアロゾルが観測された。

組成分析の結果これらの領域では黒色純炭素，有機物および硫酸アンモニウム成分の濃度が高

く，以上のことから冬季の沖縄や台湾の東方海上，および夏季の日本の東方海上に，陸起源で

かつ人為起源のエアロゾルが大量に長距離輸送されていることが予想される。

□課題（11-15）：上厨雲の氷/水存在比と放射特性（新規）

藤吉康志・川島正行（北海道大学低温科学研究所）

概要：上層雲の氷/水の存在比と放射特性について，ミー散乱ライダーとSkyradiometerに

よる同時連続観測を北海道大学低温科学研究所（札幌市）の屋上で行っている。波長532,ｍ

のミー散乱ライダーは，天頂角30度で北の方角にレーザーを向けて観測を行い，散乱強度や

偏光解消度の鉛直分布を測定でき，Skyradiometerは，太陽直達光と周辺光の放射繩度を１０

分おきに測定し，エアロゾルの光学的厚さや体積粒径分布を得ることができる。札幌で得られ

たSkyradiometerによるｉＩ１Ｉｌ定データの約40％については，雲の影響が艇視でき，エアロゾル

の光学的厚さは，春に最大，秋に最小という季節変化を示し，春の鹸大は，数ミクロンの大粒

子の増大が寄与していた。現在は，残り６０％の測定データのうち，上価雲の影響によるもの

のみを選び出し，ライダーから得られた情報と，Skyradiometerによる測定データから，氷

晶・過冷却水滴の粒径分布を求めるアルゴリズムを開発研究中である。

－２７－



□課題（11-16）：スプリットウィンドウデータを用いた大陸規模での可降水量の推定（新規）

久慈誠（奈良女子大学理学部)，岡田格（科学技術振興事業団）

概要：スプリットウィンドウデータを用いて大陸規模での可降水儲の導出をするアルゴリズム

の開発を行った。その推定アルゴリズムをＧＭＳ-5/VISSRデータに適用してみた。日本付近に

おける解析結果を，ラジオゾンデから見積もられる可降水量と比較してみたところ，あまり良

い一致はみられなかった。この不整合は，現在のところ，大気温度の影響というよりは，推定

アルゴリズムにおける回帰直線の精度が良くないことにその原因があると考えられる。しかし

ながらこの手法は，同じくスプリットウィンドウを有するＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲデータにも適用す

ることが可能であるので，両方のセンサを解析した結果を比較する事が今後の課題の一つであ

る。更に大陸規模では，客観解析データと人工衛星データの解析結果を比較する予定である。

また，大気温度の補正をする際に，地表面温度の指標が副産物として得られることが分かった

ので，将来的に，現場観測との比較検証も行ってゆきたい。

□課題（11-53）：スカイラディオメータの観測船「みらい」への設置と運用に関する諸問題

の解決に関する研究（新規）

遠藤辰雄（北海道大学低温科学研究所)，高村民雄（千葉大学CEReS)，中島映至（東京大学）

概要：「みらい」は地球観測の目的で各種の減遥．防振対策がなされた研究船であり,スカイ

ラディオメターのような太陽を自動追跡するという光学的に精密な観測を行う上でまたとない

好条件を備えた船舶である。本研究では，スカイラディオメーターを本船の固定観測機として，

確定するために必要な条件をクリアする為に行うものである。これまでにあった問題は本装置

が動作中にマリンパンドＶＨＦ１６ｃｈに干渉する雑音電波を発生することである｡電波的遮蔽や

距離を取るための場所の選択等の試行錯誤も試みたが，発生個所を特定することに成功し,信

号転送のキャリアのＩＣクロックの周波数を少しズラすことで,今のところ干渉電波の発生は

止めることが出来た。しかし，その後遺症が危倶されるので今しばらく様子を診ることにして

いる。今後の問題は（１）本装置が他の影にならない様に高さを15ｍほど高める問題である。

（２）さらに完全なる無人観測機とする為にはデータ記録部が足元に￣体化してあり，室内へ

延長する必要がないものにすることである。（３）また，この記録部と操作コントロール部は

停電があっても自動復帰する物である必要がある。

□課題（11-18）：衛星データ同化システムによる西部熱帯太平洋混合厨４次元データセット

の作成（新規）

淡路敏之・石川洋一・小守信正（京都大学大学院理学研究科）

概要：海洋混合Iiyi過程は，海洋構造の形成・循環を決定し，さらに大気海洋間の相互作用に大

きな役割を果たしていることから，その理解は気候システムとその変動の解明に極めて重要で

ある。しかしながら，現状のシミュレーションモデルではその過程を十分には再現できるに至っ

ていない。そこで本研究では，バルク混合層モデルに海面水温などの観＃l'|データを同化するこ

とにより，混合IIviの時'111発展をよりlE雌に再現し，大気海洋間のフラックスを推定できる同化

システムを，アジョイント法を用いて構築し，その混合層の時間発展や海面フラックスの推定

に対する有効性を検討した。その結果，従来のデータ同化システムでは肘難な問題であった混

合層モデル特有の強非線形現象である「スウィッチ問題」を，フーリエ空IHI上で勾配法を適用

することにより解決した。そして，このデータ同化システムを熱帯のTOGA-TAOプイデータ

に適用して，海耐熱フラックスの推定を行った。具体的には，TOGA-TAOブイから得られた

海面水温データを混合l1Yiモデルに同化し，正味の海面熱フラックスを推定した結果，初期推定
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値として用いたNCEＰの海面ネット熱フラックスとブイ観ijlllデータとのＲＭＳ誤差は減少した。

特に，９０日以上のローパスフィルターをかけた結果は，NCEＰデータのＲＭＳ誤差に比べてほ

ぼ半減し，より現場観測値に近い時系列解析データを得ることができた。以上の結果は，特に

長周期成分に関する推定にこの同化システムが有効であることを示しており，西部熱帯太平洋

の暖水プール等の変動解析に適応できることが分かった。

□課題（11-19）：海面エネルギー収支観測における衛星データ利用法に関する研究（新規）

岩坂直人（東京商船大学助教授）

概要：本研究では，静止気象衛星ＧＭＳ４号赤外データとMCSST，NCEＰ再解析データを用い

て，東部インド洋から西部及び中央太平洋の海面での長波放射フラックス推定を行った。対象

期間は1992年10月から1993年９月である。またバルク法によってもとめられた長波放射フラッ

クスの値との比較を行った。計算方法は1998年度の研究（衛星データを用いた雲と放射収支

の研究P98-4）と同様の方法を用いた。股下層の雲底高度の決定法としては，雲頂高度から雲

の厚さを仮定して求めるという方法を採用した。バルク法による推定値はＣＯＡＤＳの船舶観測

データに基づき，ClarketqJ．（1974）の方法で計算した。計算に用いたデータは1950年から

1995年までの船舶気象観iM値で，気候値を作成して比較に用いた。放射計jFi[法の特性として，

Kwajalein島の実測値との比較では暗天時に下向き放射の過小評価，曇天時の過大評価がある

ことが分かっている。衛星観iiM値に基づく推定には，高分解能高頻度で比較的一様なデータを

用いることができるという利点がある。しかし今回の研究のように複数の物理蹟を必要とする

とき，衛星毎に分解能や観ii1ll頻度が異なるため，統合して利用するためには難しさがある。幸

い海面水温については時空間変動性が小さいことと，既に週平均値として整備されていたため

ＧＭＳデータと統合して利用することに大きな問題はなかった。しかし当初水蒸気量について

はＳＳＭ/Iの利用を試みたが，水蒸気分布の時空間変動が極めて大きいため計算スキームに組

み込んで計算できるようになるには至らなかった。衛星データから求めた値をバルク法による

計算と比較したところ，正味のフラックスの場合，中高緯度の特に冬季では，衛星データから

の計算値がバルク法による値の１５～２倍程度になっていた。これは，晴天時の下向き放射計

算が過小評価になると言う計算スキームの特性の他に，海水域や霧の領域を検出できないと高

うこのデータとスキームの問題も原因の一つと考えられるが，詳細については今後検討する。

□課題（11-20）：海洋の炭素循環における生物生産の役割に関する研究（新規）

池田元美・笹井義一・藤井賢彦（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

概要：太平洋上層の生物化学モデルをもちいて，大気および海洋下層と相互作用をする炭素循

環をシミュレートした。衛星リモートセンシングデータによって示されているように，生物ﾉＩＨ

歴は西部と東部で顕替に異なっているので，それをモデルに導入した。炭素は生物生産によっ

て下層に運ばれるが，その３分の１だけが大気から吸収され，残りは海洋下層から上昇してき

た分をふたたび下IWiへもどしているだけであることが示された。

□課題（１１－２２）：海洋性エアロゾルによる散乱光特性と海洋物理丘への影響に関する研究

(新規）

石田贋史（神戸商船人学)，増田一彦・佐々木政幸（気象研究所）

概要：1999年６月から７月にかけて，海洋科学技術センター所属の海洋観iI1lI船「みらい」に

よって西部太平洋熱帯海域にて行われた，国際共同観測ＮＡＵＲＵ９９（米国エネルギー庁の人気

放射測定計画と日本海洋科学技術センターの大気海洋相互作用観iHI計画との共同観測計画）に
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参加し，海洋上のエアロゾルによる太陽放射の散乱特性を観測した。地球観測衛星ADEOSに

搭載された偏光放射計と同じ６波長帯（443,490,565,670,765,865,ｍ）で太陽放射の

散乱特性を測定した。海洋上の大気は非常に清涼で，直達光から求めたエアロゾルの光学的厚

さはほとんどが0.05以下と小さかった。偏光特性と大気海洋モデルに基づいた放射伝達計算か

ら推定したエアロゾルの光学的厚さも，ほぼ同様の値を示し大凡良い一致を見た。一方，粒径

分布状況を示すオングストローム指数は，偏光度から推定した値（約0.7）は直達光から求め

た値（約03）より大きい値を示す傾向を示した。今後，海洋物理量への影響を検討する上で，

偏光度からエアロゾル特性を推定する方法が観測上重要となると考えられ，この推定手法の改

善が期待される。

□課題（11-23）：鹿児島湾への外洋水の流入（新規）

櫻井仁人（鹿児島大学工学部）

概要：九州の南端に位置する鹿児島湾は南北に約75km，湾口幅10kmと細長い。また，湾内の

海底地形は複雑で，２つの鞍部によって湾奥部，湾中央部，湾口部に分けられる。このような

地形から鹿児島湾は海水交換がされにくい湾と考えられる。また，近年鹿児島市を中心とする

人口増加により，生活排水やハマチなどの養殖による余剰餌の大量堆積が赤潮発生の原因とも

されている。このような状況から鹿児湾の海水交換のメカニズムを知ることは，研究上だけで

なく社会的に非常に重要なことと考え，湾内を横断する２本の航路のフェリーに水温計を取り

付け，これもひとつのリモートセンシングと考え1997年10月より観測を開始した。測定は現

在も継続している。湾口と湾内の２測線で現在までに明らかになったことは以下の通りである。

①表面水温は最低水温を示す２月の15℃から最高水温を示す８月の３１℃まで年較差16℃で変

化している。また，水温の上昇期が変動が大きい。特に，６月から７月にかけては半月で６℃

ほど急昇しているのに対し，夏から秋に向かう下降期はなだらかである。②湾口の測線で水温

の急昇のあと湾奥に到達する場合としない場合があり，到達する場合は１日～３日後である。

これを単純計算してみると湾口側線と湾内測線の距離が南北約26kmであるので１日後に達し

たとすると約30cm/sの速度であった。③ＮＯＡＡ画像とフェリー水温の比較検討は事例が少な

いがＮＯＡＡでみられる暖水流人がフェリー水温にも現れていた。④湾口測線では東西で水温

の大きい差がないのに対して湾内測線では特に夏季に大きな差が現れた。これらを踏まえ，今

後は湾を縦断しているフェリーの水温も合わせ，検討していくつもりである。

ロ課題（11-24）：外モンゴル草原地域の現在および過去の耕地の検出（継続）

阿子島功（山形大学人文学部)，本多嘉明（千葉大学CEReS)，古谷尊彦（千葉大学大学院

自然科学研究科）

概要：最近のモンゴル草原における人為的な裸地化は，大型機械による耕地化と車の轍である。

モンゴル草原で大規模機械耕作が行われるようになって約50年になるが，その間に，潅概設

備をもち固定的に継続利用された地区と，天水にたよって後に放棄された地区とがある。前者

はモンゴル国内において良好な耕作地であると評価されているようである（例えば，モンゴル

国立科学アカデミー総裁の日本における講演，９９．１２仙台)。しかしながら，農業気候的にみ

れば必ずしも耕作に適した地域ではない。前者は地力の維持が可能かどうか，後者は放棄され

た後に再び草地（牧草地あるいは放牧地）となる復旧の速さが問題となろう。空中写真と

LANDSAT画像が対比できる地区で1998年に現地観察と聞き取りを行った．人工衛星画像あ

るいは空中写真によって，矩形の土地割の認識は容易であるが，その利用の履歴は実に多様で

あることがわかってきた。モンゴルの耕地の分布の図化と評価を行う手法を検討中であるが，
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とりわけ，その自動図化は難しい。これまでの聞き取りや現地観察にさらに経験則を積み重

ねることができれば，地形成因分類，傾斜区分，農業気候の各要素地図を亜ね合わせて，全国

スケールの潜在的可耕地（それはすなわち，さらに放棄されるであろう耕地）の分布を論ずる

ことができそうである（阿子局ほか，l998CEReSシンポジウム)。CEReSのＨＰよりＬＡＮＤＳＡＴ

画像が公表されるようになった。時期と地区はとびとびであるが大局的に，タイガーステップー

ゴビといった南北の気候の差異による耕地分布の違いを論ずることができそうである。耕作地・

跡地の検出は，ＬＡＮＤＳＡＴ画像では，耕作跡は矩形のパターンとして容易に検出できる。大

型機械によって行われる耕地単位の大きさは一辺の長さが0.3～２km程度と大きい。聞き取り

では，大きな矩形単位で５年間の耕作と休耕をくりかえすものと，矩形内部が幅数１０ｍの帯

状に分けられているものとがある。時期を異にする耕地の重なりは，空中写真では検出される

が，ＬＡＮＤＳＡＴ画像ではむずかしい。その切りあい.重なりあいの方向性は，土地が平坦で

あるところでは，地形の制約をうけず，かつ計画的でない。耕作深さは，佼食面では基岩の組

織が，堆積面では微地形が読み取れる程度であり，浅く，土壌は貧弱である。生産性に関する

問題は，圏害，天水依存の畑の干害，ほとんど無肥料であるが施肥する場合のコストである。

土壌浸食（ガリ侵食）の問題は，まだ一般にはごく平坦地が選ばれているために生じていない

が，一部の傾斜地で雷雨の後の表土流出を観察しており，今後，傾斜地の利用に及べば土壌侵

食は起こり得る。風食は，耕作地も放棄地も，あまり問題とされていない。大規模耕作跡と斜

交する小規模な地割りが空中写真では検出できることがある。

□課題（11-25）：衛星データと地理情報を利用した疫学的環境行動分析の手法に関する研究

(新規）

吉田勝美・杉森裕樹（聖マリアンナ医科大学）

概要：近年，新興・再興感染症及びインフルエンザ等の感染性疾患の流行やダイオキシン等の

環境汚染物質による健康障害の危険性が公衆衛生学上の問題となっている。これらの環境要因

分析と人間行動の医学的分析はその予防対策を立てる上で重要である。これまで公衆衛生学上

の問題を，広域を対象とする衛星情報と地理情報を組み合わせてその環境行動要因について分

析したものは少ない。今年度は，疫学的な手法を取り入れたGeographicallnformationSystem

(GIS）の公衆衛生分野への応用の可能性を探るため，英国のsmallareahealthstatisticsunit

に関する文献調査を行った。

□課題（11-26）：植生バイオマス推定のためのアルゴリズム開発（新規）

新井田秀一（神奈川県立生命の星・地球博物館）

概要：地球の放射収支を衛星搭戟の放射計から調べるのが研究の目的である。今まで衛星を利

用したバイオマスの推定には，ＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲなどの衛星の赤外波長域データから求めた正

規化植生指数（ＮDVI）を使用するモデルが開発されている。このモデルの中では，日中の放

射量（日射量）は，ＮDVIを使用して間接的に求められてきた。しかし高緯度では太陽からの

入射量が少ないため，地表面からの反射量の測定精度が低いことが知られている。そこで本研

究では輻射熱に注目し，夜の熱赤外域の観測データを新たに使用して，属lHIとの差（日較差）

から，日射量を推定する。輻射熱としての熱赤外の日格差とバイオマス品を結びつけたアルゴ

リズムを開発する。
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□課題（11-27）：自然環境変化による環境負荷の測定および評価（新規）

酒井徹朗（京都大学）

概要：ここ100年の間，日本における森林面積は70％弱とほぼ一定であるが，土地利用から見

ると大きく変化している。都市近郊では森林は他利用に転換されてきた。ＧＲＩＤつくばの２kｍ

メッシュ土地利用データと国土地理院の50ｍメッシュ標高データを入手し，環境変化の把握

を試みた。1900年から1985年の間，森林面積は変化しないが，農業的利用が増加した。都市

的利用は戦後急激に増加している。全体の75％は土地利用は変化していないが，1950年で１３

％，1985年は16％変化している。また，ノアのAVHRR10daysNDVIデータを用いて土地利

用分類を行った。月及び季節のNDVIの最大値を変数として用い教師なしクラスター分析をお

こなった。既存の土地利用情報との比較の結果，季節変数では月変数に比べ，土地利用は混在

する分類クラスが多く，森林地域の分類クラスが少なかった。森林・都市などの大分類の土地

利用に有用であり，森林などの植生区分にも利用できる可能性があることがわかった。

□課題（11-28）：アジアにおける地震研究のためのNOAA/AVHRR熱データベース編集（新規）

AndrewA､Tronin・OAMolchanov・児玉哲也・五十嵐保（宇宙開発事業団地球観測デー

タ解析研究センター)，Ｖ､ＬＧｏｍｙ（ロシア科学アカデミー生態安全科学研究センター)，早

川正士（電気通信大学）

概要：二つのＮＯＡＡデータベースを調査した。東京大学（喜連川研究室）のデジタルデータ

ベースから約400画像をダウンロードし，中国の94画像と日本の110画像の処理を行った。生

態安全科学研究センターのデータベースはアナログ形式で保存されている。これらは，中央ア

ジア，コーカサスおよび東欧地域をカバーしている。期間は1983-1990年である。これまでの

ところ中央アジアのアナログＮＯＡＡデータ1500画像をスキャナーで読み取った。地震研究へ

応用するため，熱画像の表示を行った。

□課題（11-30）：水分と栄養ストレス条件下の植物個葉の反射スペクトル特性に関する研究

(継続）

中山敬一・子貴瑞・今久（千葉大学園芸学部)，三輪卓司（千葉大学CEReS）

概要：水と養分ストレスが植物個葉の反射スペクトルに及ぼす影響を明らかにするためにトウ

モロコシとダイズを供試して，葉の水ポテンシャル，蒸散量，反射スペクトルなどを測定し，

それらの関係を検討した。葉の水分（水ポテンシャルや含水量など）の減少は，葉の反射率，

特に1650,1850,2250,ｍの波長近くの反射率（Ｒ1650,R185qR2250）を増大した。また，

比反射率と葉の水分状態との関係では，1650nｍや1850,ｍの反射率と1430nｍの反射率との比

(Ｒ1650/R143qR1850/RI430）が有為な正の相関関係を示した。しかし，施肥量と反射率

との関係には，明瞭な傾向は認められなかった。また，葉の透過率については，トウモロコシ

の施肥量を増加すると，1430,1650,1850,1950,ｍの透過率が増大する傾向にあった。

□課題（11-32）：水稲収量と植生・穀物生産指標との関係の検討（新規）

金子大二郎（松江工業高等専門学校）

概要：従来，蒸発散量を推定してきた研究目的は，流域の水循環素過程の一つとして未解明の

分野であった蒸発散のメカニズムを明らかにし，主として流出解析への応用と水資源を開発・

活用することにあった。また近年は，地球環境問題の一つである地球の温暖化のために，蒸発

散に伴う潜熱フラックスが地球上の熱エネルギー循環にとって重要な意味を持ち，蒸発散量が

広く研究されてきた。一方で，農学の分野では農作物への灌慨のために農業気象の分野で蒸発
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散が研究されてきた。また，水不足によって作物の光合成を抑制する水ストレスが作用すると

して，蒸散と気孔開度の研究が進められてきた。ところが，近年の地球環境問題の背景には，

60億にまで急増した人口爆発と言われる地球上の人口問題が根底にある。この人口の急増は，

食穐・エネルギー・水資源・森林破壊等と密接に関わっており，食糧の供給能力に懸念が表明

されている。この人口と食料の問題に蒸発散を応用しようとするものである。ここで，穀物生

産の基となる光合成を学術的視点からみると，光合成は蒸散作用によって左右（気孔の開閉）

されることから工学的基礎知識を必要とする。即ち，蒸散は大気境界層における乱流現象を含

んでいる。従って，工学分野の一つである大気境界屑における蒸散のメカニズムを，作物学の

光合成と穀物生産の分野へ応用しようとするものである。さらに，衛星リモートセンシングは

植生量の現存量を広域的に把握する有力な方法であることから，経年的な植生指標と水ストレ

ス効果を含む穀物生産指標を検討し，経年的平年値との変動を求めることによって，穀物生産

鼠を予測的にモニタリングする方法を検討する。

□課題（11-54）：マングローブ樹冠厨の分光反射特性に関する研究（新規）

佐藤一絃（琉球大学農学部）

概要：マングローブ林の樹冠層の分光反射特性を種々の面から検討している。その中で，ラン

ドサットＴＭデータによりマングローブ林域の誤分類を避け，林分要素を推定するための検

討を行っているが，マングローブ域の範畷を陸域，マングローブ林，水域の３つの範畷に区分

するマスク処理を提案している。今年度は，３つのマスクを生成する際の燭値を自動的に決定

する手法として大津の方法を適用して検討した。バンド４，５のＣＣＴカウントの頻度分布図

で検索範囲を決め，求められた閾値を検討した結果，ほぼ妥当な値が検索されており，大津の

方法が適用できる邪を明らかにした。

□課題（11-34）：土地利用変化シナリオに基づくＡｒｃＶｉｅｗ３を利用した中国全域の土地利

用変化予測図の作成（継続）

尾藤章雄（山梨大学教育学部）

概要：このたびの共同利用研究においては，中国科学出版社が1994年に発刊した「中国土地

利用」の記述に基づいて，北京市を含む31省の省別の土地利用について，土地利用存在問題

分析，土地資源的合理利用，土地利用区分の項目を抽出し，将来予測に役立つシナリオの作成

を行った。主要な土地利用類型の定賦的な変化量推定には，各省の地域計画や統計資料から読

みとれる傾向などを参考にした。次に自然条件，政策的条件などを示すでデジタルデータを

20kmグリッドの枠組みに統一した後，各グリッド内での食料需給に関するモデルに基づいて，

土地利用変化予測図の作成を行った。なおESRI社から発売されているArcView3のＧＩＳソフ

トを基本的なソフトウェアとして作業を進めた。土地利用変化シナリオは省を単位として作成

したが，定量的な土地利用の増いて，人口の急激な増加に対して具体的な施策が示されていな

いことも多く，また塩害，地下水不足などについて指摘されていながら地域が特定できないな

どの問題点が発見された。

□課題（11-35）：千葉県内の河川・湖沼に関する地理・水質情報データ・ベースの開発（継続）

飯村晃（千葉県水質保全研究所）

概要：千葉県内の河川・湖沼について，本県が1976年以降蓄積している公共用水域水質測定

結果のデータをデータベース化し，地理情報システムーヒで連関させ，県内各地点あるいは市町

村，大字等を指定することによりその地点等の水質情報及び背景情報がり|き出せるシステムを
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開発した。そのシステムを利用して真間川流域について人口，土地利用など様々な人間活動と

水質とを結びつけて解析を行った。その結果，真間川の水質は汚濁しているが，２０年の間に

BOD，ＣＯＤなどの有機汚濁に関して改善されていることがわかった。

□課題（１１－３６）：古い時期の土地利用データに基づく地盤特性の推定に関する研究（継続）

中井正一（千葉大学工学部）

概要：都市の防災を考えるうえで，広域の地盤特性を的確に把握することはきわめて重要であ

る。特に，地震危険度を評価するに当っては，地表面付近の地盤特性や微地形が地震動の増幅

特性に大きく影響すると言われている。このような広域の地盤特性を把握するため，本研究で

は土地利用に着目している。古い時期の土地利用が微地形の影響を強く受けており，かつ，微

地形には固有の地盤特性が関連づけられるとの立場から，土地利用とその変化に基づいて地盤

特性を推定する手法を提案している。本年度は，昨年度の研究結果を踏まえ，現行土地利用の

判読における衛星データの利用について検討した。多時期のLandsatTMデータを用い，

NDVIなどの指標を分析することによって土地利用分類を行い，これを明治の土地利用と比較

することにより微地形区分を行った。得られた結果は昨年度の成果と同等の精度を有するもの

であった。また，微地形区分から地盤性状の把握が可能であることを，収集したボーリング結

果との比較において確認した。

□課題（11-38）：ＧＩＳを用いた長江下流域の水文環境変化に関する研究（新規）

小寺浩二（法政大学文学部)，宮岡邦任（文教大学教育学部)，谷口智雅（高崎経済大学経済学

部）

概要：環境変化の著しい中国長江下流域の水文環境変化について，資料収集を行った後，現地

調査を行い，それらをあわせＧＩＳを用いて解析処理する方法についての基礎的研究を行った。

資料収集に関しては，中国に赴き関連する文献を人手すると同時に，日本および中国において

作成されている様々なデータベースを調べ，一部を入手して用いた。現地調査としては，上海・

武漢周辺地域を中心に水質・水辺景観調査を行い，その結果を整理した上で，様々な資料との

関連性を検討した。結果としては，収集した資料だけでも形式や精度が著しく異なり，ＧＩＳを

用いた解析を行う上では，データの選別や前処理に著しい困難のあることが明確になった。し

かし，現地調査結果の整理・解析に関しては，ＧＩＳが非常に有効であることがわかり，今後の

応用可能性が示された。長江下流域の水文環境は，洪水などの災害に関して，地形などの自然

環境に強く支配されることがわかったが，都市域の水質悪化の問題では，水管理に関する政策

の影響が強く現れており，環境政策において大きな方向転換を図ろうとしている中国の代表的

な地域として，今後の継続研究の必要性が再確認された。今後は，さらに多くのデータ収集を

行い，ＧＩＳを用いて有効に解析していく技術について，さらに踏み込んだ研究を進めていくこ

とが必要である。

□課題（11-39）：生長過程を考慮した森林水環境の総合的評価（新規）

藤野毅（埼玉大学大学院理工学研究科)，小葉竹重機（群馬大学工学部建設工学科)，深見和

彦（建設省土木研究所）

概要：つくば市内の雑木林において，落葉樹（エゴノキStyraxjaponica）を対象に年間の水

利用について観測を行った。観測は，樹冠のＬＡI，ピートパルス法による樹液流速，個々の葉

の面積，重量，含水比，炭素含有量，および気象の測定を４月から１０月まで断続的に行った。

また，葉面からの蒸散量は98年においてポロメータから評価した気孔コンダクタンスを用い
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て見積もった。これらの結果より，夏季における樹液流量は樹冠からの蒸散鼠とほぼ一致した

が，春先の葉が出始める時期以前にも樹液流が計測され，さらに落葉期においては，単位面積

当りの樹液流戯は又季よりも多く，推定した蒸散量を上回り，落葉後もしばらく観測された。

これを考察すると，’11芽前は，貯蔵されている養分が枝に新芽を形成するための輸送が行われ

ており，落葉時期においては樹体内に貯蔵された水分の回復のために水輸送が'上ずる。これは，

細胞内間の養分磯度および水分状態を考慮すると，水ポテンシャル理論からも定性的に説明で

きる。よって，従来，ピートパルス法によって樹木の蒸散量が見積もられてきたが，落葉樹の

年間の生長過程において，水利用形態が時期によって大きく異なることを明確にした。

□課題（11-40）：NOAA/AVHRRデータを用いたＮDVIの時系列解析（新規）

澤本正樹（東北大学大学院)，多田毅（防衛大学校)，児島正一郎（迎輸省港湾技術研究所）

概要：衛星リモートセンシングによるＮDVIの時系列解析は植物活動のモニタリング手法とし

てきわめて有効であるが，日本を対象とした場合，雲の影響を除去することが困難である。そ

こで，大気や雲の影響によるＮDVIの変動を補完するため，一般にその時系列データが周期的

な変化を示すことを利用して，年変動プロファイルをフーリエ級数により推定することを試み

た。1999年２月から１１月まで247シーンのNOAA/ＡＶＨＲＲ画像から算出されたNDVIデータ

よりmaximumvaluecompositeによって１０日毎の合成画像を作成した。さらに，急激な

NDVIの低下をその前後の期間の線形補完により補正した。得られたＮＤＶＩの時系列データを

フーリエ級数展開し，平均値成分と，周期Ｔ＝365日成分の振幅について整理した。平均値の

小さな領域は振幅も小さな値を示す．これは，都市域などに対応する．平均Iiliが大きくなるに

したがい振幅も大きくなる傾向があり，中程度の平均値でかつ大きな振幅を示すピクセルが多

数存在する。これは，落葉性の森林域に対応する。さらに平均値が大きくなると，逆に振幅は

急速に小さくなる．これは常緑性の森林に対応する。土地利用毎に平均値と振幅を整理すると，

定性的に予想される各土地利用毎の性質を正しく反映していることが確認された。以上の成果

に基づき，ＮDVIの季節変化の平均値成分と振幅成分とから士地利用分類を行ったところ，国

土数値情報による分類と良好な一致がみられた。

□課題（11-41）：WaterResourcesinChina（New）

FｅｎｇＱｉ（JSTFelIow,MeteorologicalResearchlnstitute）

Abstract：ＴｈｅｔｏｔａｌｖｏＩｕｍｅｏｆｔｈｅｗａｔｅｒｒｅｓｏｕｒｃｅｓｉｎＣｈｉｎａｉｓａｐｐｒｏｘｉｍａｔｅＩｙ２８ｘｌ０１２

㎡，ｒａｎｋｉｎｇｉｔ６ｔｈｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄＨｏｗｅｖｅｒ，ｔｈｅｐｅｒｃａｐｉｔａｓｈａｒｅｏｆｔｈｅｗａｔｅｒｉｓｏｎｌｙ２４００

㎡，Ｌｅ.,２５％oftheworIdmeanvaIue，rankingChinalO9thintheworldThusｏＣｈｉｎａ

ｉｓａｍｏngthel3water-deficientcountrieｓｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄ・WatershortagerestrictsChina，s

agricuIturaLindustrialandcitydevelopment・Over300ofChina,s600citiesarealready

experiencingawatershortageandlO8citieshaｖｅａｓｅｎｏｕｓｌａｃｋｏｆｗａｔｅｒ･Ｉｎｔｈｅ1990,s，

thedrought-pronelandareascoveredalmost267000MLandChina，sgrainoutputhad

stagnatedatthesamelevelforthe4thconsecutiveyear，ａｎｄhaddecreasedby3500

millionkgcomparedtopreviousyearsAlthoughthepotentialirrigatedareathatcould

bedevelopedtotal640000kii，theareairrigatedisonly500000M，andthatproperly

irrigatedisonly400000k11i、Ｉｎｔｈｅｌａｔｅｌ９８０,ｓａｎｄ1990,s,manyelectric-powerplantsand

factoriesinthelargeandmediumsizecitiesinnorthemChinahadtosuspendproduction

duetowatershortage，ａｎｄｓｏｍｅｃｉｔｉｅｓｉｎｓｏｕｔｈｅｒｎＣｈｍａｗｅｒealsoaffectedExcessive

pumpingoｆｗａｔｅｒｌｅａｄｓｔｏａｄｒｏｐｉｎｔｈｅｇｒｏｕndwaterleveIandtothedestructioｎｏｆ
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thewaterbearingaquifers・Ｔｈｅｌｏｗｅｒｍｇｏｆｔｈｅｗａｔｅｒｔａｂｌｅｉｎｃｏastalcitiesiscausing

seawaterencroachment，resultingmsalinizedgroundwater,ａｎｄｃｏｎｎｉｃｔｉｎｇｗａｔｅｒｓｕｐｐｌｙ

ａｎｄｄｅｍand．

□課題（Pll-47）：農林水産リモートセンシングデータベース作成及び大容丘データ転送技

術に関する研究（新規）

斎藤元也（腿業環境技術研究所)，粟屋善雄・沢田治雄・澤lI1義人（森林総合研究所)，稲掛伝

三（遠洋水産研究所)，水島明・児玉正文・宋献方・江口尚（腱林水産研究計算センター）

概要：腿林水産関試験研究機関では農業，林業，水産の各分野で環境，資jMiの解析，災害の防

止などにリモートセンシングを利用している。利用可能な衛星受信データは，受信機関に保存

され提供されているが，必要データの検索，申請，人手に多大な労力と費用を饗する場合が多

い。また，人手したデータ補正についても研究者の多くの労力を必要とする場合が多い。そこ

で，研究者に対とって利用しやすいデータセットの作成と，オンラインによる簡便な検索，提

供のシステムの櫛築を行った。ＮＯＡＡ，ＤＭＳＰ，ＧＭＳ等のデータは，登録者に簡単に提供さ

れるシステムである。今後，データ伝送試験とデータベースの拡充を行う。

□課題（11-43）：人エ衛星データを用いた日本近海における海上風場の楢築（新規）

久保H1雅久（東海人学海洋学部）

概要：岐適内挿法を11)いて海上風の格子データを作成することを試みた。観測データとしては

人工衛展ERS-1のデータを，初期推定場としてはＥＣＭＷＦｉｌＪ解析データを用いた。

□諜題（11-44）：衛星リモートセンシングデータを用いたランドスケープ評価（新規）

原慶太郎（来京悩報大学経営情報学部）

概要：近年，生物多様性を保全し，環境の持続的利用を図るための学IHI的フレームワークを与

える研究分野としてl;(観生態学（ランドスケープ・エコロジー）が注目されている。本研究は，

この瑛観JLk態学的'1場から，衛星リモートセンシングデータを用いて景観（ランドスケープ）

の柵造解析を行ない，その評価手法の確立を目指すものである。本年度は，LandsatTMデー

タをⅢいて千葉UUu上西部の｣Z地被覆を解析し，その結果と地形↑I1I報をもとにして，景観分類を

試みた。LandsatTMデータの使用は，景観構造の把握に次の２点において効力が認められた。

第一に，ＴＭデータの解像度が最観解析のスケールと合致している点。第二に，当地域は市街

化が急速に進んでいるが，リモートセンシングを用いた解析は，岐新の11地被覆の愉報を取得

できるという点である。今後は，野生動植物のハビタットとしての評価手法の開発を目指すこ

とを考えている。

□課題（11-45）：衛星データ利用による鳥取砂丘まわりの流れ場と植生の影響の数値シミュ

レーション（新規）

河村祈也（お茶の水女ｒ人`雅人'１１文化研究科)，安田嘉純（千葉入学CEReS)，Pll近牧ﾘ）（鳥

取人学乾燥地研究センター）

概要：複雑な地形をもつ砂丘上の流れ場の３次元風速場を広範DIIにわたって槻ijlllすることは非

常に困難である。一方，岐近の竃ｆ計算機の発達によりこれらの風速場は数|仇シミュレーショ

ンによってＡＩ算可能である。本研究では鳥取砂丘を例にとって，上窄200ｍまでの風速場のシ

ミュレーションを行い，現在の地形との関連を考える上での雄礎データの収災を行った。本研

究では，Jli)l；縮性ナピエ・ストークス式を標準的なＭＡＣ法を川いて解いている。砂丘地形は
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複雑であるため，一般座標変換を用いて，複雑な幾何形状を直方体の領域に写像した上で方程

式を差分近似した。計算に用いた格子は1991年の鳥取砂丘の地図データをもとに作成した。３

次元計算を行った結果，流れの細かい構造がわかり，風向の影響が現在の砂丘地形と深くかか

わりあっていることが明らかになった。さらに本研究では植生が風速場に及ぼす効果も調べた。

そして予想どおり，植生により植生まわりの風速場が弱められていることがわかり，またその

影響範囲も特定することができた。

□課題（11-46）：ＬＩＦ法を利用した植物の生態情報の抽出に関する基礎研究（新規）

高橋邦夫・峰内健一（木更津工業高等専門学校基礎学系）

概要：ＵＶレーザ励起による植物葉からのＬＩＦスペクトルは，青緑色とクロロフィルによる赤

色から近赤外にかけて特徴的なピークを示す。これらのピークは，植物種や生育段階で変化す

る。このため，２８種の植物種について，季節変化を調べ，特徴点の抽出を行った。大気汚染

物質としてのオゾンガスと自動車の排気ガスを暴露した落花生葉の青緑色蛍光とクロロフィル

の赤色蛍光の関係を，蛍光強度比（F450/F687）を用いて調べた。その結果，ＬＩＦスペクトル

に顕著な変化が現れることを明らかにした。さらに，１枚の葉でクロロフィル濃度の異なるポ

トス葉を用いて，ＵＶレーザ光を照射して誘起されるＬＩＦスペクトルと蛍光の葉内分布との関

迎性とその特徴を調べた。その結果，ポトスから放射される青緑色とクロロフィルによる赤色

から近赤外のＬＩＦスペクトルは，クロロフィル濃度に依存して変化する。また，蛍光の葉内

分布もクロロフィル濃度に伴って変化し，ＬＩＦスペクトルと蛍光の葉内分布は密接に関わって

いることが明らかになった。

□課題（11-48）：分光反射係数測定による水稲収丘の推定（継続）

谷本俊明（広島県立農業技術センター）

概要：１．目的：広島県は地形が複雑で，土壌・気象環境は多様である。このため，リモー

トセンシング技術の活用により，作物生育・収量情報を非破壊・非接触で迅速かつ効率よく把

握して，適切な栽培管理情報を農家に提供していく必要がある。そこで，地上から水稲の可視

光線～近赤外線の分光反射係数測定により早期に収量を推定する手法を開発して，農作物の高

品質・安定生産に資する。

２．方法：１）試験場所：農業技術センター内圃場，２）供試作物：水稲(品種：ヒノヒカ

リ），３）栽培概要：移植(稚苗）；５／18,収穫；９／２７，４）窒素施用最(kg/a）：0,0.6,0.7,

0.8,0.9（１区24㎡，２連制，１０区)，５）生育・収量調査：７月２７日に生育調査，９月２７日

に収量調査を行った。６）分光反射率の測定：幼穂形成期（７/22)，減数分裂期（８／５）に

各品種の４５０．５５０．６２５．６５０．６７５．７００．７５０．８５０．９５０，ｍの反射率を標準白色板を基準

(100％）として，視野角10゜高さ１７，，傭角30゜で，分光放射計（阿部設計2703）を条方向

に向けて測定した。

３．結果：１）幼穂形成期の分光反射係数と７月２７日の草丈，茎数/㎡との相関は，それぞれ

650,,,625,ｍの反射係数（以下R650,R625とする）との間に最も高い相関（r＝-0.652..,

｢＝-0.625ｍ）が認められた。さらに，反射係数間の演算(l((を用いることにより相関係数が商

くなった。草丈はR850とR700の比，茎数/㎡はR850とR625の比との間に岐も高い相関（r＝

0.877..,ｒ＝0.843..）が認められた。２）幼穂形成期の分光反射係数と収量との相関は，

R650との間に最も商い相関（r＝-0599..）が認められた。さらに，反射係数間の演算値を

川いることにより相関係数が高くなり，Ｒ６５０とR950の比との間に肢も高い相関（ｒ＝

-0.701｡｡）が認められた。３）減数分裂期の分光反射係数と収量との相lX1は，Ｒ６２５との間に
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最も高い相関（r＝-0.878.｡）が認められた。さらに，反射係数間の演算値を用いることによ

り相関係数が高くなり，R625とR850の比との間に最も高い相関（r＝-0.920..）が認められ

た。４）以上の結果，幼穂形成期，減数分裂期において可視～近赤外域の反射率を測定するこ

とにより生育ならびに収量の推定が可能である。

□課題（11-1soda）：リモートセンシングによる作物群落の生理的形質の解析

礒田昭弘（千葉大学園芸学部)，安田嘉純（千葉大学CEReS）

概要：ワタとダイズを乾燥条件（中国新擬ウルムチ）と湿潤条件（千葉県松戸）下で栽培し，

蒸散速度，葉温，葉の調位連動の点から異なる環境条件に対する植物の反応について検討した。

ウルムチではワタの葉温は午前中気温に比べ３～５℃高く推移し，常にダイズより高い値となっ

た．松戸ではウルムチに比べ両作物とも気温との余り差が無く推移した。単位葉面積当たりの

蒸散速度は，ウルムチではワタの２品種がダイズに比べ常に高い値で推移していた。蒸散速度

は飽差の推移とよく似たパターンを示した。松戸においてはウルムチとは逆にダイズ２品種が

ワタ２品種よりも高い値で推移した。ウルムチでは，ダイズの葉面受光量は全天日射量の３分

の２程度であった。ワタではほぼ全天日射量と同程度，ダイズの1.5倍程度の値を示した。松

戸においてもワタが全天日射量とほぼ同程度となり，ダイズの値を上回った．ワタは蒸散能力

が高く，主に飽差によって蒸散速度が制御されているものと考えられる。一方ダイズにおいて

は，蒸散能力はワタに比べ小さく，葉の調位連動と蒸散によって乾燥条件に対応していた。こ

のようにワタとダイズは環境条件に対する反応は全く異なり，特にワタは蒸散能力の点からみ

ても乾燥条件によく適応していることが認められた。

□課題（11-49）：空間スペクトル領域での回転不変丘を用いた画像テクスチヤの定量化とそ

のリモートセンシング画像分類への応用（継続）

奥村浩（佐賀大学理工学部）

概要：画像中のある小領域内のテクスチャ情報を，空間振幅スペクトルの形状から得られた正

規化Ｚｅｍｉｋｅモーメントベクトルを用いることにより定量化する方法を提案した。このテクス

チャ特徴量を用いて教師つきテクスチャ分類を行う場合，適切な場所から適切な広さのトレー

ニングエリアを選定しなければならない。本研究では，遺伝的アルゴリズムを用いて，準最適

なトレーニングエリアを自動選定する手法を提案し，シミュレーション画像や実画像を用いた

性能評価を行った。

□課題（１１－５０）：多バンド衛星データ解析のための新しい植生指標及び解析アルゴリズムの

開発（継続）

村松加奈子・藤原昇（奈良女子大学理学部)，落合史生（帝塚山大学教養学部)，醍醐元正

(同志社大学経済学部）

概要：我々はこれまでにLANDSAT/ＴＭＭＳＳデータを用いて自然環境変動の経年変化検出

のために多次元情報から三次元情報を抽出する解析方法（パターン展開法）を開発してきた。

2001年にはADEOSⅡ衛星がうちあげられ，可視から熱赤外の波長域に36バンドを持つＧＬＩ

センサーが搭載される。このように多バンドのデータを有効に生かすためには，科学的目的に

あった情報をいかに抽出するかということが重要になってくる。これまでの研究により，１）

３つのパラーメータによるパターン展開法が多チャンネルのGLIデータに適用可能である，

２）パターン展開係数を用いて開発した新しい植生指標（VIPD）は，植生の占める面積比率

と１対１の関係にあり，植生の種類にNDVIより敏感である，光合成量子効率と線形である。
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本年度は，Ｉ）これまでに打ち上げられた衛星のデータ，将来取↑()される術ｌｉ１のデータで，波

長数や，波及帯の異なるセンサーのデータをパターン展開係数という同じ軸の｣そで取り扱うこ

とができるか？ということについて検討を行なった。まず，ほぼ迎統スペクトルに対してパター

ン展|;M法が適川できるかどうかを調べた。次に，バンド数が異なった場合の誤差の評価方法に

ついて，新たに'1111度あたりの余りの二乗和を定義し，’二ＩＩｌＩ度と各FIIII度毎の余りの二乗和の

関係を調べた。地｣舌でillll定した植生，土壌，などのサンプル約600をⅢいて，ほぼ辿続スペク

トル（121チャンネル）に対してパターン展開法を適用したところ，各バンドの余りも小さ

く目111度あたりの余りの二乗和は約0.0005であり，３つのスペクトルパターンでサンプルをよ

くフィットできた。以ｌよりパターン展開法は，ほぼ連続パターンでも週)Ⅱ[Jであるという結

果が１１}られた。Ｕ）新しくllM発した植生指標（VIPD）を111いて，１１Ｍ１の純ﾉ'１嫌Iil推定のアル

ゴリズムの|)M発とその検舐を行なった。植生指標ＶＩＰＤがllIlli索内の械被>#《と線形，光合成扇

ｆ効率<と線形である特徴を用いて，植生指標ＶＩＰＤに光合成77効放射11tと係数をかけ，呼吸損

失分を差しd|き，１イｉＺＩｌｌ１分の穣分を行なうことにより，ｈＭＨの純ﾉﾋ歴Iitを求める。補助データ

として，女MIAと光合成有効放射鼠が必要である。係数は，光合成ITtr効率が入射エネルギーが

強くなると飽和する彫瀞や植生の樹冠等の影響に対するものである。Two-streammodel（P．

』､Sellers，1985）とCanopynetphotosynthesismodeI（P.』・SeIlers，1985）を川いてシュ

ミレーションを行ない，係数の値を決定した。このモデルをＬＡＮＤＳＡＴ/ＴＭデータに適用し

検証を行なった。ｉ）和歌''1市，奈良市五条の水田での純ﾉﾋ簾Iitと水稲1itとの比較，ｉｉ）熱帯

林の代衣としてマレーシアのパソ周辺に関して推定を行ない，実iI1lI値との比絞，iii）温帯の常

緑樹林の代表として'二ＭKに関して推定を行ない参照データとの比較を行なった。いずれも，モ

デルからの推定値と参照データはほぼ近い値となり，推定の誤策は約30％と兇枇もった。今

後の課題としては，ｌ１Ｍｉの純生産壁推定モデルの精度を，より多くの参1M(データと比較検討，

樹冠等の彫騨の係数の決定に関して精度をあげていきたい。

□課題（11-51）：中国新湿のボステン湖流域水収支に関する研究（継続）

反島秀樹・趙最蜂（東京水産大学）

概要：騰得盆地はほとんど閉鎖的で極端な乾燥地域であるため，腿堆の開発はｌｉに河川の瀧概

に依存している。ｌｊＭ郁河は，盆地における最も重要な河川であり，その流１㎡は湖に流入する全

ての河川総流litの80％以｣二を占めており，年によって大きく変動する。ポステン湖及び周辺

地域の環境をみると，盆地における潅概面積は，1964～1989（1：において年々蝋１１１１しており，

1989年には993.6k111になった。一方，葦の植生面積が徐々に減少した。ポステン湖における蒸

発蹴をみると，1983年３)]～1984年２月における蒸発鼠は9.3×108㎡であり，また，季節に

よって大きな変化が見られた。なお，この期間のポステン湖における湖への地下水の流人量は

約０５×108㎡であり，地下水は暖かい季節には湖から外に流ＩＩＬ，寒い季節には流入する季節

変化が認められた。今回開発したモデルを用いて，1976～1989イドにおける年､「均の水収支を

解析し，この'１１１の湖水位変動をほぼ完全に説明することが出来た。また，湖の水位変動に対す

る人為的な影轡を評Miすると，1976年～1989年の14年間で激概lni枇の増加により，湖水の水

位は0.8ｍ下がっていることが推算された。

□課題（11-52）：人エ衛星画像による砂丘のパターンおよび行動力学の解明（新規）

羽H1野祐子（理化学研究所)，西森拓（大阪府立大学)，稲垣志緒（茨城大学）

概要：本年度はタクラマカン沙漠における砂丘の衛星画像と比較するため，まず砂lTzのパター

ン形成の計算機シミュレーションを行った。計算モデルにはＢＴ・Wemerによる111己組織化モ
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デルを使用した。このモデルにより画像に見られる様々なパターンを再現することができた。

さらに，砂丘の動力学的な側面，発生・消滅・合併・変形の様子もシミュレーションした。砂

丘はいずれの場合も動的定常状態に達し，卓越風の方向が砂丘のパターンに深く関与すること

が明らかになった。
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26．XiuwanChen，RyutaroTateishi，ChangyaoWang，Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆａｌ－ｋｍｌａｎｄｃｏｖｅｒ

ｄａｔａｓｅｔｏｆＣｈｉｎａｕｓｉｎｇＡＶＨＲＲｄａｔａ，ISPRSJoumalofPhotogrammetry＆Remote

Sensing,ＶＯＬ54,305.316（1999)．

27．LinZhuandRyutaroTateishi，Mappingofagriculturalareausingmultitemporalre‐

motesensingimages，JoumaloftheJapanSocietyofPhotogrammetryandRemote

Sensing,Vol､39,No.1,21-32（2000.3)．

28．樋口篤志，近藤昭彦，池田正一，黒子祐史，草地・水田・雑木林での地表面フラックスと

衛星より得られる可視・近赤外波長域の分光反射特性及び植生指標との関係１．各土地被覆

での地表面フラックスの季節変化，水文・水資源学会誌，１３(2)，124-136（2000)．

29．樋口篤志，近藤昭彦，草地・水田・雑木林での地表面フラックスと衛星より得られる可視・

近赤外波長域の分光反射特性及び植生指標との関係Ⅱ衛星から得られる可視・近赤外波長

域の分光反射特性と地表面フラツクスとの関係，水文・水資源学会誌，１３(2)，137-147

（2000)．

30.Ａ・Kondoh,Ｄ・Nakayama,Ｍ・Tsujimura,andKKuraji,Constructionofworldbasin

waterbudgetdatabase，JJapanSocHydrology＆WaterResources，１２(6)，511-516

（1999)．

31.Ｊ．Ｌi，Ａ・Kondoh，andDNakayama,AnalysesonFloodsofl998inChina,LJapan

SocHydrology＆WaterResources,12(4)，307-318（1999)．

32．HiroshiOkayamaandLi-ZhongWang，Measurementofthespatialcoherenceoflight

mfluencedbyturbuIence,AppliedOptics,ＶＯＬ38,No.12,2342-2345（1999)．
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33．HiroshiOkayamaandLi-ZhongWang，Spatialcoherencedegradationoflｉｇｈｔｉｎｆｌｕ‐
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SensingofEnvironment,ＶＯＬ69,Ｎ０２，１８９－１９３（1999)．

34．KakuyaSugiuraandHimshiOkayama，Ｉｍａｇｅstabilityofplinting-outimages，Ｊ・

ImagingScienceandTechnology,Ｖ01.43,No.6,567-572（1999)．

35．赤松幸雄，瀬戸島政博，安田嘉純，試験体観測による構造物内部の変状と温度変化特性と

の関係の検討，日本リモートセンシング学会誌，voL19(1)，81-86（1999)．

36．赤松幸雄，瀬戸島政博，安田嘉純，熱画像による構造物表面温度と環境条件の関係の検討，

写真測量とリモートセンシング，vol､38(3)，69-75（1999)．

37．赤松幸雄，瀬戸島政博，安田嘉純，熱画像による構造物の変状診断手法の基礎的検討，土

と基礎，voL48(5)，21-24（2000)．

38.ＭohammadSadlyandYoshizumiYasuda，Researchonaself-builtlearningcontrol

mechanisminbackpropagationtraining:convergenceimprovement，写真測量とリモー
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39.ＭohammadSadlyandYoshizumiYasuda，Anaccelerationofbackpropagationtrain‐
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Electrical,Electronics,Communicationandlnformation（IECI)，ｖｏＬ１(1)（1999)．

40.ＭohammadSadlyandYoshizumiYasuda，Ahybridneuralnetworkmodelfor

multispectralLandsatTMdatac1assificationacasestudy；Belopaarea,south-Sulawesi，

Indonesia，JIndonesianSocietyonElectrical，Electronics，Communicationand

lnformation,ｖｏＬ１(2)（March2000)．

41.Ｔ・IshiyamaandKTsuchiya,DevelopmentofBRF（BidirectionalReflectanceFactor）

facilityanditspreliminaryresults,AdvancesinSpaceResearch（Pergamon,ＵＫ)，ＶＯＬ

２３，Ｎ0.8,1389-1392（1999)．

(学内審査論文）

1．竹内延夫，藤吉康志,只石彰,矢吹正教，ライダーで観測される雲出現高度と湿度との

関係,北海道大学低温研究所平成10年度共同研究報告書,55-57,（1999)．

２．佐藤愛樹，久世宏明，竹内延夫，ラマンライダーおよび多波長ライダーによる水蒸気およ

びエアロゾル計測，千葉大学環境科学研究報告,vol２５，１４－１８（2000)．

３．前田和仁，Ｗ､Widada，岡ロ加奈子，久世宏明，竹内延夫，レーザー光の長光路伝搬お
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よび温度相関を利用した大気屈折率構造定数の測定，千葉大学環境科学研究報告，vol25,

19-23（2000)．

4．矢吹正教，大堤新吾，久世宏明，竹内延夫，地上からのエアロゾル観測と人工衛星データ

の大気補正，千葉大学環境科学研究報告,ｖｏｌ､25,9-13（2000)．

(その他の論文）

1．杉森康宏，秋山正寿，鈴木直弥，海洋観測と気候予測一信号処理への期待一，Ｊ、Signal

Processing（学窓の窓)，ＶＯＬ４，No.3,209-222（2000)．

2．近藤昭彦，樋口篤志，草地における分光反射輝度と蒸発散量の関係．第２回水文過程のリ

モートセンシングとその応用に関するワークショップ論文集，79-84（2000)．

3．樋口篤志，西田顕郎，飯田真一，新村典子，近藤昭彦，PGLIERC（PrelimmaryGLobal

lmagerexperimentatEnvimnmentalResearchCenter)；その概要，第２回水文過程のリ

モートセンシングとその応用に関するワークショップ論文集，85-92（2000)．

4．樋口篤志，西田顕郎，飯田真一，近藤昭彦，様々な手法による草地のフェノロジーモニタ

リング：（PGLIERCの成果から)．第２回水文過程のリモートセンシングとその応用に関す

るワークショップ論文集，93-102（2000)．

5．西田顕郎，樋口篤志，飯田真一，近藤昭彦，VI-Ts法とＢＲＤＦによる地表面状態推定手法

の検討一PGLIERCの成果から，Ｃ・第２回水文過程のリモートセンシングとその応用に関

するワークショップ論文集，103-110（2000)．

６．Ａ、Kondoh，Ｄ・Nakayama，Ｂ、Ｄ・Agung，andLEleonora,Geographicdatabasetode‐

scriberegionalcharacteristics，Proc・oflnternationalSymposiumonFloodsand

Droughts,391-395（1999)．

７．ＳＮａｋａｉａｎｄＡ、Kondoh，Ａｓｔｕｄｙｏｎｔｈｅｅｓｔｉｍａｔｉｏｎｏｆｓｏｉｌｃonditionbasedonthe

changeoflanduse，ＰｒｏｃＯｆｔｈｅ６ｔｈＪａｐａｎ／UnitedStatesWorkshoponUrban

EarthquakeHazardReduction,Ｊ-1-7（19991

(箸書）

LNikolaiKharin，RyutaroTateishi，andHusseinHarahsheh，Degradationofthe

drylandsofAsia,CEReS,ChibaUniversity,８１p・（1999)．
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(解説・その他）

1．竹内延夫，久世宏明，矢吹正教，AerosolcharacterizationforlidarmonitoringinAsia，

ResearchesrelatedtotheUNESCO,ｓＭａｎａｎｄｔｈｅＢｉｏｓｐｈｅｒｅＰｍｇｒａｍｍｅｉｎJapan

（1999-2000)，edbyKunioSuzukiJapaneseCoordinatingCommitteeforMAB，39-44

（2000)．

２．中島映至，高村民雄編，講演集「地球・大気系の放射過程とリモートセンシングに関する

セミナー」（189頁）（1999.8)．

3．岡山浩，他，「平成11年度石油資源遠隔探知技術研究開発（資源探査用観測システムの

研究開発)」研究報告書，Ｖｏｌｌａｎｄ２，源探査用観測システム研究開発機構（2000.3)．

4．ＬＣＷＧ/ＡARS（Chairman：RyutaroTateishi）andCEReS/ChibaUniversity，AARS
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（1999.8)．

5．川幡穂高，浅沼市男，粟屋善雄，海洋の炭素循環における地球環境観測衛星の役割一

ＧＣＭAPSプログラムその１－，地質ニュース548号，19-26（2000）

6．安田嘉純，宇宙から海洋微生物活動を視る（植物プランクトンのリモートセンシング）：

応用物理，voL66(6)，649-655（1999)．

7．安田嘉純，リモートセンシング概論，リモートセンシングで何がみえるか：第４回農業リ

モートセンシング実利用研究会予稿集，宇宙開発事業団衛星リモートセンシング推進委員会，

ｐ9５（1999.11)．

8．安田嘉純，巻頭言，リモートセンシング技術の進歩：水門・水資源学会誌，voL12(3)，

203-204（1999)．

９．石山隆，科学研究費補助金報告書「乾燥地の植生モニタリングに適した植生指数アルゴ

リズムの開発と砂漠化調査への応用一乾燥地の植生モニタリングに適した植生指数アルゴリ

ズムの開発一」７６Ｐ（2000)．

10．本郷千春，第４回農業リモートセンシング実利用研究会予稿集，高精度衛星データ利用の

現状と展望,ｐ29-33（1999.11)．

1Ｌ本郷千春，田村栄作，次世代農業を拓く高解像度衛星IKONOS，写真iIl1I量とリモートセ

ンシング,Vol､38,No.６，４－５（1999)．

12．本郷千春，テレビ朝日：ニュースステーション(1999.10.13放映)，ＮＨＫ：情報プリズム

北海道（1999.1224放映)，テレビ東京：ワールドサテライトビジネス（20003.20放映)．
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１３池、卓，フイルムテストーフジクローム64Ｔタイプ｢プロフェッショナル｣，雑誌「写

真工業｣，ｐ7．９（1999.5）

14．池田卓，フイルムテストーエクタクロームE100VS，「写真工業｣，ｐ､7-9（1999.6）

15．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラーフィルムの色再現，エクタクロームＥ１００Ｓ

「写真工業｣，ｐ19,ｐ90-92（1999.7）

16．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラーフィルムの色再現，エクタクロームＥ１００

ＶＳ，「写真工業｣，ｐ､16,ｐ､92-95（1999.9）

17．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラーフイルムの色再現，ベルビア，プロビア，

新羅，「写真工業｣，ｐ１６，ｐ90-93（1999.10）

18．池田卓，フイルムテストーフジカラースペリア400/プロ４００，「写真工業｣，ｐｌ３－１６

（1999.11）

19．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラープリントの色再現，コダックロイヤルゴー

ルド100/400,「写真工業｣，ｐ､19,ｐ､105-107（1999.10）

20．池田卓，フイルムテストーコニカカラーセンチニリアAPS200/400,「写真工業｣，ｐ7-9
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21．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラープリントの色再現，コニカカラーセンチュ

リア100/400Check1カラープリントの色再現，「写真工業｣，ｐ､１６，ｐ17,ｐ89-92（1999.

12）

22．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラープリントの色再現，富士スペリア100,400,

「写真工業｣，ｐｌ９，ｐ､105-107（2000.1）

23．池田卓，フイルムテストーフジクロームトレピ100,「写真工業｣，ｐｌ３－１５（2000.2）

24．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラーインクジェットプリンターの色再現，キャ

ノンBJF850，「写真工業｣，pl6-17,plO2-104（2000.2）

25．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラーインクジェットプリンターの色再現２，エ

プソンPM-800C，「写真工業｣，ｐ､20,ｐ､２１，ｐ89-92（2000.3）

26．池田卓，大沼一彦，写真を科学する－カラーインクジェットプリンターの色再現３，

HP-970Cxi，「写真工業｣，ｐ､10,ｐｌｌ，ｐ､83-86（2000.4）
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■３．２学会・研究会での発表

(国際学会・国際会議）

１．Ｗ、Widada，Ｈ・ＫｕｚｅａｎｄＮ・Takeuchi，Phasefunctiondependenceofmultiplescatter‐

inglidarsignals,MUSCLE（MultipleScatteringLidarExperiments)10,Florence,Italy，

Ａｐｒｉｌｌ９-22,1999.

２．TFujii,Ｔ・Fukuchi，NGoto，Ｋ・Nemoto，WuYonghuaand

wavelengthDIALsystemfOrmeasurementofatmospherictrace

RemoteSensingoftheAtmosphere'99,Santabarbara,Ｊｕｎｅ20-26,

Ｎ・Takeuchi，Multi‐

substances，Optical

l999．

aNTakeuchi，Ｍ・Yabuki，Ｍ、Minomura,Ｊ､Niuand

sitionmonitolinginJapanandsoutheastAsiaand

ters，１stAsianAerosolConference（ＡＡＣ)，261-262,

Ｈ，Ｋｕｚｅ，Aerosolchemicalcompo‐

thederivationofopticalparame‐

SP3-6,Ｊｕｌｙ26-28,1999.

４．Ｍ．Minomura,Ｍ・Yabuki，SNaito,Ｈ・Kuze,ａｎｄＮ・Takeuchi，Atmosphericcorrection

ofsatellitedatausinglidarobservationandaerosolopticalparametersderivedfrom

chemicalcompositionmonitoring,１stAsianAerosolConference（ＡＡＣ)，263-264,SP3-7，

Ｊｕｌｙ26-28,1999.

５．Ｎ、Takeuchi，HKuze，Ｍ、Minomura，Ｈ・Kinjo，ａｎｄＷ、Chen，Lidaractivitiesat

CEReS，ChibaUniversity，AsianLidarObservationNetworkMeetingSeoulNational

Univ.，Ｓ1-1,Ａｕ9．３０，１９９９．

￣

６．Ｍ.Yabuki,NTakeuchi,Ｈ・Kuze,Ｗ・Chen，Ｓ・Naito，S-C・ＹＯＣ､，Ｊ－ＧＷｏｎ，Ｊ・Qiu，Ａ、

Ｙ・SCheng,Ｈ・Liu,ａｎｄＪ．Ｔ・Villarin，OpticalpropertiesandSIparameterofaerosol

sampledinAsiancities，AsianLidarObservationNetworkMeetingSeoulNational

Univ.，Ｓ3-1,Ａｕｇ30,1999.

７．Ｎ､Takeuchi,Ｗ・Chen,Ｈ・Kuze,Ｔ・Omatsu，Ａ・Sone,ａｎｄＨ・Ｋan,Designofaportable

automatedlidarforaerosolandcloudsensing,ProcCLEO/'99,PacificRimTuC3，３１‐

３２，Seoul，Aug30-Sep,３，１９９９．

８．Ｎ・Takeuchi,AerosolcharacterizationforlidarmonitoringinAsia，ProcCLEO/'99,

PacificＲｉｍ，ＴｈＥＳＳ２-1,1048-1049,Seoul，1999.

９．N・TakeuchLW･Chen，H･Kuze，T・Omathu，Ｙ・Suzuki，Ａ,SoneandH.Ｋan，

ContinuousobservationofAsianaerosolandcloudfeatur巴sbyautomatedlidar，ＩＬＳＳ

’99,Ｓ2-2,33-36,ＦｕｋｕｉUniv.，１９９９．

１０．Ｈ､Kinjo,Ｈ､Kuze,Ｔ,TakamuraandNTakeuchi,Derivationofaerosolextinction-to‐

backscatteringratiousingamulti-wavelengthlidarandasunphotometer，１，t・Laser
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SensingSymp・'99,ｓ2-4,41-42,FukuiUniv.，１９９９．

11.Ｊ・Niu,Ｗ・Chen，Ｈ、KuzeandNTakeuchi，SomeaerosoleventsinAsiaobserveｄｂｙ

ＬＩＴＥ，ＩＬＳＳ’99,Ｐ1-13,103-104,Fukui，１９９９．

12.Ｔ・Fujii,Ｔ・Fukuchi,NGoto,Ｋ・ＮｅｍｏｔｏａｎｄＮ,Takeuchi,DuaIDIALmeasurements

ofverticalconcentrationprofilesofppb-orderatmosphericSO2，ＩＬＳＳ'99,ｓ5-3,181-184,

Ｆｕｋｕｉ，１９９９．

13.Ｔ､Fukuchi,Ｔ・Fujii,Ｎ､Goto,KNemoto,Ｙ・ＷｕａｎｄＮ・Takeuchi,Developmentofa

multi-wavelengthDIALsystemandozonemeasurementinthelowertroposphere,ＩＬＳＳ

’99,Ｐ2-3,203-206,Fukui，１９９９．

１４．Ｎ・Takeuchi，Ｍ・Yabuki，ａｎｄＨ・Kuze，Derivationofaerosolopticalpropertiesin

AsianCities，ＣＣＳＲＣＯＥ９９ＷＳ.，Kyoto，Dec､１，１９９９．

１５．Ｎ・Takeuchi，Seminarｏｎ，，NetworkLidarandsatellitemonitoringofAsianAerosoI1,，

CityUniversityofHongKongJune7，1999.

１６．Ｎ・Takeuchi，Seminarｏｎ，'LidarandsatellitemonitonngofAsiandustanditsrela‐

tiontoTropicalClimate，,，ChulalongkornUniversity，Ｊｕｌｙ２，１９９９．

１７．ｓ．Kaneta，Ｔ・Takamura，Ｙ・Honda1Y・Iwasaka，ａｎｄＧ､ＹＳｈｉ，Atmosphericaerosol

characteristicsintheeastAsia,SP3-4（7/29)，FirstAsiaAerosolConference,Jul27-29，

Nagoya，１９９９．

１８．Ｔ･Takamura，AnAsiannetworkforaerosolandradiationstudy，inProceedingof

WorkshoponCIimatoIogicalAnalysisofC1oud-AerosolRadiationEffectintheEast

Asia，ｐｐ,39-50,Sapporo，Ａｕｇ19-20,1999.

l9NaoyaSuzuki，NaotoEbuchijunSuwa，YasuhiroSugimori，Advancedanalysisof

therelationshipbetweennon-dimensionalroughnesslengthandwaveagebasedon

fieldmeasurements-Studyofair-seaCO2transferusingsatellitedata-，GasTransfer

atWaterSurface，TheFourthlntemationalSymposiｕｍ，Ｊｕｎ5-8,2000.

20．HironobuOishi，KojiKajiwaraandYoshiakiHonda，Estimationofbiomassusing

threedimensionalscanningsystem，InternationalArchiesofPhotogrammetryand

RemoteSensingXXXII-5B3W12，ｐ､１６９－１７２，１９９９．

21．MasanaoTsutsui,Kazutakalizuka,KojiKajiwaraandYoshiakiHonda,Development

ofgroundtruthmeasurementsystemusingRChelicopter，InternationalArchiesof

PhotogrammetryandRemoteSensing，ＸＸＸＩＩ－５Ｂ３Ｗ１２，ｐ75-78,1999.
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22．AsakoKonda，Ｄ・Hongo，HIchikawa，KKajiwara，Ｍ、ＭｏｒｉｙａｍａａｎｄＹ・Honda，

EstimationofgrasscanopyheightusingitsBRDFproperty，Proceedingsofthe20th

AsianConferenceonRemoteSensing，ｐ839-842,1999.

23．MasayukiMatsuoka，KKajiwara，Ｔ，Hashimoto

methodforNOAA/ＡＶＨＲＲＧＡＣｇｌｏｂａｌｄａｔａｓｅｔ，

ConferenceonRemoteSensing，ｐ､865-870,1999.

ａｎｄＹ・HondaNewcomposite

Proceedingsofｔｈｅ２０ｔｈＡｓｉａｎ

24．HironobuOishi，YoshiakiHonda，andKojiKajiwara，Estimationofbiomassusing

threedimensionalscanningsystem，Proceedingsofthe20thAsianConferenceon

RemoteSensing，ｐ865-870,1999.

25．HironobuOishi，YoshiakiHonda，andKojiKajiwara，Estimationofbiomassusing

threedimensionalscanningsystem，Proceedingsofthe20thAsianConferenceon

RemoteSensing，ｐ821-834,1999.

26．MasanaoTsutsui，YoshiakiHonda，andKojiKajiwara，GroundtruthmeasurCment

systemusingRCHelicopter，Proceedingsofthe20thAsianConferenceonRemote

Sensing，ｐ369-374,1999.

27．ToshiakiHashimoto,CorrectionofOCTSSensorAUgnment，Proceedingsofthe20th

AsianConferenceonRemoteSensing，ｐ８０７－８１１，１９９９．

28.Ｔ・Hashimoto,GeometriccorrectionofADEOS-II/GLI,Proceedingsofl8thlSPRS,Ｂｌ

ｐ､141-147,2000.

29.Ｇ.Ｒ・Ｙｕ;Ｔ・Ｍｉｗａ,Ｊ・Zhuang,andKNakayama,Researchonspectralcharacteristics

ofpIantleavesunderenvironmentalstresses，ProceedingsoftheSecondlntemational

Conference,GeospatiallnformationinAgricultureandForestry,VolⅡpⅡ-42～Ⅱ-49,

LakeBuenaVista,Florida,Ｊａｎ10-12,2000．

30．RyutaroTateishi，LandcoverofAsia，InLWorkshoponMobileMapping

Technology，Ｐ1-6-1～Ｐ1-6-7,Bangkok，Thailand，April21-23,1999.

31．Jong-HyunPark,KetutWikantika,andRyutaroTateishi,Comparlsonoffourdiffer‐

entmethodstofusemulti-sensorandmulti-resolutionremotelysenseddataforurban

topographicmappmg，ＩＥＥＥＩＧＡＲＳＳ'99,Hambul君，Germany，June28-Ju1y2，１９９９．

32．Jong-HyunPark,RyutaroTateishi，KetutWikantika,andJong-GeolPark，Thepoten‐

tialofhighresolutionremotelysenseddatatourbaninfrastructuremｏｎｉｔｏｒｉｎｇｌＥＥＥ

ＩＧＡＲＳＳ'99,Hamburg,Germany，June28-July2，1999.

33．Ｐ.、Gunin，Ｒ、Tateishi，ａｎｄＭ・Saandar，Assessmentandmappmgofdegradatioｎ
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anddesertificationprocessesusiｎｇＮＯＡＡＡＶＨＲＲｏｎｔｈｅｔｒａｎｓＢａｉｋａｌｔｒａnsect，

Proceedingsofthelnte｢nationalConference，DiveIsityoftheplantcoverwithinthe

BaikalregionUlan-Ude，Russia，September７－１０，１９９９，

34．LinZhuandRyutaroTateishi，AnewtemporaldatalusiontechniqueIOrdiscrimina‐

tionofagriculturalareausingmulti-temporalsatelIitedata,ProceedingsolJapanChina

SymposiumonAdvancedlnfOrmationTechnologyp331-340，Tokyo，OCL5-7,1999.

35．RyutaroTateishi，Chen-gangWen,andJong-geolPark，Continentallandcovermap‐

ｐing/monitoringandgroundtruthdatabase，ProceedingsoflnternationalSymposium

onRemoteScnsing，ｐ１３．１８，Ｋａｎｇｎｕｎｇ，Korea，Ｎｏｖｅｍｂｅｒ３･5,1999.

TateishiandJong-geolPark，PreprocessingforglobalIandcoｖｅｒｃｈａｎｇｅ

ｂｙｔｉｍｅｓｅｒｉｅｓＡＶＨＲＲＮＤＶＩdataProceedingsofthe20thAsian

onRemoteSensing，ｐ623-628,HongKong，November22-25,1999.

36．Ryutaro

monitoring

Conference

37．ＫａｚｕｈｉｋｏＯｈｎｕｍａ，TakashilkedaYasufumiFukuma，andHidetakaAeba，New

methodofnervefiberlayerdefectdetectionbyusingtheratiobeｔｗｅｅｎＲＧＢｃｏｌｏｒｉｍ‐

ages,ＯＷＬＳ（VIInternationalConferenceonOpticsWithinLifeSciences）Sydney，

AustraliaFeb,２２，１９９９．

38．ＬＡｓａｎｕｍａ，Ｋ・Matsumoto，Ｈ・Okano，ａｎｄＴ・Kawano，BIoomingmechanismoff

LombokStraiLProceedingsofthelnternationａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍｏｎＯｃｅａｎＣｏｌｏｒＲｅｍｏｔｅ

ＳensingandCarbonFlux，Chiba，１９９９．

３９．１．Ａｓａｎｕｍａ，ValidationofoceancolorsateIlitedataproductsandbio-opticalmeasure‐

mentsinthesub-arcticandequatorialNorthPacific，ProceedingofSIMBIOSteam

meeting，Annapolis，１９９９．

40．ＬＡｓａｎｕｍａ，PrimaryproductivitymodelusingsatelIitedata，ＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｏｆＣａｒｂｏｎ

ＦｌｕｘｉｎｔｈｅＮｏrthernPacific，Nagoya，2000.

41.Ｋ．Sasaoka，SSaitoh，ＬＡｓａｎｕｍａ,Ｋ・Ｉｍａｉ，Ｍ・ＨｏｎｄａａｎｄＴ、Saino，Oceancolorvarl‐
●

abiIityofJapanJGOFStimesenesstationKNOTanditsadjacentwaters,northwestem

NorthPacificobserveｄｂｙＯＣＴＳａｎｄＳｅａＷｉＦＳ，Proceedingsofthelnternational

SymposiumonOceanColorRemoteSensingandCarbonFluｘ，Chiba，1999.

４２．Ｍ．ＬｅｗｉｓａｎｄＬＡｓａｎｕｍａ，Ｉｎｔｅｒａｎｎｕａｌｖａｒｉａｂｉｌｉｔｙｉｎｔｈｅｏｐticalcharacteristicsofthe

equato｢iaIPacific：ConsequencesfortheupperoceanheatbudgeLProceedingsofthe

lnternationaISymposiumonOceanColorRemoteSensingandCa｢ｂｏｎＦｌｕｘ，Chiba，

１９９９．

43．ＨＹ・Inoue，Ｍ・Ishii，Ｈ、Matsueda，Ｔ、Tokioka，SSaito，Ｔ・Kawano，Ａ、Murata，ａｎｄ
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LAsanuma,VariationsinCO2outfluxfromthecentralandwestemequatorialPacific，

ProceedingsofthelnternationalSymposiumonOceanColorRemoteSensingand

CarbonF1ux，Chiba，１９９９，１２．

44.Ｍ．Ｃ・Honda，Ｍ・Kusakabe，Ｆ，Hoshi，Ｔ・Sugawara，andLAsanuma，Compansonbe‐

tweencarbonfluxescollectedbytime-serlessedimenttrapexperimentandthepnmary

productivityestimatedwithsatellitedata，ProceedingsofthelnternationalSymposium

onOceanColorRemoteSensingandCarbonFlux，Chiba，１９９９．１２．

45．ShohakuKoandRShibasaki,Comparativestudyonmap-projectiｏｎｂａｓｅｄａｎｄｄｉ‐

rectsphericaltessellation，InternationalConferenceonDiscreteG1obalGrids，Univ・of

CalifOrnia，Mar、26-28,2000.

(国内学会）

1．矢吹正教，内藤季和，久世宏明，竹内延夫，化学組成から導出される光学特性の関東

地方における年変動，日本気象学会1999年春季大会講演予稿集,ｐ295,1999.

2．竹内延夫，矢吹正教，美濃村満生，久世宏明，アジア各地におけるエアロゾルの光学的性

質の導出，日本リモートセンシング学会第26回(平成11年度春季)学術講演会（論文集,p､711‐

712）（千葉大）1999.

3．劉瑛環，近藤昭彦，高村民雄，竹内延夫，衛星画像による温帯亜高山における針葉樹林

分布パターンの判読，日本リモートセンシング学会第26回学術講演会（千葉大）1999.

4．朝隈康司，汝剣飛，久世宏明，竹内延夫，衛星画像によるインドネシア森林火災が及ぼ

す影響への考察，日本リモートセンシング学会第26回学術講演会，ｐ,156-158（千葉大）

１９９９．

５．Ｗ・Widada，久世宏明，竹内延夫，ライダー信号における多重散乱成分の相対湿度依存

性，日本リモートセンシング学会第26回学術講演会（千葉大）1999.

6．只石彰，SBaimoung，中島映至，竹内延夫，タイにおける雲底高度のライダー連続観

測，日本気象学会1999年春，ｐ330（東京）1999.

７．只石彰，内山明博，浅野正二，久世宏明，竹内延夫，衛星データとライダー観測による

雲高度の比較，日本気象学会1999年春，ｐ225（東京）1999.

８．藤雁群，鉦建国，久世宏明，竹内延夫，ＣＣＤを利用した多チャンネル太陽光分光観

測装置による大気微量成分コラム量の導出と精度評価，第23回光波センシング技術研究会

No.1２（江東区）1999.
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９．竹内延夫，環境を科学する－ライダーおよび衛星データによるアジア地域のエアロゾル分

布の観測，日本シミュレーション学会（千葉大）1999.

10．竹内延夫，リモートセンシングと分光（イントロダクトリートーク)，CEReS共同利用研

究会「リモートセンシングにおける分光学的基礎」（千葉大）1999.

11．久１１t宏明，リモートセンシングにおける放射過程，CEReS共同利用研究会「リモートセ

ンシングにおける分光学的基礎」（千葉大）１９９９

12．竹内延夫，アクティブセンサとしてのライダー，CEReS共同利用研究会「リモートセン

シングにおける分光学的基礎」（千葉大）1999.

13．矢吹''１教，竹内延夫，内藤季和，久世宏明，化学組成測定によるエアロゾル光学パラメ

タの導ｌｌ}’第16回エアロゾル科学・技術研究討論会，ＣＩＯ，ｐ､48-49（名古屋）1999.

14.Ｍ．Narukawa,Ｋ・ＫａｗａｍｕｒａＮ、Takeuchi，ａｎｄＴ・Nakajima，WatersoIubleorganic

matterandcarbonisotopicratioofaerosolsfroml9971ndonesianforestfires，第１６

回エアロゾル科学・技術研究試論会，ＣＯ９，ｐ､45.47（名古屋）1999.

15．佐藤愛樹，庄谷竜一，久世宏明，竹内延夫，ラマンライダーによる水蒸気計測とエアロゾ

ルライダーの較正手法の開発，第60回（平成11年秋季）応用物理学会秋季講演会，３pG5

（甲南人）1999.

16．前H1和仁，Ｗ・Widada，久世宏明，竹内延夫，レーザー光の長光路伝搬によるエアロゾ

ルの測定と大気揺らぎの計測（Ⅱ)，第60回応用物理学会秋季識演会，３pG6（甲南大）1999.

１７．１１１丼四海，久世宏明，岡沢理華，竹内延夫，1.5匹、帯半導体レーザーとファブリーペロー

共振器を用いた微量気体センサの開発，第60回応用物理学会秋季識演会，３aG9（甲南大）

１９９９．

18．汝剣飛，朝隈康司，美漉村満生，久世宏明，竹内延夫，SeaWiFSデータを用いた黄砂

の多チャンネル分析，第25回りモートセンシングシンポジウム（日大習志野）1999.

19.大堤新吾，朝隈康司，美濃村満生，金田真一，久世宏明，竹内延夫，ＡＶＨＲＲ画像を用い

た関東域におけるエアロゾルの光学的厚さの導出，第25回リモートセンシングシンポジウ

ム（日大習志野）1999.

20．武田明知，矢吹正教，内藤季和，久世宏明，竹内延夫，千葉におけるエアロゾルの光学特

性一化学組成からの導出，日本気象学会1999年秋季大会，ｐ,276,1999.

21．金城秀樹，矢吹正教，久世宏明，高村民雄，竹内延夫，多波長ライダーおよびサンフォト

メータを組み合わせたライダー定数の導出，第24回光波センシングテクノロジー，ｐ､101‐

１０４，１９９９．
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22．竹内延夫，久世宏明，矢吹正教，ライダーの定量化を目指して，第74回微小光学研究会

（国立天文台）1999.

23．矢吹正教，金城秀樹，久世宏明，竹内延夫，多波長ライダーによる大気エアロゾル物理特

性の導出，第471回|応用物理学関係連合講演会，２９pＭ３，（東京）2000.

24．秋元竜，陳衛標，鈴木義英，中村重記，久世宏明，竹内延夫，尾松孝茂，曽根明弘，

菅博文，受動Ｑスイッチを利用した高繰り返しライダー用ＬＤ励起光源の開発，第47回応用

物理学関係迎合識演会，２９pM12，（東京）２０００

25．鈴木義英，陳衛標，秋元竜，曽根明弘，菅博文，久世宏明，竹内延夫，耐環境型可

搬型全自動ライダー（PAL）の試作，第47回応用物理学関係迎合講淡会２９pM16，（東京）

2000.

26．藤井陸，福地哲生，後藤直彦，根本孝七，竹内延夫，大気中SO2のdualDIAL計iM，第

４７回応用物理学関係迎合講演会，２９pＭ２，（東京）2000

27．久慈誠，岡田格，高村民雄，スプリットウインドウデータによる大陸規模での可降水

量の推定，日本気象学会1999年春季大会（東京）1999.4.

28．秋山将，金田真一，高村民雄，分光型サンフオトメータによる大気水蒸気鼠の推定，日

本気象学会1999年秋季大会講演予稿集，ｐ302（福岡）1999.11

29．金田真一，秋山将，高村民雄，可視・近赤外域での大気エアロソルの屈折率推定アルゴ

リズムと観測データの解析，日本気象学会1999年秋季大会講演予稿集，ｐ､275（福岡）

１９９９１１．

30．山本尉太，吉田大輔，高村民雄，航空機搭載マイクロ波放射計による可降水量，雲水量推

定，日本気象学会1999年秋季大会講演予稿集，ｐ301（福岡）1999.11.

31．山本尉太，吉田大輔，高村民雄，中井専人，水野孝則，航空機・船舶搭iliRマイクロ波放射

計による可降水量雲水量の推定，九州における梅雨特別観測に関するワークショップ，予稿

集ｐ27-30,1999.11.

32．吉田大輔，山本尉太，高村民雄，ＴＭＩデータを用いた可降水量・雲水戚の推定，日本リ

モートセンシング学会第27回学術講演会論文集，pp309-310（熊本）1999.11.

33.Ｔ・Takamura，LOkada，Ｙ、Takayabu，ａｎｄＴ・Nakajima，EstimationofRadiation

budgetfromGMS-5anditsvalidation，ADEOS/ADEOSIIJointWorkshopinKyoto，

１９９９．１２．

34．加山斉，鈴木直弥，江淵直人，諏訪純，杉森康宏，風浪の発達過程に関する無次元粗

度と波齢の逆数の解析一平塚観測塔データの解析Part２－，日本海洋学会（東京)，2000.
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35．黒岩大悟，大灘商浩，秋山正寿，諏訪純，石坂丞二，杉森康宏，衛星データNOPACCS

資料を用いた海洋ＣＯ２分圧の推定，日本海洋学会（東京)，2000.

36．鈴木直弥，江淵直人，杉森康宏，風浪の発達過程に関する無次元粗皮と波齢の逆数の関係

の解析一摩擦速度・海上風速特性に関する研究一，海洋理工学会（東京)，2000.

37．森山雅雄，近田朝子，梶原康司，本多嘉明，大気効果を考慮したＮDVI（その２），日本

写真測蹴学会，写真iIUl量学会平成11年度年次学術講演会発表論文集，513.516,1999.

38．栗１１１圭人，山本浩万，梶原康司，橋本俊昭，本多説明，現地観測データをI1jいた広域草地

バイオマス推定の検証方法に関する研究，日本写真ill1n学会，写真mllit学会平成11年度年

次学術講演会発表論文集，15-18,1999.

39．橋本俊昭，ＮＯＡＡ衛星の時計誤差補正,日本写真測厭学会,写真測厭学会平成11年度秋季学

術講演会論文染，17-20,1999.

40.大石祐信，梶原康司，本多嘉明，植物の３次元柵造データを利用したバイオマス測定，日

本写真測量学会，写真測量学会平成11年度秋季学術講演会論文集，77-80,1999.

ノ 41．近田朝子，筒井正直，梶原康司，本多嘉明，現地観測によるＢRDFモデルを用いた草丈

推定アルゴリズムの検討，写真測鼠学会平成11年度秋季学術講演会論文架，81-84,1999.

42．筒井正直，飯塚一賞，梶原康司，本多嘉明，ＲＣヘリコプターを用いた現地観測システム

の開発，写真側且学会平成11年度秋季学術講演会論文災，117-120,1999.

43．橋本俊昭，ＮＯＡＡ衛星の時計誤差補正，日本写真測鳳学会秋季学術識演会講演集，17-20,

1999.

44．三輪卓司，樹木葉のスペクトルについての実験的考察Ｘ；分光データと葉中水含最の相関

関係の検討，日本リモートセンシング学会第26回学術識iii会論文集，599-600,1999.5.

45．三輪卓司，干賀端，草本植物葉のスペクトルについての実験的考察Ⅲ；施肥量を変えて

生育し，水ストレスを与えたトウモロコシ，ダイズ葉の反射率と諏々の生理物理量の関係，

日本リモートセンシング学会第26回学術講演会論文災，661-662,19995.

46．三鏑卓司，池Ｈ１卓，樹木葉のゴニオスペクトロラジオメトリー；ゴニオスペクトロラジ

オメータの試作と樹木葉の反射スペクトル，日本リモートセンシング学会第27回学術講演

会論文集，57.58.1999.11.

47．三輪卓司，千貨瑞，草本植物のスペクトルについての実験的検討Ⅳ；極々の施肥量で育

成後，水ストレスを与えたトウモロコシ，ダイズ葉の透過率，反射率と生理物理量の関係，

日本リモートセンシング学会第27回学術講演会論文架，55.56,1999.1Ｌ
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48．池田卓，大沼一彦，三森満，三輪卓司，Ｌｏａ.ｂ・色空間におけるカラースライドフイ

ルムの色再現特性評価(3)，日本写真学会1999年度秋期大会講演要旨集，16-17,1999.12.

49．朱林，建石隆太郎，多時期多センサ衛星データによる農地マッピング手法，日本写真測

量学会年次学術講演会発表論文集，ｐ､491-494（千葉大）1999.5.

50．朴鍾布，建石陸太郎，AVHRRNDVIにおける太陽天頂角の影響評価，日本写真測量学

会年次学術講演会発表論文集，ｐ495.498（千葉大）1999.5.

51．建石陸太郎，黒沢夕，ＡＶHRRデータによる広域積雪分布抽出に関する研究，日本写真

測量学会年次学術講演会発表論文集，ｐ499-502（千葉大）1999.5.

52．KetutWikantika，JosaphatTetukoSri，ParkJong-HyunRyutaroTateishi，Agung

BudiHarto,Characteristicsofmulti-temporalbackscattercoefficientofJERＳ－１ＳＡＲｉｎ

ｕｒｂａｎａｒｅａ，日本写真測量学会年次学術講演会発表論文集，ｐ､503-504（千葉大）1999.5.
Ｉ

53．温成剛，建石陸太郎，ＮＯＡＡＡＶＨＲＲ１ｋｍデータによるアジアの土地被覆分類，日本

写真測量学会年次学術講演会発表論文集，plO7-110（千葉大）1999.5.

～
～

５４ParkJong-Hyun,建石隆太郎，KetutWikantika，高解像度衛星データのマルチセンサ

画像融合に関する研究，日本写真測量学会年次学術講演会発表論文集，ｐ605-608（千葉大）

１９９９．５．

、

55．HusseinHarahsheh，衛星データによる沿岸管理ケーススタディ：死海沿岸の後退，日本

写真測量学会年次学術講演会発表論文集，ｐ､603-604（千葉大）1999.5.

56．ＬＫ・Perera，建石隆太郎，温成剛，空間データの視覚化における色の役割，日本写真

測量学会年次学術講演会発表論文集（千葉大）1999.5.

57．大林成行，小島尚人，柳順敬，孫田岳史，建石陸太郎，ネットワーク環境下で公開する

地球観測情報データセットの管理・運用について，日本写真測量学会年次学術講演会発表論

文集（千葉大）1999.5.

58．金東煕，朴鍾懇，建石陸太郎，ＮＯＡＡ/ＡＶHRRデータにおけるＮDVIと地表面温度

推定データの特徴解析，日本写真測量学会秋季学術講演会発表論文集，221-222（北海道）

１９９９．１０．

59．赤松幸雄，瀬戸島政博，安田嘉純，熱画像パターンによる構造物の変状判別に関する基礎

的検討，日本写真測量学会平成11年度年次学術講演会発表論文集，445-448,1999.5.

60．赤松幸雄，瀬戸島政博，安田嘉純，熱画像パターンに基づく構造物の変状判別手法の検討，

日本写真測量学会平成11年度秋季学術講演会発表論文集，153-158,1999.10.
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61．爺寧，高済典故，岡山浩，大気チエンパーを用いた水蒸気中のゆらぎによって影響さ

れた光の空間コヒーレンスの測定，第４２回自動制御連合講演会（日大船橋）1999.11.

62．ＮｉｎｇＹｕ，ShinyaTakasumi，andHiroshiOkayama，Relationshipbetweenturbulence

bywatervaporandspatialcoherenceoflight，第２回CEReSシンポジウム（千葉大）

１９９９．１２．

63．佐藤一絃，川崎政彦，石山陸，マングローブ林の分光反射率の潮位による変化，１９９９

年度日本写真測儲学会・日本リモートセンシング学会合同学術講演会，ｐ67-68（千葉大）

１９９９．５．

64．加藤尚子，石山隆，藤原昇，村松加奈子，コンクリート・芝地・樹冠の二方向性反射

率に関する解析，1999年度日本写真測量学会・日本リモートセンシング学会合同学術講演

会，ｐ429-430（千葉大）1999.5.

65．内田清孝，石山陸，田中壮一郎，山下安之，加藤雅胤，ASTERデータによる乾燥地周

辺の植生指数分布図の評価，1999年度日本写真測熾学会・日本リモートセンシング学会合

同学術講演会，ｐ､579-580（千葉大）1999.5.／
１

66．石山陸，植生被覆率による分光反射特性とその植生指数，（社)日本リモートセンシング

学会評価・標準化研究会・IEEEGeoscienceRemoteSensing，TokyoChapter・評価・標

準化研究会セミナーノート（No.ES-99-O2）ｐｌ－１２（工学院大）1999.11.

／

67．池田卓，大沼一彦，三森満，Ｌ・ａ､け色空間におけるカラースライドフイルムの色再

現特性評価(2)，日本写真学会年次大会要旨集，ｐ139-140,1999.5.

68．池田卓，大沼一彦，三森満，三輪卓司，Ｌ・ａ.ｂ・色空間におけるカラースライドフィ

ルムの色再現特性評価(3)，日本写真学会秋期大会要旨集，1999.12.
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[４］国際交流

■４．１学術交流協定

(本年度は該当なし）

■４．２研究者の国際交流

（外国人来訪者，滞在者）

インドネシア大学工学部（インドネシア）視察

インドネシア大学工学部（インドネシア）視察

インドネシア大学工学部（インドネシア）視察

インドネシア大学工学部（インドネシア）視察

インドネシア大学工学部（インドネシア）視察

インドネシア大学工学部（インドネシア）視察

釜慶大学（韓国）研究打ち合わせ及び視察

釜慶大学（韓国）研究打ち合わせ及び視察

釜慶大学（韓国）研究打ち合わせ及び視察

ThailandMeteorologicalDepartmenｔ（タイ）共同研究打ち合わせ

寧夏気象科学研究所（中国）日中共同研究「日中韓エァロゾ

ル放射ワークショップ」出席

中国科学院大気物理研究所（中国）ワークショップ出席

中国科学院大気物理研究所（中国）ワークショップ出席

中国科学院大気物理研究所（中国）ワークショップ出席

中国科学院蘭州高原大気物理研究所（中国）ワークショップ出席

香港城市大学（中国）研究打ち合わせ

UNESCOJakartaOffice（フィリピン）研究打ち合わせ

スィリプス海洋研究所（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

NＡＳＡ（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

ダルハウズィ大学（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

ハワイ大学（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

スクリプス海洋研究所（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

マイアミ大学（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

ニューハンプシャー大学（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

ジェット推進研究所（アメリカ）国際シンポジウム講演・参加

青島海洋大学（中国）国際シンポジウム講演・参加

ＮＡＳＡゴダードスペースフライトセンター国際シンポジウム講演・参加

ＮＡＳＡゴダードスベースフライトセンター国際シンポジウム講演・参加

カナダ海洋科学研究所（カナダ）国際シンポジウム講演・参加

ベットフォード海洋研究所（カナダ）国際シンポジウム講演・参加

ベットフォード海洋研究所国際シンポジウム講演・参加

DadangGunawan

DennySetiawan

ECArgawvata

K．Ｇ・ＳＡｓａｉｌ

ＣＨＡＩＲＵＬＷＡＤＩ

ＥＲＭＡＮ

ＫｉｍＹｏｕｎｇＳｅｕｂ

ＰａｒｋＫｙｅｕｎｇＷｏｎｅ

ＳｏｎｇＢｏｎｇＧｕｎ

ＳomchaiBaimoung

牛生衣

ｊｌｌ１９ｌＩＩ１’‐‐、Ⅲ‐、、、’心、６Ｖ

、
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１

華
玉
森
良
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AndrewY・SChen

MineUaAIarcon

RobertFrouin

JohnMarra

MarlonLewis

CarrieLLeonard

GreggMitchell

RobertEvans

JanetW・Campbell

Mary-ElenaCarr

HeMing-Xia

BryanA・Franz

GiuliettaSFargion

JimGower

TrevorP1att

ShubhaSathyendramth
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ワシントン大学（アメリカ）

TheFloridaStateUnivelsity（アメリカ）

中国科学院大気物理研究所（中国）

中国科学院大気物理研究所（中国）

モンゴル国立リモートセンシングセンター

（モンゴル）

インドネシア大学（インドネシア）

気象研究所（韓国）

外部評価委員会出席

外部評価委員会出席

外部評価委員会出席

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

RobertBrown

JamesObrien

石贋天

王標

SＯＤＯＶＹＮＫＨＵＤＭＵＲ

研究打ち合わせ

研究打ち合わせ

ＨＡＭＤＡＮＩＺＡＩＮ

徐愛淑

（海外派遣）

建石峰太郎，共同研究打ち合わせ，ロシア（ウラジオストク）太平洋地理研究所，1999.4.

8～４．１１

黄少博，中国華北平原土地利用調査，中国農業科学院，1999.4.17～4.25

本多嘉明，「IntemationaIWorkshoponMobilMappingTechnoIogy」に参加のため，タイ

（バンコク），1999.4.20～4．２５

Ｉ
梶原康司，IntemationaIWorkshoponMobilMappingTechnoIogy」で発表のため，タイ

（バンコク），１９９９４．２０～４２５

橋本俊昭，IntemationalWorkshoponMobilMappingTechnology」で発表のため，タイ

（バンコク），1999.420～４２５

建石陸太郎，国際ワークショップ参加「モパイル・マッピング技術｣，タイ（バンコク)，１９９９．

４．２１～４．２５

建石陸太郎，共同研究打ち合わせ，モスクワ大学，1999.5.3～５７

竹内延夫，研究打ち合わせ及びセミナー参加，アテネオ・ド・マニラ大学と香港市城大学，

１９９９．６．４～６．７

本多嘉明，中華人民共和国西部地域環境災害リモートセンシング技術向上計画プロジェクト短

期調査，中国国家適感中心，1999.6.16～6.25

梶原康司，研究打ち合わせ及び観測体制調整のため，モンゴル国立リモートセンシングセンター，

1999.6.30～７．７

本多嘉明，研究打ち合わせ及び観測体制調整のため，モンゴル国立リモートセンシングセンター，

１９９９．６．３０～７．７

竹内延夫，ＧＡＭＥ－Ｔ（地球規模熱フローと水循環に関するアジアモンスーン観測一熱帯域）の

研究協力依頼のため，チュラロンコン大学でセミナーを行い，現地観測場所を訪問する（タ

イ），1999.7.1～7.6

高村民雄，現地調査及び研究打ち合わせ，タイ（王立瀧概局，人工降雨腿業航空局，バンコク

周辺)，1999.7.4～７．１１

竹内延夫，AsianLidarObsewationNetworkMeetingとOCEOPacificRin'99出席，ソウ

ル大学（騨国)，1999.8.29～9.3

－５９－



建石隆太郎，現地調査，ロシア（ブリヤート)，1999.8.31～9.１０

竹内延夫，タイにおける放射データの収集，タイ気象局シ・サムロング観測所（タイ)，１９９９．

１０．１８～１０．２２

本多嘉明，VietnamNationalCenterforNaturalScienceofGeographyにて論博研究者に

指導を行い，ハノイ～ホーチミン間の植生調査を論博研究者と行うため（ベトナム)，１９９９．

１０．１９～１０．２８

竹内延夫，タイにおける放射データの収集，タイ気象局シ・サムロング観測所（タイ)，１９９９．

１０．１８～１０．２２

建石陸太郎，日韓セミナー「宇宙からの東アジア環境モニタリング」参加，韓国（江陵)，

１９９９．１１２～１１６

本多嘉明，日韓セミナー「宇宙からの東アジア環境モニタリング」参加，韓国（江陵)，１９９９．

１１．２～１１．６

建石陸太郎，ISPRSWGⅣ/６ワークショップ参加，ハワイホノルル（アメリカ），１９９９．１１．

１３～１１．２０

黄少博，ISPRSWGⅣ/６ワークショップ参加，ハワイホノルル（アメリカ），１９９９．１１．

１３～１１．２０

ｌ
０
ｌ

ｉ１１１１１．、、‐１１

安田嘉純，共同研究の実施，インドネシア大学（ジャカルタ)，1999.11.15～11.21

橋本俊昭，「TheAsianConferenceonRemoteSensing」に出席するため，香港コンベンショ

ンセンター，１９９９１１．２１～１１．２６

建石隆太郎，アジアリモートアセンシング会議参加，香港コンベンションセンター，1999.11.

21～１１．２６

本郷千春,ＩｍａｇｅLinks,SSTDevelopmentlnc.,EarthScan,WesternFarmServices，パテ

ル記念研究所（米国),研究打ち合わせ,2000.1.20～1.30
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[５］教育活動

■５．１講義（大学院，学部）

竹内延夫

工学部画像工学科

自然科学研究科前期課程

｢リモートセンシングエ学」

｢隔測センサエ学Ｉ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別演習

Ⅱ」・特別研究Ⅱ」

｢環境隔測論」・「リモートセンシングエ学」・「特別演習」・「特別

研究」・「電子・光システム総合特別講義」（分担）

自然科学研究科後期課程

久世宏明

普遍教育

自然科学研究科前期課程

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢隅iHllセンサエ学Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別研究Ｉ」・「特別演習

Ⅱ」・「特別研究Ⅱ」

｢応用環境光学」・「特別演習」・「特別研究」・「電子・光システム

総合特別講義」（分担）

自然科学研究科後期課程

高村民雄

自然科学研究科前期課程

／

｢隔測情報処理Ｉ」・｢特別演習Ｉ」・｢特別研究Ｉ」・｢特別演習Ⅱ」。

｢特別研究Ⅱ」

｢物質循環論Ｉ」・「特別演習」・「特別研究」自然科学研究科後期課程

三輪卓司

普遍教育

自然科学研究科前期課程

像科学専攻

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢像質科学」

｢特別研究Ｉ」・「特別演習Ｉ」

本多鶏明

自然科学研究科前期課程

普遍教育総合科目

｢像情報処理工学」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

建石峰太郎

理学部

自然科学研究科前期課程

自然科学研究科後期課程

普遍教育総合科目

「リモートセンシング概論」

｢隔測情報工学」・「特別研究Ｉ」・「特別演習Ｉ」

｢隔測情報ディジタル解析論」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

杉森康宏

自然科学研究科前期課程

自然科学研究科後期課程

｢海洋のリモートセンシング（秋季２単位)」

｢環境情報システム科学」

－６１－



東海大学・海洋学部・非

常勤講師

京都大学・水産学部・集

中講義

｢流体力学」・「海洋物理学」・「海洋のリモートセンシング」

｢海洋のリモートセンシング」

近藤昭彦

普遍教育

普遍教育

自然科学研究科前期課程

｢地球科学Ｂ－環境情報科学人門一」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢水文地形学」

梶原康司

工学部

自然科学研究科前期課程

普遍教育総合科目

｢データベース」

｢環境データ解析」

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

安田嘉純

工学部情報工学科

自然科学研究科前期課程

自然科学研究科後期課程

東京工業大学総合理工学

研究科

｢物理情報工学Ｉ」・「パターン認識」

｢画像処理」・「パターン処理特論演習」

｢パターン処理」・「認識愉報科学総合特別識義」

｢センシングシステム特諭」
｝

（
、

岡山浩

普遍教育

自然科学研究科

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢隔測愉報処理Ⅱ」・「特別演習Ｉ」・「特別演習Ⅱ」・「特別研究」

■５．２修士論文・博士論文

（博士鎗文）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫．（久世宏明）

増IMI宏

自然科学研究科環境科学専攻

半導体製造工程における高感度レーザー分光技術の応用の研究

lWt（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫

QuiJinhuan

自然科学研究科人工システム科学専攻

ＡｓｔｕｄｙｏｎｒｅｍｏｔｅｓｅｎｓｉｎｇｏｆａｔｍｏｓｐｈericaerosolopticaIproperties

博士（理学）（論文博士）
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指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫．（久世宏明）

藤雁群

自然科学研究科環境科学専攻

大気微量成分の光学吸収分光による遠隔測定法の研究

博士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

竹内延夫・久世宏明

汝剣飛

自然科学研究科人工システム科学専攻

Satelliteremotesensingofsignificantaerosoleventsbyusingamultル

channelretrievalalgorithm

博士（工学）学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫・久世宏明

WahyuWidada

自然科学研究科人工システム科学専攻

レーザー光の大気中伝搬における多重散乱効果の基礎研究

博士（工学）

高村民雄

斉藤和壜也

自然科学研究科多様性科学専攻

合成開口レーダ（SAR）による干渉計測誤差の定賦評価に関する研究

博士（工学）（論文博士）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

／
〆

指導教官

氏名

専攻

論文題目

竹内延夫（本多嘉明）

山本浩万

自然科学研究科人工システム科学専攻

衛星データと現地観測データの併用による広域バイオマスマッピングに関す

る研究

博士（工学）学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

建石隆太郎

ParkJong-Hyun

自然科学研究科環境科学専攻

DatafusionofhighresoIutionsatellitedatawithmultisensorand

multiresolutionforbetterundemstandingofurbanenvironment

（都市域の環境理解のための高解像度のマルチセンサーおよびマルチ解像度

データのデータ融合）

博士（工学）学位

指導教官

学生氏名

安田嘉純

MohammadSadly
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専攻

論文題目

学位

自然科学研究科情報科学専攻

リモートセンシング画像分類におけるニューラルネットワークモデルの研究

博士（工学）

(修士論文）

竹内延夫・久世宏明

佐藤愛樹

自然科学研究科像科学専攻

ラマンライダーによる水蒸気計測に関する研究

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫・久世宏明

矢吹正教

自然科学研究科像科学専攻

ライダーおよび地上サンプリ

修士（工学）

ングによる大気エアロゾル光学特性の研究

、指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

竹内延夫・久世宏明

前田和仁

自然科学研究科像科学専攻

レーザーの長光路伝搬による大気の消散と揺らぎの計ｉＭ

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

高村民雄

秋山将

自然科学研究科像科学専攻

分光型サンフォトメータによる大気水蒸気量の推定

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

高村民雄

竹村英幸

自然科学研究科像科学専攻

雲の放射強制の推定に関わる地上観測

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

高村民雄

山本尉太

自然科学研究科像科学専攻

航空機・船舶搭載マイクロ波放射計による可降水量・雲水戯推定

修士（工学）
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指導教官

氏名

専攻

論文題目

高村民雄

吉田大輔

自然科学研究科像科学専攻

熱帯降雨観測衛星（ＴＲＭＭ）搭載マイクロ波観測装置（TMI）を用いた可

降水量・雲水職の推定

修士（工学）学位

指導教員

学生氏名

専攻

論文題目

杉森康宏

李星愛

自然科学研究科像科学専攻

衛星資料を用いた東アジアモンスーンの発生櫛造とテレコネクションに関す

る研究

修士（工学）学位

指鄭教官

氏名

専攻

論文題目

梶原康司

筒井正直

自然科学研究科知能情報科学専攻

BRDF観測のためのＲＣヘリコプターを用いた現地観測システムの開発に関

する研究

修士（工学）学位
ノ

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

梶原康司

大石裕信

自然科学研究科知能情報科学専攻

植物の３次元構造データを用いたバイオマス推定

修士（工学）

指導教官

氏名

W〔攻

論文題目

本多嘉明

飯塚一貴

自然科学研究科像科学専攻

地表面状態解析のための自動操行ヘリコプターを用いた現地観illllシステム開

発に関する研究

修士（工学）学位

指導教官

氏名

論文題目

岬攻

学位

本多嘉明

遠藤正也

衛星データの自動連続分散処理システムの開発に関する研究

自然科学研究科像科学専攻

修士（て学）

指導教官

氏名

W［攻

本多嘉明

横田雅俊

自然科学研究科像科学専攻
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衛星データの精密幾何補正のためのGCP自動抽出に関する研究

修士（工学）

論文題目

学位

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

建石峰太郎

市橋音

自然科学研究科像科学専攻

NOAAAVHRRを用いたアジアの積雪分布モニタリングに関する研究

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

安田嘉純

向井正統

自然科学研究科知能情報科学専攻

全天型多波長偏光放射計システムの開発

修士（工学）

Ｉ
指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

安田嘉純

尹京海

自然科学研究科知能情報科学専攻

高解像度画像の農業管理への応用

修士（工学）

（

（

（

、
指導教官

学生氏名

学科

論文題目

岡山浩

愈寧

自然科学研究科像科学専攻

湿度の変化による光の空間コヒーレンスに関する研究

学 位 修士（工学）
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[６］センターの行事

■６．１センター主催のシンポジウム

（以下のセミナーを行い，センターが事務局をつとめ，後援を行った｡）

「地球・大気系の放射過程とリモートセンシングに関するセミナー」

主催：セミナー企画実行委員会委員長中島映至（東京大学気候システム研究センター教

授）

事務局：高村民雄（千葉大学環境リモートセンシング研究センター）

場所：福島県厚生年金健康福祉センター

日時：平成11年８月25日・２７日

参加者：７６名，講演者：１１名

衛星計測による地球環境の研究は，次期大型地球観測衛星ADEOSⅡの打ち上げを控えて

益々活発化しており，リモートセンシングに関わる研究の重要性が増している。

地球環境の研究にとって，地球のエネルギー収支，とりわけ太陽放射・地球放射の行方は，

エネルギーフローのiii泉であり，第一義的に重要なものである。とくに，これらの放射を利用

することにより，衛星による他分野の地球環境計測が可能となる。大気放射は，この意味で大

気環境自身の研究と同時にリモートセンシング研究においても必須のものとなる。

しかしリモートセンシング技術の利用の観点からの大気中における放射の振る舞いについて

の理解は，リモートセンシングを道具として用いる研究者でも十分な理解が得られておらず，

より高精度・広範|）11のリモートセンシングプロダクトの2k成にはこの種の知識が不可欠と考え

られている。また，リモートセンシングに関する大気放射自身を研究する研究コミュニティー

も極めて小さいものであることから，研究の裾野を拡げ，研究交流の場を提供することを目標

に，主として若手研究者及び大学院学生に対するセミナーを実施した。

セミナー講演の内容は以下の講演集にまとめられており，終了後参加者全員に配布された：

中脇映至，高村民雄編〆講演集「地球・大気系の放射過程とリモートセンシングに関するセミ

ナー」（189頁）1999.8.

■６．２CEReSシンポジウム

第２回CEReS環境リモートセンシングシンポジウムプログラム

日時：1999年12月１７日（金）

場所：千葉大学大学院自然科学研究科大会議室

ＬＧＰＳデータを用いた局地環境に伴う可降水量変動の研究

岩崎博之，木村富士男.，中川iif峰.．（群馬大学教育学部，。筑波大学地球科学系，．．Ｉ

趣教育大自然科学系）

２．ＷａｔｅｒｒｅｓｏｕｒｃｅｉｎＣｈｉｎａ”

ＦｅｎｇＱｉ（MeteorologicalResearchlnstitute）

（海域）

３．西部熱帯太平洋海域における太陽放射エネルギーとエアロゾル観測

香西克俊，石111邦光，草刈成直，佐々木政幸．（･神ﾉｰi商船大学海洋機械工学，・気象研
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究所）

４．海面高度計データをl0jl化した黒潮変動予測実験

淡路敏之，石川洋一，了守信正（京都大学大学院理学研究科）

５．海洋地球研究船「みらい」によるSkyRadiometerの観測結果

遠藤辰雄，’１』l;b映至.，太田幸雄，上川厚志..，高村民雄…（北大低温研，・東大

ＣCSR，・・北大1二，…千葉大学CEReS）

６．鹿児島湾横断フェリーによる水温・塩分連続測定

櫻井仁人（鹿児脇大学・工学部）

（大気）

７．LidarとSkyradiometerによる巻雲とエアロゾルの観測

青木一頁，IHi川寛子，藤吉康志，杉本信夫.，松井一郎.，橋口浩之．．

（北大・低温研，・国立環境研，・・京大・超筒棡）

８．衛星データにおける大気補正および大気・エアロゾル観測の現状

朝隈隆司，美濃村満生，大提新吾，汝剣飛，久世宏明，竹内延夫（千葉大学CEReS）

９．雲の放射強制力の推定に関わる地上観測

竹村英幸，高村民雄，岡田格，高薮縁．（千葉大学CEReS，．国立環境研究所）

10．チベット高原東方の上厨雲の短周期変化と中間規模東進波

児玉安正，高橋美奈了.，江111晋子．.，中井専人..．（弘前大理工，・弘前大理（現

ＮＴＴ東日本１１１形)，・・弘前大理，…防災科学技術研究所）

lLRelationshipBetweenTurbulencebyWaterVapoTandSpatialCoherence

NingYu,SbinyaTakasumi,andHiroshiOkayama（ChibaUniversity,CEReS）

（解析）

12．遺伝的アルゴリズムに基づく教師つきテクスチャ分類用トレーニングエリアの自動選定

奥村浩，内１１１克史，梶原康司.，張煕，吉川敏ﾛリ（長岡技術科学大学岻気系，・千

葉大学CEReS）

13．衛星リモートセンシングによる雲仙普賢岳火砕流体堆積地の観察

西田顕郎（筑波大学農林ｒ学系）

１４ランドサット５号ＴＭデータによるマングローブ林抽出のための闘値自動決定法の検討

佐藤一絃（琉球大学農学部）

15．地球地図整備の現状について

宇根寛，福島芳和（国土地理院地理調査部）

（植生）

16．ＬＩＦ法による植物からのﾉﾋ体情報の抽出

高橋邦夫，峰内健一，亥、嘉純.，立本英機．（木更津工業高等専門学校雄礎学系，・千

葉大学工学部）

17．新型衛星センサー（MODIS・GLI等）による植生のリモートセンシングの検証実験計画

西111顕郎（筑波大学腿林工学系）

18．草地における分光反射１F１１度と蒸発散量の関係

近藤昭彦，桶ｎｍｌｈと（千葉大学CEReS）

19．ゴニオスペクトルラジオメータの試作と樹木葉の反射スペクトル

三輪卓司，池ＩＩ１ｌＩｉ（千葉大学CEReS）

20．種々の施肥凧で育成後，水ストレスを与えたトウモロコシ，ダイズ葉の透過率，反射率と

生理物理量の関係”
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三輪卓司，子貴端≦（千葉大学CEReS，。千葉大学園芸学部）

21．様々な手法による草地のフェノロジーモニタリング：（PGLIERCの成果から）

桶口篤志，西田顕郎.，飯田真一.，近藤昭彦（千葉大学CEReS，．筑波大学）

■６．３自己点検評価・外部評価

前回の外部評価以来3年経過していること，および本環境リモートセンシング研究センター

が発足以来５年目を迎えることを踏まえ，自己点検評価および外部評価を実施した。平成10

年12月より部内特別委員会において実施方針の検討を行い，これに基づいて平成11年４月に

センター内に自己評価委員会を発足させ，平成11年11月まで毎月１回の議論を通じて「自己

点検．評価報告書（外部評価資料)」を作成した。（例年行われていた教員講演会「CEReSの

夕べ」の時間をこれに充てた｡）国内・国外からの評価委員を招いての外部評価委員会は平成

11年12月から平成12年３月にかけて行われ，その結果は「千葉大学環境リモートセンシング

研究センター外部評価報告書」（平成12年３月）としてまとめられ，既に公表された。詳細に

ついては，上記２１１１の報告書を参照されたい。
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[７］主要研究設備

■７．１新規主要研究設備

フル１超マルチチャンネルデータ表示解析システム

人工衛星に搭載されるセンサのスペクトル分解能が向上するのに伴って，センサのチャンネ

ル数が増えてきている。非常に多くのチャネルを有する多チャンネルセンサが，今後数年の間

にデータ取得を始めるため，早急にその解析手法を確立しておく必要がある。多チャンネルセ

ンサのデータ解析において困難であるのは，従来のハードウェア，ソフトウェアではすべての

チャンネルのデータを概観する手段を提供できないことである。

本装置は，多チャンネルセンサの各チャネルのデータを同時に表示することが可能であり，

同時に最大6144×5120までの画像は間引

くことなく表示が可能である。装置の構成

は以下のとおり。

①マルチビジョン型液晶表示装置

（30面：６ダリｘ５行）

②表示装置直結型計算機（30台の

ＰＣを各液晶ディスプレイに直結）

③表示制御計算機

④データサーバ計･jiI〔機

⑤ネットワーク装悩

ユーザは表示したいデータをデータサーバ

計算機にダウンロードし，表示制御計算機

のGUIソフトウェアによって，表示装置直

表示位置の設定，表示チャネルの設定等を

アによって，表示装置直結型計算機へのデータのブロー

表示チャネルの設定等をコントロールする。

ドキャスト送信，

■７．２既設主要研究設備一覧

７．２．１マイクロ波ＦＴ－ＩＲ分光放射計

屋外において熱赤外放射スペクトル（２～１４皿、）を計測するこめの装置である。標準国

黒体とその温度制御システム，全反射拡散板も装悩に附属されており，絶対熱放射スペクトル，

分光放射率が計測できる。なお，感部の冷却には液体窒素を使用する。近く打ち上げが予定さ

れているＥＯＳ－ＡＭ１のＡＳＴＥＲをターゲットにした地1t検;i１２用のグランドトゥルースデータの

取得に最適な測器である。様々な物質の放射率のデータベース作成，放射率の迎いを利用した

植11ﾐと土壌の熱赤外リモートセンシングに関するJo1;礎実験，等に利用されている。

7.2.2大気状態高精度解析システム

人Ⅲ衛星によって取得される広範閑の大気，地衣liIi↑,'i報を，より高品質の物BMlitに変換する
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ための地上支援システムであり，(1)大気状態観測装置，(2)システム検定装置，(3)大気状態

災穣装置の３つの小システムから櫛成される。各装置は以下の機器からなっている．

（１）大気状態観測装置

マイクロ波放射計，オーレオールメータ，サンフォトメータ

直達日射計，全天赤外放射計，全天日射計，全天分光日射計

積分散乱計，エアロソル吸収測定器，放射温度計，データ収集装置

赤外画像作成装置，蒸発散測定装置

（２）システム検定装置

野外分光測定器，日射計検定装侭，放射計検定装悩

マイクロ波スペクトラムアナライザー，ディジタルオシロスコープ

（３）大気状態集概装置

データ収集・解析用計算機，データ記憶装置

7.2.3衛星データ受信及び解析システム

本システムは静止気象衛星GＭＳ（ひまわり）および米国の海洋大気庁が迎用する極軌道気

象衛星ＮＯＡＡの受信・解析装置および受信衛星データ解析処理記憶装置より構成され，アン

テナより受信されたデータを自動的に－次処理し，記憶装置に保存する。本装置はＧＭＳにつ

いては毎時，ＮＯＡＡについては１日３～４回受信し，受信データの映像化処理およびいくつ

かの物理量への変換処理を自動的に行う。そして，受信された未処理データと処理後のデータ

は，平成8年度に導入された「大容最環境データアーカイブシステム」へ自動的に転送され，

大容量のテープへ保存される。ＮＯＡＡの受信範囲は西側ではパイカル湖やチベットの東端，

北はカムチャッカ半島，南は南シナ海までをカバーしている。

システムの構成と受信データの流れを概説する。受信アンテナで衛星からの信号が受信され，

受信されたデータは当センターにある解析室内のダウンコンバータを経由してデータ処理用の

ワークステーションへ入力され，画像化される。画像化されたデータは輝度値・アルベドある

いは表面温度などの物理量へ変換され，さらにそれらは地図座標へマッピングされる。一連の

処理済みデータはデータ解析用のワークステーションへ転送される。ここでは，必要ならば受

信後間もない衛星データを直ちに解析することも可能である。いったん解析用ワークステーショ

ンへ転送されたデータは，定期的に「大容量環境データアーカイブシステム」へ転送され保存

される。以上の処理の流れは，一部を除いてほぼ自動的に行うことが可能である。

学内外の利用者が本装置で受信・解析され保存されたデータを利用できるよう，カタロクデー

タベースをWeb上で検索可能なシステムが構築されている（httpWcerCs・cr・chiba-uac・jp:8080/)。

７．２．４衛星データカロエ演算システム

センターでは「衛星データ受信・解析装置」で受信・－次加工した衛星データを，「大容量

アーカイブシステム」に自動保存している。さらに，センター以外で受信された膨大な鼠の衛

星データを加工した時系列全球データセットも同システムに保存している。これらのデータは，

高次の解析データではなく環境解析のための素材として位悩づけられる。一方，センター概投

の高度隔測情報処理装置においては，広域の時系列データセットに対して適応可能な，高度な

解析アルゴリズムが開発されている。衛星データ加工演算システムは，この解析アルゴリズム

を適用し，広域の時系列データを一貫して処理する目的で導入された。これにより，広範な種
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類のアーカイブデータについて，様々な要求に合致した処理が行える。さらに，本システムを

通じ，学内外の研究者が処理データや受信データを既設のネットワークを介して利用すること

が可能となった。

本システムは，以下の３つの装置で櫛成されている。

（１）並列演算処理サーバ：高度な解析アルゴリズムを用いた演算負荷の大きな部分の処理

を高速演算機能をⅢいて行う。UltraSPARC-Ⅱ，主記憶４ＧＢ，9.1ＧＢＨＤＤ，ＤＬＴドラ

イブ，８ｍｍテープ，Ｃコンパイラ。

（２）ディスクアレー：大容最の広域衛星データの演算処理中に使用するための高速大規模

ハードディスク。ユーザデータ保存用７２GB，衛星画像処理用160ＧＢｏ

（３）並列演算処Bl1クライアント：大肚の入出力処El1に対して分散処]DW1を行う。Pentium-Ⅱ

400ＭＨｚ２０台。

７．２．５大容丘環境データアーカイブシステム

人ｒ衛星によりモートセンシングデータおよび現地観測データを利用した環境解析研究に使

用する，大容量のデータiid録システムである。衛屋データ受信及び解析システムで受信された

衛星データは，自動的に本システムへ転送され，保存される。本システムは，以下の装置から

柵成される。

（１）主データ記録装悩

最大30OTBのiid億容俶を有する。記録媒体には，非圧縮時で50GＢの紀憶容賦をもつ

Ｄ３テープを使川し，2000本の媒体が自動倉lIliに収納されている。自動倉luli内の媒体は，

コントローラ装liUfのデータベースにより，収納位IiUf・使用状況等の情報が管理される。

（２）王データ記録行DM・制御装置

主記憶容硫512ＭＢの4CPU並ﾀﾞﾘ処理計算機システムに，階層型ファイルマネージメン

トソフトウエアを搭叔する。本装潤により，アーカイブシステム利用者はデータ利用に際

して個々のテープ媒体を意識することなく，一般的なＵＮＩＸのファイルシステムを扱う

のと同様の利111形態をとることができる。

（３）高速外部記憶装悩

総容量l00GBの容賦をもつキャッシュ・ファイルシステムで，上データ記録管理・制

御装置に接続される。高頻度に利１１１されるデータは本装置上に記録され，毎回テープ媒体

を経由せずに岡速に読みだしを行うことができる。

（４）ネットワークシステム

本システムは，100BASE/ＴＸによる高速ネットワークでドメインを形成し，ドメイン

内でのデータ取得はきわめて高速に行うことができる。また，衛星データ受信・解析シス

テムとはFDDIによって独立したドメインを形成して接続されており，受信された大風の

データが本システムに転送される際にも，ネットワーク負荷によってアーカイブシステム

の利用が影響を受けないように配慮されている。

７．２．６高度隔測情報処理装蜜

この装置は，人１２術lilの画像データ，地理情報，地12観測データなど大硫のデータを効率的

に解析・処理するための装置群で，次のような部分から柵成される。

（１）サーバ部：FujitsuS-4/２０Model612SX，ｉｉｉd億192ＭＢ，136ＧＢＨＤＤ，１０ヵセット８
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ｍmテープ・オートチェンジャー×２，Ｃコンパイラ

(2)放射・散乱シミュレーション部：FujitsuS-4/２０Model61SX，主記憶160ＭＢ，２８ＧＢ

ＨＤＤ，ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ

(3)広域衛星画像処理部：FujitsuS4/２０Model61SX，主記憶160ＭＢ，２８GBHDD，ＧＩＳ

パッケージ（ＧＥＮＡＭＡＰ）

(4)隔測画像情報処理部：SiliconGraphicslndigo2XZ，主記憶64ＭＢ，l0GBHDD，Ｃ，

FORTRANコンパイラ，植物成長シミュレータ（ＡＭＡP)，リモートセンシング画像処

理パッケージ（VISTA）

(5)周辺機器：カラーハードコピー装置，CANONPixelDio-S，LBP(Unityl200XLO-J

CD-ROM書込装置ＹＡＭＡＨＡＣＤＥ１００ＨＡ)，処理端末：PowerMac7700/ＡＶＸ４

７．２．７大気補正用地上設置ライダー

ライダー(Lidar，LIghtDetectionAndRnging，レーザーレーダーともいう）は，指向性

のよいレーザー光を大気中に照射し，大気中の分子やエアロゾルによる後方散乱光を大口径の

望遠鏡で受信して解析する装置である。環境リモートセンシング研究センターのライダーでは，

1064,,,756,,,532,ｍ，および355,ｍの4波長を同時に射出・計測を行い，対流圏のエア

ロゾルについて波長依存性まで含めた高度分布情報が得られる。光源としては，ネオジウム・

ヤグ（NdYAG）レーザー1台から基本波，２倍・３倍高調波を発生させ，また，別のネオジ

ウム・ヤグレーザーにより波長可変の固体レーザーの一種であるチタン・サファイアレーザー

を励起して756,ｍを得ている。それぞれの波長はパルスあたり１００，Jから数100,Jのエネル

ギーを有し，繰り返しは10Ｈｚ，パルス幅は6,s程度である。４波長のビーム径（約30ｍｍ）と

方向を揃えて鉛直上方に射出し，散乱されて戻ってきた光を直径80ｃｍのニュートン型望遠鏡

で受光する。雲の有無などの条件にもよるが，地上数千メートルから10kｍ程度までのエアロ

ゾルからの光を受けることができる。受信した光はllUi次，各波長成分に分けられ，昼'１１１でも観

測が可能であるよう幅の狭い（3,ｍ）フィルターを通して光電子増倍管で電子信号に変換され

る。４チャンネル，２Gｓ/sの高速デジタル・オシロスコープによって数千パルスの積算平均を

行う。平均された波形（その形状から，Ａスコープという）はＧＰＩＢによってパソコンに取り

込まれ，処理される。信号はバックグラウンドを適切に処理した後，大気分子によるレイリー

散乱光の成分を取り除く方式のライダー方程式の解法（Femald法）によってエアロゾルのプ

ロファイルに変換できる。衛星の上空通過に同期した観測を行うことにより，信頼性の高い大

気補正を行うことが可能となる。また，このようにして得られるエアロゾルの情報を蓄積する

ことにより，エアロゾルの季節変化や高度変化など適切なモデル構築の基礎データが得られる。

7.2.8分光光度計・分光放射計等

1．紫外・可視・近赤外分光光度計Perkin-Elmer社製Ｌａｍｂｄａｌ９

１８５‐3200,ｍ：ダブルピーム分散型機器

（1-1）通常の透過スペクトル

（1-2）積分球による反射・透過スペクトル(照射光はスペキュラー，反射・透過光は全角度

の光を集光して測定，つまり通常の意味での全拡散反射・透過スペクトル）この装置で

は，試料が縦置きなので，粉体等の場合ガラス等のカバーが不可欠となる。

（1-3）拡散反射illI定装置を用いた拡散反射スペクトル(照射光は装置の光学系で決定される
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スペキュラー，反射光も装置で限定された集光角度の反射散乱光)。この装置は透過ス

ペクトルの測定には実質上使用不可。しかし，試料を水平に配置するので，粉体等にも

カバー無しで使１１]できるが，短焦点の光学系を使１Ｍしているため，試料表面の状況が顕

著に影響し，再現性のあるデータを取得するためには，試料表面の状況の再現性を得

るための工夫が不可欠である。

2．近赤外・中赤外分光光度計Perkin-Elmer社製FTIR-2000

近赤外域：15000ｃｍ-１（667,ｍ)-400ｃｍ-１（25000,ｍ）

中赤外域：5000ｃｍ-１（2000nｍ)-400ｃｍ-１（25000,ｍ）

シングルビームフーリエ変換型

（2-1）通常の透過スペクトル

（2.1-1）錠剤

（2-1-2）液体

（2-1-3）２２ｍの長光路ガスセルを使用して，ガスの透過スペクトル

（2-2）正反射スペクトル：角度可変正反射測定装置を用いて，30-70゜の正反射スペクトル

（2-3）拡散反射スペクトル

拡散反射測定装傲を用いて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトルこの装

置によるデータは，近赤外，特に10000ｃｍ-１（1000,ｍ）から長波長側ではＬａｍｂｄａｌ９

によるデータよりはるかにＳ／Ｎが良い。従って，拡散反射で良い場合には，これで測

定するべきと思われるが，良い事ばかりではなく〆電大な欠点もある。それは，シング

ルビームであるために，ｌ）参照と試料をillI定した時の測定室内の状況の再現性が直接

データ精度に影響する，２）拡散反射装置では短焦点の光学系を使用しているために，

試料表面の状況が顕著に影響する。これはＬａｍｂｄａｌ９の拡散反射測定装憧を使用す

る場合と状況は同じである。

*以上の２機種以外に，紫外・可視・近赤外分光光度汁は２機種，赤外分光光度計は】機種，

分光蛍光計１機種等がある。

3.分光放射計

（3-1）可視・近赤外分光放射計AnalyticaISpectralDeviceslnc製：ＦｉｅｌｄＳｐｅｃＦＲ：

350-2500,ｍ，シングルピーム３領域分割（１：３５０－１０００，，，２：1000-1700,,,

3：1700-2500,ｍ）並行スキャンニング

視野角；標準：２５．，オプションレンズ：５.

標準白板：１０x10inches，２x2inchesの２種

人射光測定用アダプター：リモートコサインリセプター(平面に入射する全方向の光を

測定するユニット）

（3-2）熱赤外分光放射計GeophysicalEnvironmentalResearｃｈＣｏｒｐ製：Thermal

lnfrarCdlntelligentSpectroradiometer（ＴＩRIS）

2000-17000,ｍ：シングルビーム４領域分割lllii次掃引型，視野角：約30.,基準黒体等

のオプションは全く無し。

（3-3）可視・近赤外分光放射計阿部設計製:350-1200,ｍ：約10年前導入機器:シングル

ビーム２領域分欝lllllii次掃引型

（3-4）スペクトロラジオメータ：可視赤外分光放射計：GER社（USA)，IRIS，ＭａｒｋⅣ
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測定パラメータ：分光反射率測定波長：0.3-3.0ｍｍ

波長分解能：２，ｍ/VIS，４，ｍ／NIR,ＭＩＲ

モード：デュアル

分光方式：グレーティング

屯源：ＤＣ１２Ｖ＆6Ｖ

７．２．９気象情報受信システム

本システムは，気象庁アメダス，気象レーダー画像，米国気象衛星（GOES)，ヨーロッパ

の気象衛星（METEOSAT）などをまとめて，通信術腿経''１で配信しているデータをリアルタ

イムで受信し，表示，アーカイブするための装置である。これらのデータは，衛星データ受偏

システムで受信されたデータの解析を支援するために，また，解析結果を検紙するために利川

され，リモートセンシングによる東アジア地域の環境問題の研究の推進をはかっている。

７．２．１０野外型方向性反射観測装置

本装置は野外観iKlIを目的としており，そのため装置全体がに１１搬となるように役:|･した。セン

サの軌道アームは組立式にし，かつ装置一式を一人で迦搬が可能である。観測ヘッドが軌道を

移動し（手動)，様々な観測角度（ほぼ半球を任意のステップで観測がﾛI能）で同一の視野の

iHﾘ定が可能である。センサは超小型でファインダーはないが，その近傍に小剛のピデオカメラ

を取り付け，観測視野のモニタリングを行う。また絞りを交換することによって観測視野の面

iMlを変えることも可能である。また得られたデータはＰＣに取り込み迅速にデータ処理ができ

る。なお観測のための電源はＰＣを含めて13.5Ｖのバッテリーで駆動する。以下に装置の仕様

を示す。

OceanOpticsInc．（ＵＳＡ)，PSD-2000Type

iilI定波長：300,ｍ-1100,ｍ，波長分解能：2.5ｎｍ－１０ｎｍ

ＳｃａｎＴｉｍｅ：４０ms-4s

測定パラメータ：Reflectance,Radiance

FOV：１２．４degree

７．２．１１ＬａｎｄMasterシステム

ＬａｎｄMasterシステムは，グランド・トゥルースとして鮫も一般的に利１１１されている現地

'ﾉﾌﾞ典に撮影位悩，搬彫方向，撮影日時を同時に記録できる機材と，これによって取得された画

像ｌｌｌｉ報を自動的に地６４上で管理できるシステムから櫛成されている。さらに，ネットワークを

通じて広範DIIに染められたグランド・トゥルース画像を相互に交換することも可能である。
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[８］組織・運営

■８．１予算

Ｌ

DjLlKilu
Ｈ
】

■８．２職員名簿

平成11年度職日名輝

センタ-反女１１１尉純

○センサ/大気放射研究部ＩＭＩ

センサ分野

教授竹内延夫

助教授久世宏明

大気放射分野

教授岡村民雄

○データベース研究部''１

環境データベース研究分野

肋教授近藤助教授近藤昭彦

識師梶原康可

地理情報処理研究分野

教授西尼文彦

助教授(兼）１`『常源

データベース研究分野（祥且）

客員教授千賀康弘

寡員助教授浅沼市男

○地球環境情報解析研究部門

植生モニタリング分野

教授杉森康宏

肋教授本多罵明

識Ｉｉ１ｊ柵本俊昭

環境情報解析分野

教授三輪卓司

助教授処石降太郎

○データベース開発皿)Ⅱ部

教授(兼）女１１１蹴純

ＩＭＩ師岡ｌｌｌｉｌＩｉ

肋手イｉｌｌＩ陸
″ ｉｉｆ少ｌＷｉ
″ 水郷ＴＭＩｌｔ

技官池ｌⅡ点

－７６－

項

予算額（ＴＩﾘ） 備巷

校費・旅flI・施投整備費等

奨学交付金

受託研究111

民'１１１聯との災ltil研究費

科学研究iHhli助金

1４５，１３７

5,350

39,924

15,414

7,000

(受人件数）

７件

８件

５{'|：

４件

ノ追 討ｌ~】 212,825



■８．３運営委員会の記録

○平成12年度運営委員会委貝名薄

千葉大学環境リモートセンシング研究センター迎営委員会委員名輔

１２．２．１現在

○迎営委員会概要

平成11年８月９日

識事

（１）教員の人事について

（２）衛星データ利用内規の制定について

（３）部局間交流協定の締結について

報告事項

（１）平成11年度予算配分について

（２）受託研究の受入れについて

平成12年２月１４日

繊事

（１）環境リモートセンシング研究センター長候補者の選考について

（２）平成12年度客員教員の選考について

－７７－

役職 氏名 所属・官職

委貝長 安田瓢純 環境リモートセンシング研究センター長

委員 松野太郎 地球変動研究所地球フロンティア研究システム長

〃 横１１１陵三 岩手大学工学部教授

〃 11｜村宏 東北大学理学部教授

〃 高木幹雄 東京理科大学教授

ノノ 野上道男 日本大学教授

〃 島倉償 総合情報処理センター長

〃 佐倉保夫 理学部教授

〃 矢口博久 工学部教授

" 今久 園芸学部教授

〃 竹内延夫 環境リモートセンシング研究センター教授

〃 高村民雄 〃

〃 三輪卓司 ﾒノ

ノノ 杉森康宏 "

" 西尾文彦 "



報告事項

（１）外国人研究者の受入れについて

（２）受託研究の受入れについて

（３）国際シンポジュウムの開催について
「

平成12年３月22日

識題

(1)環境リモー トセンシング研究センター諸規程の改正について

「

「

「

－７８－
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